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あとがき





　長なが野の県の南に、山に囲まれた村がある。


　治ち水すい村という、小さな村だ。


　だけど、この村の本当の名前は、血を吸う村と書いて血ち吸すい村。


　村人全員が吸きゆう血けつ鬼きというとんでもない村なのだ。


　六十年程ほど前まえ、この村へやって来た一人の西洋人宣せん教きよう師し。彼の正体が実は吸血鬼だった。


　そして、宣教師はついうっかり一人の村人の血を吸ってしまう。


　あっと言う間に村中に吸血鬼が伝でん染せんし、数日も経たたずに老ろう若にやく男なん女によすべての村人が吸血鬼となってしまったのだった。


　さすがに反省した宣教師は、村人達たちを人間に戻す方法を見つけるために、長い旅に出ることにした。


　そして、自分が戻って来るまで村人達が誰だれにも迫はく害がいされずに暮らしていけるよう、村に二つの呪のろいをかけたのだった。


　一つは、決して晴れない呪い。


　そしてもう一つは、牛が、血液の代用品ひんとなる乳を出す呪い。


　この二つの呪いに守られながら、村人達は待っているのだった。


　宣教師が、人間に戻る方法を見つけ戻って来るのを。
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　夜空を覆おおいつくしたドス黒い雲からは、バケツをひっくり返したかのような大雨が降り注そそいでいる。


　そんな、どしゃぶりの夜だった。


　雨あま合がつ羽ぱを着込んだ二人の男が、細い山道に立っていた。何も見えなくなるほどの真まっ暗くら闇やみなのにもかからわず、手には懐かい中ちゆう電でん灯とう一つ握り締めてはいない。


　彼らにはそんな物は必要がないのだ。夜の世界を生きる吸きゆう血けつ鬼きなのだから。


「雨でタイヤが滑すべってカーブを曲がりきれなかったんだろうな」


　叩たたきつけるような雨音の中、ずんぐりむっくりとした男が呟つぶやく。


「この道には街がい灯とうもないし、車のライトの光も全部この雨に吸い取られたんだろう。こんなどしゃぶりの夜にこの山を越えようなんてどだい無理な話なんだ」


　フンと男は鼻を鳴らす。


「暗いと何も見えないような人間にはな」


「そんなバカにしたように言うのは止やめるんだ。俺達たちだって昔はそんな人間だったんだ。それに、いずれはそんな人間に戻る予定なんだからな」


　年ねん配ぱいの男がたしなめるように言う。と、その時だった。崖がけの下から黒い影がピョンピョンと飛び上がってくる。


　ガードレールを飛び越え着ちやく地ちしたのは、同じように雨合羽を着こんだ若い男だ。


「どうだったんだ？」


　ずんぐりむっくりな男の質問に、崖の下から来た男は深しん刻こくな顔つきで答えた。


「車はメチャクチャでした。何度も岩に叩きつけられたんでしょう。まるでスクラップですよ」


「それで、車の中の人間は？」


「運転席と助手席に乗っていた人間は、私達が駆かけつける前には死んでいたようです。ただ、後部座ざ席せきの女の子は」


「無事なのか？」


　年配の男の質問に、男は困ったように答える。


「無事……と言えるかどうかは分かりません。大おお怪け我がをしていて意識もありませんから。今から助け出し人間の病院に運ぶ時間はないでしょうね。もしあの子を助ける方法があるとしたらそれは……」


「仲間にする……か」


　年配の男が、静かにその言葉を口にした。


「おいおい、滅めつ多たなこと考えるんじゃないぞ」


　ずんぐりむっくりの男が言う。


「勝かつ手てに仲間を増やすのはご法度はつとだからな。今日が吸きゆう血けつ祭まつりや、その娘が村の秘ひ密みつを知ったってなら話が変わってくるのかもしれないけど。とにかくもう俺達たちにできることはない。一いち度ど村に帰ろう。明日あした、雨が止やんだら村のみんなの力も借りて後あと始し末まつだ」


　ずんぐりむっくりの男と若い男がその場を立ち去ろうとする。だけど、年ねん配ぱいの男はゆっくりと首を横に振った。


「俺達の仲間になることが幸せだとは言えないが、それでもここで死んでしまうよりはマシなはずだ」


　年配の男の瞳ひとみが真まっ赤かに染そまった。指ゆび先さきからは鋭い爪つめ、そして口くち端はからは尖とがった牙きばが現れる。


　人間離ばなれした跳ちよう躍やく力で、年配の男は地面を蹴け飛とばし崖がけの下へと飛び降りる。


「こら、鳩はと羽ば！！！」


「鳩羽さん！！！」


　二人の叫び声も、激しい雨音にかき消された。
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　十月も半なかば近くなると、すっかり気温も肌はだ寒さむくなってくる。長なが野の県の山奥ともなればなおさらだ。


　そんな季節、秋用ようの上着をはおり山道を歩く少年がいた。飼い犬の散歩途と中ちゆうなのだろう。握り締めたリードの先には、雑ざつ種しゆらしい一匹の犬の姿すがたがあった。


　平へい安あん時代のお公く家げさんのような眉まゆ毛げ模も様ようが特とく徴ちよう的な犬だ。短い手足をちょこまかと動かし気持ち良さそうに散歩をしている。


　少年の名前は高たか村むら直なお樹き。ごくごく普通の人間の高校二年生。連れているのは愛犬のマロだ。


　暇ひまをもてあました休日。マロを連れてのんびりと散歩をしているのだった。


　山道の途中にあるちょっとした高たか台だい辺りで、直樹は足を止めた。


　そこから見える紅こう葉ようした山々の姿は、春に引っ越してきたばかりの直樹にとっては大変珍めずらしいものだ。


「キレイな紅葉だよな。山が真っ赤になってるよ」


　感心する直樹だったけど、ふと表情を曇くもらせる。


　紅葉の真っ赤な色が、別のものを連想させてしまったのだ。


　真っ赤な、血液を。


「もしや、山の木が動物や迷い込んだ人達たちの血を吸って葉っぱを真っ赤にさせてるってことは……」


　神しん妙みような顔つきでそう呟つぶやいてから、直樹は自分に呆あきれたように息を吐き出す。


「さすがに、そんなホラー映画みたいなことはないか。いくらこの村が吸きゆう血けつ鬼きの村だからって言ったって」


　そう、直なお樹きの暮らすこの治ち水すい村は、本来は血を吸う村と書いて、血ち吸すい村。


　世間には内ない緒しよにしてるけど、村むら人びと全員が吸血鬼っていう非ひ常識極きわまりない村なのだ。


　本来なら直樹も吸血鬼となってこの村の住人に迎え入れられるはずだったけれど、五人の女の子の企たくらみ（？）によってまだ誰だれにも嚙かまれていない。


　人間だということを隠かくしつつ、吸血鬼に混じって生活しているのだった。


　ちなみに、夏休みの丸まる坊主ぼうず事件の面おも影かげも今はない。村の特別な牛乳のおかげで、驚きよう異い的な伸びを見せてくれて、今ではすっかり元通りの長さだ。


「さ、マロ。そろそろ折り返すぞ」


　リードを引っ張り、来た道を引き返そうとした時だった。羽の生はえた唐とう辛がら子しが目の前を通り過ぎる。


「赤トンボか」


　感心したように直樹は息を吐き出した。


「動物や人間の血を吸って赤く染まってたりして……なんてね」


　一人で冗じよう談だんっぽく呟つぶやいてから、改めてマロを引っ張る。


「ほら、帰るぞ」


　だけどマロは動かなかった。目をキラキラさせ、興こう奮ふんしたように息を吐き出している。


　どうやら、赤トンボに心を奪うばわれてしまったようだ。


（東京で散歩させてた時もこんなことがあったっけ？　たまたま飛んでた蝶ちように夢む中ちゆうになってちっとも言うことをきかなくて。結局、家まで引きずって帰ったんだ）


　やれやれと、直樹は苦にが笑わらいを浮かべた。


「好こう奇き心しんを刺し激げきされるのは分かるけど、今日はもう帰るぞ。夕方から見たいテレビがあるんだから」


　さらにリードをぐいっと引っ張るけれど、マロは動かない。


「こら、マロ。言うこと聞かないと前みたいに引きずって帰るぞ」


　そこで、直樹はふと思った。


（そう言えば、マロって吸血犬けんになってるんだよな。本気になればすごい力を出せるだろうし、引きずって帰るなんて不可能かも……）


　そして、直樹の予感は的てき中ちゆうした。


　マロの円つぶらな瞳ひとみが、ルビー色に染そまる。ただでさえ鋭い犬けん歯しが伸び口の外へと突き出した。さらに、可愛かわいらしい前足からは尖とがったカギ爪づめが現れ地面に食い込む。


「ばう！」


　一ひと声こえ吠ほえると、飛んでいく赤トンボを追いかけ始めるマロ。その力はすさまじく、リードを握ったままの直なお樹きは逆に引きずられてしまう。


「こら！　止まれって！　マロ！」


　いくら叫んでも、赤トンボに夢む中ちゆうになったマロは言うことを聞いてくれない。砂すな埃ぼこりを立て田いな舎か道みちを全力疾しつ走そうする。


　引きずられる直樹はというと、あちこち擦すりむいたり、道の石にぶつかったりと大だい災さい難なんだ。


「マロ！　頼むから！　頼むから止まってくれ～～～！」


　懇こん願がんするように直樹が叫んだ直後だった。リードがブチリと悲鳴を上げた。


　地面を転がる直樹、マロはと言うと、リードが切れたことにも気づかず赤トンボを追いかけ林の中へと姿すがたを消していってしまう。


「あだだだだ」


　ゆっくりと起き上がった直樹は、腕にできた大きな擦り傷に顔をしかめる。


「ひ、ひどい目にあったぞ」


　とりあえず砂を払い、ツバをつけて消毒していた時だ。


「こんにちは♪」


　弾はずむような声がかけられる。


「うっ！」


　直樹はちょとだけ焦あせった。吸きゆう血けつ鬼きのフリをしている身としては、犬に引きずられる姿を見られるのは都つ合ごうが悪い。


「いや、本気になれば止められたんだ。だけど、たまには犬に引きずられるのも面白いかなって……」


　しどろもどろに言い訳わけしながら振り向くけど、すぐにその表情が緩ゆるむ。


「何だ、エリ子こちゃんだったのか」


　頭の後ろの大きなリボンが特とく徴ちよう的の小こ柄がらな少女だった。


　鳩はと羽ばエリ子。村の住人でもあり、直樹の通う治ち水すい高校の一年生。言うまでもなく正しよう真しん正しよう銘めいの吸血鬼。


　直樹がまだ人間のままでいる状況を作り出した一人でもあるのだ。


「びっくりしましたよ。だって、高たか村むらセンパイがマロちゃんに引きずられて眼めの前を横切ってくんですから」


　その光景を思い出したのか、エリ子がクスリと笑う。


「秋休やすみの初日に、すごく珍めずらしいものを見せてもらいました」


　秋のこの時期、治水村の学校はすべからく一週間近く休みとなるのだ。


　だからと言って年間の休みが全国平へい均きんより多いわけではない。その分、夏休みや春休みが短たん縮しゆくされて帳ちよう尻じりが合わせられているのだ。


「僕も、秋休みの初日に珍しい体験をしたよ。飼い犬に引きずられるっていうね」


　ブスっとした顔で呟つぶやいてから、直なお樹きは気を取り直す。


「さてと、早いとこマロを探して捕まえないとな……」


　だけど、そこで言葉を詰つまらせた。


（でも、今のマロ相手に僕に何ができるんだ？　捕まえてもまた引きずられるのが目に見えてるんじゃないか？）


　興こう奮ふんし吸きゆう血けつ犬けんとしての力を発はつ揮きしているマロを止めるには、普通じゃない力が必要だろう。そう、例えば吸血鬼きの力とか。


　丁ちよう度ど、エリ子こという吸血鬼が眼めの前にいる。素直に頼めばいいのだけど、それもしにくい。


『飼い犬を捕まえるのに力を貸してくれ』だなんて、男としてちょっと情なさけないからだ。


「あ～～、エリ子ちゃん。ちょっと聞くんだけど、今、暇ひまだったりする？　だったら僕と一いつ緒しよにちょっと散歩なんかしないか？　そのマロを探すついでに」


　つとめてさりげなく持ちかけるけれど、エリ子はすべてお見通しだったようだ。クスクスと笑いながら頷うなずいた。


「心配しなくていいですよ。マロちゃんを捕まえるのならエリ、手伝いますから」


「すまん」


　軽く頭を下げる。


「さ、それじゃマロちゃんを探しに行きましょう」


　そう言うと、エリ子は直樹の腕を摑つかんだ。


「あの、エリ子ちゃん。どーして腕なんか摑むんだ？」


「だって、そうしないと一緒に走れないじゃないですか」


「一緒に走るって……」


　それ以い上じよう直樹が喋しやべる前に、エリ子は元気よく言い放った。


「それじゃ、行きますよ」


　エリ子の瞳ひとみが真まっ赤かに染そまった。直樹の腕に込められた力がケタ違いに跳ね上がる。


　そして、エリ子は走り出した。普通の人間からは想そう像ぞうもできないようなとんでもないスピードで。


「あ～～～～～～～!!！」


　直樹の悲鳴が響ひびき渡った。
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　治ち水すい村は掛かけ値ね無しの田舎いなかだ。だから、道を少し離れればもうそこはすっかり原げん生せい林りんと化している。


　そんな中を突っ走るエリ子。吸血鬼の耳がマロのいる方向を捉とらえているのだろう。その矛ほこ先さきに迷いはない。それなりの勾こう配ばいが続く山道を駆かけ下り続ける。


　災さい難なんなのは直なお樹きだ。当然エリ子この足の速さについていけるはずもなく、スタート後ご数秒で引きずられてしまっている。


　林の木々が体にぴしゃぴしゃ当たって痛いし、右の靴くつが今にも脱げそうだ。


（このまま引きずられ続けたら、天てん国ごくまで行ってしまうのでは？）


　そんなことを直樹が思った時だった。


「あ、高たか村むらセンパイ。マロちゃんいましたよ」


　エリ子が足を止めた。慣かん性せいの法則に従って直樹は大きく振り回されてから、何とか静せい止しする。


「ほら、見てください」


　高い木の枝の上に止まった赤トンボを取ろうと、ピョンピョンと飛び跳ねているマロの姿すがたがあった。ざっと見み積つもっても３メートル近くジャンプしているけど、残念ながら赤トンボのいる枝には届かない。


　それだけの脚きやく力りよくがあれば、木を登るくらい簡単だろうけど、そこは高村家け自じ慢まんのおバカ犬。そこまで頭が回らないようだ。


　そうこうしているうちに、赤トンボが飛び立った。さらに上空へと飛んでいってしまう。


　さすがにおバカなマロでも、ジャンプしてもどうにもならないと悟さとったのだろう。がっかりしたようにク～ンと鳴く。興こう奮ふんも冷めたのか、元の真まっ黒くろい瞳ひとみへと戻っていた。


「マロちゃん」


　エリ子に声をかけられ、マロは顔を向ける。人ひと見み知しりなんて高等なことはできない犬だ。さらに可愛かわいがってくれる女の人が大好きときている。


　千ち切ぎれんばかりに尻尾しつぽを振ると、マロはエリ子に駆け寄った。頭を撫なでられ嬉うれしそうにキャンキャンと声を上げる。


「何だよ。僕がこんなにも苦労して追いかけてきたってのに」


　マロに続きエリ子に引きずられ、何だか気分が悪くなった直樹はその場にへたり込む。


　改めて、辺りを見渡した。


　そこは崖がけの下の部分だった。ゴツゴツした岩いわ肌はだが前方に見える。その崖の上には、白いガードレールが見えた。


（へえ、あんなとこに道なんかあるんだ）


　それにしても急な崖だ。もしあそこから落ちたら一巻の終わりだろう。


　崖を見下ろすのはもちろん怖こわいけど、下から見上げるのもそれはそれでゾっとする。もし自分が上から落ちたらと想そう像ぞうしてしまうからだ。


　と、マロを抱きかかえたエリ子が戻って来る。


「高村センパイ、マロちゃんもう落ち着いてるから大だい丈じよう夫ぶですよ」


「ああ、ありがとう」


　マロを受け取る。エリ子この言うとおりすっかり落ち着いていた。直なお樹きの腕の中で大人おとなしくしている。


（まったく、人ひと騒さわがせな奴やつだな）


　心の中で文もん句くを言ってから、直樹はエリ子に顔を向けた。


「それじゃ、戻ろうか。冬とう眠みん前の熊でも出てきそうで怖こわいし」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。熊ぐらいエリが簡単にやっつけられますから」


　そんなことを話しながら、その場を後にしようとした時だった。


「ばう！！！」


　マロが一ひと声こえ鳴くと、ぴょんと直樹の腕から逃げ出した。そのままチョコマカと走り出す。


「こら、マロ！　またかよ！」


　叱しかりつける直樹だけど、先ほどのような大おお騒さわぎにはならなかった。マロは、一ひと際きわ草の生おい茂った場所へと向かうと、そこでばうばうと吠ほえ始める。


「何だよ、てんとう虫でも見つけたのか？」


　うんざりしながらマロを迎えに行った直樹は、覆おおいかぶさった草の向こうに何やら金属の板のようなものを見つける。


（ん？　誰だれかドラム缶かんでも捨てたのか？）


　ちょっとした好こう奇き心しんを覚えて直樹は、手で草を搔かき分けた。


　それは、ドラム缶じゃなかった。最初はぐしゃぐしゃになった金属としか分からなかったけど、よく見るとその正体が判はん明めいする。


　逆さまになって潰つぶれた、黒い乗用車だったのだ。野ざらしにされているせいか錆さびだらけだ。腐ふ食しよくしボロボロになっている部分もある。ここに放ほう置ちされてからかなりの年月がたっているだろう。


「どうかしたんですか？」


　後ろからやって来たエリ子に、直樹は肩かた越ごしに言った。


「いや、スクラップにされた車が捨てられてるんだ」


　そこで、直樹は待てよって思った。


（もしかして、スクラップにされた車が捨てられたんじゃなく、この場所でスクラップになったんじゃないか？）


　ゆっくりと視線を上へと持ち上げる。ごつごつした岩いわ肌はだの崖がけ。角かく度ど的に見えづらいが、その上には道路があったはずだ。


（あそこから落っこちて、グシャンってなって）


　車が放置されているということは、誰にも発見されなかったということではないか？


　だとすると車に乗っていた人物は……。


（まさか、車の中に白はつ骨こつ死体があったりして……）


　覗のぞきこむ勇気は、直なお樹きにはなかった。


「マロ。帰るぞ～～～」


　大おお袈げ裟さに声を出しマロを抱きかかえる。


「エリ子こちゃん、行こうか」


　後ろにいるエリ子に振り向きそう声をかける。


「………」


　エリ子は何も言わなかった。瞬まばたきもしないで、じっとスクラップになった車を見つめている。


「エリ子……ちゃん？」


　もう一度声こえをかけると、エリ子はハッと我われに返った。


「あ、ごめんなさい。高たか村むらセンパイ。エリちょっとボーっとしてました」


「別にいいけど、大だい丈じよう夫ぶ？」


　少し心配して尋たずねる。


「はい、大丈夫です。何だかこの車に見覚えがあるような気がしただけなので」


　エリ子は深しん刻こくな表情になると、囁ささやくように言った。


「もしかしたら、エリがまだ人間だったころにこんな車に乗ってたりしてたのかな？」


　そこで、エリ子はあって声をあげた。


「あ、ぼやぼやしてたら暗くなっちゃいますね。帰りましょう」


　エリ子が歩き出す。


「？」


　先ほどのエリ子の言葉にちょっとした疑問を覚える直樹だったけど、エリ子の言うとおりいつまでもジッとしていたら暗くなってしまう。


　街がい灯とうがほとんどない村だ。真まっ暗くらになったら生なま身みの直樹は家まで戻るのも困こん難なんだ。


　引っ張られてきたもんだから、どうやって元の道に戻るのかも分からない直樹は、慌あわててエリ子の後を追いかける。


「ああ、待ってくれよ。エリ子ちゃん！」


　情なさけない声を上げながら。
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　元の道へと戻った直樹とエリ子は、少し進んだ先の分かれ道でサヨナラすることになった。


「それじゃ、高村センパイ。今度は学校で会いましょう。マロちゃん、またね」


　最後にマロの頭を撫なでてから、エリ子は歩いていく。


　彼女の後ろ姿すがたを眺ながめながら、直樹は小こ首くびを傾かしげた。


「エリ子ちゃん、どーかしたんだろうか？」


　エリ子この様よう子すがおかしいのは、いくら鈍どん感かんな直なお樹きにだって分かっていた。


　いつものエリ子だったらこちらが辟へき易えきするほどにおしゃべりをぶつけてくるはずなのに、帰り道はほとんど喋しやべらなかったのだ。


　顔つきも、うかないものに見えた。


　直樹のヘタレっぷりに呆あきれ果て、一いつ緒しよにいるのも嫌いやになったという理由でないとしたら、思い当たる節ふしは一つだった。


「やっぱり、あのスクラップの車が原因なんだろうか？」


　思えば、エリ子の様子が変わったのは明らかにあの車を見た後だった。


「お前が妙みようなもん見つけるからだぞ」


　小こ脇わきに抱えたマロに目を向けるけど、マロはさっぱり分かりませんといった顔つきで直樹を見上げ鼻をクンクンさせる。


「まあ、お前に言っても仕方ないか」


　やれやれと息を吐き出すと、直樹は歩き出した。


（だけど、あれってどういう意味なんだろうな）


　先ほど保ほ留りゆうにしていた疑問を、直樹は思い出す。


『もしかしたら、エリがまだ人間だったころにこんな車に乗ってたりしてたのかな？』


　引っかかるのはエリ子のその言葉だった。


（まるで人ひと事ごとのような口く調ちようだったけど、昔のことすぎてよく覚えてないのかな？　見かけからは想そう像ぞうのしようがないけど、エリ子ちゃんはすごく大おお昔むかしに吸きゆう血けつ鬼きになったとか）


　そんなことを考えながら田舎いなか道みちを歩き続けていた時だった。反対側がわから歩いてくる人ひと影かげに気が付く。


（あれ？　川かわ澄すみじゃないか？）


　それは当たっていた。やって来たのはクラスメイトの川澄季き代よ実みだった。


　涼すずやかな雰ふん囲い気きで、顔立ちは整っている。美び少女って言って問題ないだろう。


「こんにちは。マロ君の散歩中ちゆうなのね」


　季代実は、直樹に抱きかかえられたままのマロの頭をぐりぐりと撫なでた。


「川澄はどうしたんだ？」


「別に。涼しいから散歩してただけよ」


　それから、季代実は直樹の服をしげしげと見つめ尋たずねる。


「直樹君、どうしたのその格かつ好こう？」


　季代実が不ふ思し議ぎがるのも無理はない。服のあちこちは破れ、砂や泥どろが付着している。枯かれた木の枝や葉っぱなんかもくっついていた。


「まるで、地面を引きずられたり、森の中を引っ張りまわされたみたいな格好だけど」


（吸血鬼の能力の中には、千せん里り眼がんってのもあるんだろうか？）


　半なかば本気でそんなことを思いつつ、直なお樹きは説明した。


「マロの散歩に行ってたんだ。そしたらマロがトンボを追いかけて走り出して、それでズルズルって」


「地面を引きずられたのね」


「リードが切れてマロが逃げ出した後、エリ子こちゃんに会ったんだ。で、一いつ緒しよにマロを追いかけてくれたんだけど。エリ子ちゃん、僕の手を摑つかんで」


　みなまで言う必要はなかった。勘かんのいい季き代よ実みだからすぐに察さつする。


「森の中を引っ張りまわされたのね」


　気の毒どくそうに、季代実は首を振った。


「でも、無事にマロ君が見つかって良かったわね」


「まあね、吸きゆう血けつ犬けんのパワーにも困ったもんだよ」


　そこで、直樹は先ほど抱えていた疑問を思い出す。


「なあ、川かわ澄すみ。ちょっと聞くんだけど……」


　そう前置きしてから、直樹は尋たずねた。


「エリ子ちゃんって、大おお昔むかしからこの村にいるのか？　それこそ、この村が吸血鬼きの村になった頃から」


「エリ子ちゃん？」


　季代実は少し考える。


「さすがにそんな大昔じゃなかったはずよ。確か、智とも衣いさんの五、六年前まえって聞いたから……。二十年くらいかな」


　季代実は、不ふ思し議ぎそうに直樹に尋ねた。


「だけど、直樹君、どうしてそんなことを聞くの？」


「いや、森の中でスクラップになった車を見つけたんだ。それを見たエリ子ちゃんが、言ってたんだよ」


　直樹は、エリ子の言葉を思い出しながら続ける。


「どこか見覚えがあるって。もしかしたら、自分が人間だったころに乗ってたりしたのかな？　って」


　季代実は、何か思い当たるフシがあるような顔つきで目を細めた。


「これは、私も村に来て半年ぐらい経たって智衣さんから聞いたんだけどね」


　そう前まえ置おきしてから、季代実は言った。


「エリ子ちゃん。自分が吸血鬼になる前のことは何一つ覚えてないらしいの」


「えええ!?」


　思いがけない季代実の言葉に、直樹は驚おどろきの声をあげる。


「吸血鬼になる前の自分が、どこの誰だれなのか丸っきり分からないそうよ」


「ちょっと待てよ。それはおかしいんじゃないのか？　エリ子こちゃんが覚えてなくたって、お父とうさんとお母かあさんがいるじゃないか。二人に聞けば分かることだろ？」


「二人も分からないのよ。だって、エリ子ちゃんの家は私と同じだから」


　私と同じ……その言葉で、直なお樹きは理解した。


　季き代よ実みの両親は本当の両親じゃない。季代身は施し設せつで育ったところを、この村の夫婦に引き取られたのだ。


「でも、今はもうエリ子ちゃんはこの村の住人よ。鳩はと羽ばさん夫婦が、エリ子ちゃんのお父とうさんとお母かあさんなの。だからおかしなこと聞いたりしないようにね」


「ああ、分かったよ」


　こっくりと頷うなずく。


「それじゃ、またね。あ、借りてたＣＤ。秋休やすみ中に返しに行くから」


　そう言うと、季代実は歩き去っていった。


「ふ～む」


　マロを抱えたまま直樹は考え込んだ。


（エリ子ちゃんが季代実と同じ養よう女じよで、しかも人間だった時のことを覚えてなかったなんてなあ）


　それならば、まるで人ひと事ごとのように聞こえたあの一ひと言ことも頷ける。


　だけど、エリ子の記き憶おくとあのスクラップの車がどう結びつくのかが、直樹には想そう像ぞうできなかった。


「でもま、季代実の言うとおりか。今はもう村の住人なんだし。あれこれ詮せん索さくするのもよくないよな」


　そう納なつ得とくすると、直樹は家へ向かって歩き始めた。
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　そして、数すう時間後ご。


「ふ～～～、食べた食べた」


　夕食を終えた直樹は、自分の部屋へと戻って来ると畳たたみの上にゴロンと横になった。


　父ちち一人息子むすこ一人の父ふ子し家庭。夕飯は交代で作ることになっている。今日のメニューは、父親の作ったカレーだった。直樹は三杯ばいもたいらげてしまった。


　他に取り得のない父、直なお太た郎ろうだけど、カレーを作ることだけば妙みように上じよう手ずだったりする。


（ＳＦ小説家かなんて止やめて、カレー屋でも始めればいいのに。その方がよっぽど才能があると思うぞ）


　なんて本気で思うこともあるぐらいだ。


　膨ふくれた腹をさすりながら天てん井じようを見上げる。


　くすんだ木もく目めをぼんやりと眺ながめるのは、直なお樹きのお気に入りの時間だった。ゆったりとリラックスした気分になれるのだ。


（それにしても、季き代よ実みの話には驚おどろいたな。エリ子こちゃんに人間だったころの記き憶おくがなかったなんて）


　記憶喪そう失しつっていうと、もっと影を背負っているようなイメージがあった。だけどエリ子は明るすぎるくらい明るい女の子。そのギャップにも驚いてしまったのだ。


（いやいや、元の明るさに比べて見れば、あれでも影を背負っているのかもしれないぞ）


　そんなことも考えるけれど、だとしたら元の明るさがとんでもないものとなってしまう。


　毎日、村中をサンバで踊り回っているかもしれないレベルだ。


（う～～～む、さすがにちょっとそれは怖こわいぞ）


　意味不ふ明めいの想そう像ぞうで直樹が苦にが笑わらいを浮かべている時だった。


「こんばんは。高たか村むらセンパイ」


　そんな声が、聞こえる。


「えっ？」


　起き上がると、網あみ戸どの向こうで手を振るエリ子の姿すがたがあった。


「エリ子ちゃん」


「あはは、ちょっといいですか？」


　いつもよりほんの少しだけ控ひかえめにエリ子が言う。


「ああ、別にいいよ。とりあえず入りなよ」


「はい、おじゃましま～す」


　カラカラと音を立てて網戸を開けると、エリ子が部屋の中へと入ってくる。脱いだ靴くつは屋根の上に置いたようだ。


「どうしてまたそんなとこから？」


「だって、もう遅いじゃないですか。高村センパイのお父とうさんに帰れって言われるかなって思って」


　直樹は軽く笑った。


「父さんのことだから、大だい歓迎で迎えたと思うよ。帰ろうとすると引き止められるぐらいだろ～な」


「あ、そうだったんですか。心配する必要なかったですね」


　ホッと息を吐き出すエリ子に、直樹は尋たずねた。


「それで、どうしたの？」


「はい、実は、高村センパイにお願いがあってきたんです」


　エリ子は少しだけ口ごもる。


（おいおい、まさか血を吸わせてくれなんていうんじゃないだろうな）


　内ない心しんヒヤヒヤしながら待つこと数秒。エリ子こが、囁ささやくようにして言った。


「……付き合って、くれませんか？」


　一いつ瞬しゆん直なお樹きは何を言われたのか分からなかった。


　付き合う＝男女交こう際さい＝恋人同どう士し


　そんな図ず式しきが頭の中で完成した直樹は、鼻の赤さも隠かくれるくらい顔を真まっ赤かにしておおいに慌あわてる。


「い、いや、そんないきなり言われても！　いや、エリ子ちゃんじゃダメって言ってるわけじゃないんだよ。エリ子ちゃんは可愛かわいいし明るくて楽しいしきっと付き合ったら最高だなって。だけど、あんまりに突然でびっくりしちゃって」


　あたふたと説明する直樹に、エリ子は大きく首を横に振った。


「あ、違うんです。その付き合うじゃないんです。エリが言ってるのは、ある場所に行くのに付き合ってくれないかなって」


「あ、なるほど。付き合って一いつ緒しよに来て欲しいってことね」


　自分の勘かん違ちがいに気付き、ホッとする反面、ガッカリもしてしまう。


（そーだよな。僕なんかがモテるわけないもんな～）


　過去の何もない戦せん歴れきを思い浮かべ、はあと息を吐き出す。一瞬とはいえ夢を見られて良かったじゃないかと自分を納なつ得とくさせると、直樹はエリ子に顔を向けた。


「それで、どこに行きたいの？」


「……今日、高村センパイと一緒に見つけたあの車の所です」


　真剣な口く調ちようで、エリ子は言う。


「あのスクラップの車のとこ？　どうしてまた？」


　不ふ思し議ぎそうに尋たずねる直樹に、エリ子は少しだけ寂しそうに告げる。


「高村センパイは、エリが養よう女じよで、人間だった頃の記き憶おくがないのって知ってますか？」


「え、ああ。川かわ澄すみからそんなことは聞いたけど」


「人間だった頃のことを思い出そうとすると、頭にモヤがかかったみたいになって何も思い出せないんです。お父とうさんとお母かあさんに聞いても、二人とも詳しいことは知らないって言うし。きっとずっと思い出せないんだろうなって思ってました。だけど……」


「あの車に、何か見覚えがあったんだな？」


　エリ子はこっくりと頷うなずく。


「記憶がないことだって、エリそんなに気にしてたわけじゃないんです。また新しい思い出をたくさんつくってけばいいだけだって。幸い、エリにはすごく長い時があるんだからって。そう思ってました。だけど、あの車を見てから何だかおかしいんです。落ち着かないって言うか、息いき苦ぐるしいって言うか」


　胸を押さえる。


「もう一度、あの車のとこに行けば、また何かを思い出せるかもしれません。そうしたら、この息いき苦ぐるしさも治おさまるのかなって。でも、一人で行くのは何だか怖こわい気がするから、迷めい惑わくだとは思ったんですけど高たか村むらセンパイにお願いにきたんです」


「なるほど、そういうことなのか」


「お願いです！」


　エリ子こが直なお樹きに詰つめ寄った。大きな瞳ひとみで直樹を見つめ、懇こん願がんするように言う。


「今から、エリと一いつ緒しよにあの車の所まで行ってもらえませんか？」


「今から!?　でももう外は真まっ暗くらだし、それに……」


　昼間あの場所を訪れた時は恐ろしくて中を覗のぞき込んだりはしなかった。


　もしこれから行って中を見て、そこに白はつ骨こつ死体なんかあったとしたら……。


　考えただけでもゾッとする。


　だけど、気になってしかたがないっていうエリ子の気持ちも十分理り解かいできる。思い出せないとばかし思っていた過去の記き憶おくの手がかりが目の前にあるのだ。


（やっぱり、先せん輩ぱいとしては断るって訳わけにはいかないよなあ）


　生きている年数だけを言えばエリ子の方がずっと先輩なんだろうけど、そこんとこは考えないようにする。


「分かったよ。一緒に行こう」


「ありがとうございます！！！」


　エリ子は顔をくしゃくしゃにして喜ぶと、直樹の手をギュッと握り締めた。


「準備して出るから、玄げん関かんの外で待っててよ」


「はい、本当にありがとうございます」


　握った直樹の手をさらに強く振りたくってから、エリ子は窓から外へと出て行った。


「懐かい中ちゆう電でん灯とうを持って、虫むし除よけスプレーも持って。あ、トイレにも行っとこう」


　直樹は、心の中で呟つぶやいた。


（もし白骨死体なんかあったら、びっくりしてつい……なんてこともありえるからなあ）
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　車を見つけた林の中は、何も見えないくらい真っ暗だった。頼みの綱つなの月明かりも、ここでは木々に遮さえぎられて届いてはくれない。


　懐中電灯の光程てい度どでは、危なくて歩けないほどだった。


「高村センパイ、こっちです」


　瞳を赤くしたエリ子が直樹の手を引っ張り足を進める。吸きゆう血けつ鬼きである彼女にとっては、昼間となんら変わらず見えているのだ。


　とりあえず方向はエリ子こに任せ、直なお樹きは自分の足元だけに懐かい中ちゆう電でん灯とうの光を当てる。転ばないのに専せん念ねんしたのだ。


「つきました」


　エリ子の言葉を聞いた直樹は、足を止めると懐中電灯を目の前へと向けた。昼間見たのと同じ、逆さになったスクラップの車が見える。


　しばしそのまま立ち尽くしてから、直樹はエリ子に尋たずねた。


「エリ子ちゃん、何か思い出した？」


「いいえ、具体的には何も」


　残念そうなエリ子の声が聞こえる。


「車の中に何かあるかも。もしかしたらそれを見れば……」


　車を眺ながめてるだけでエリ子が過去のことを思い出してくれればと願っていたけれど、やはりそう簡単にはいかないようだ。


　もちろん中を覗のぞくなんて真まっ平ぴら御ご免めんだ。白はつ骨こつ死体なんかあった日には心しん臓ぞうが止まってしまうかもしれない。


　だけど、よくよく考えてみれば自分は吸きゆう血けつ鬼きだらけの村で暮らしている。今さら白骨死体ぐらいでビビるのも馬ば鹿からしいような気がした。


「よし、車の中を覗いてみよう。エリ子ちゃん、これで照らしててくれないか」


　エリ子に懐中電灯を渡すと、直樹は両手で車にまとわりついたつる草との格かく闘とうを始めた。力強く引っ張りぶちぶちと千ち切ぎって行くと、やがて車しや体たいが見え始める。


　車のドアはまるで剝はぎ取られたかのようになくなっていた。


　エリ子から懐中電灯を受け取り車の中を照らすと、ひしゃげた内部が見えた。泥どろや吹き込んだ葉っぱなんかで汚きたないけれど、幸いにして白骨死体らしき物はない。


　直樹は心の底からホッと息を吐き出した。


「何も……ありませんね」


　エリ子ががっくしと首を落とした。


「もしかしたらって思ってたんですけど……」


「まあ、この車はこれから先もずっとあるんだし、思い出せそうな時にまた来ればいいんじゃないかな？　僕で良ければいつでも付き合うよ」


　白骨死体がないと分かったもんだから言える台詞せりふだった。


「そう……ですね。また、何かあったら来ればいいんですよね」


　まだ心残りな表情ながらも、エリ子は頷うなずいた。


「さ、帰ろっか」


　直樹がクルリと車に背中を向けた時だ。


「あっ、待ってください！　高たか村むらセンパイ！」


　エリ子こが声を上げる。


「車の中に、何かあるみたいなんです」


「えっ？」


　エリ子が指差さす方向へと、直なお樹きは懐かい中ちゆう電でん灯とうを向ける。後部座ざ席せきの奥、足元の部分に落ち葉に埋もれるようにして白い袋ふくろのような物が見えた。


「何だろう？」


　車の中へと手を伸ばそうとするエリ子だったけど、その手が止まった。何な故ぜか青ざめた表情で後ずさる。


「すみません、高村センパイが調べてきてくれませんか？　どうしてか分からないんですけど、エリ、この中に入れないんです。入ろうとすると体が震えてしまうんです」


（昔、車で怖こわい思いでもしたんだろうか？）


　そんなことを思いながら、直樹は頷うなずいた。


「分かった。僕が取ってくるよ」


　懐中電灯片かた手てに車中へと乗り込む。錆さびた金属の臭においや腐くさった落ち葉の臭いが立ち込める中、奥へと手を伸ばし白い袋のような物を摘つまみ上げる。


　何てことはない。風で飛ばされてきたビニール袋だった。


「はは、ただのビニール袋だよ」


　笑いながら後ろを見ようとした時だ。車がグラリと動く。


「えっ？」


　直樹が車の中に入り込んだおかげでバランスが崩くずれてしまったのだ。


「うわああ！」


　直樹を乗せたまま、車がゴロンと転がった。がしゃんという嫌いやな音と共に、直樹は車の後部座席に叩たたきつけられる。


「痛いたたたたた」


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　外から心配そうなエリ子の声が聞こえる。


「ああ、大丈夫だよ。待ってて、出るから」


　枯かれ葉はや土まみれになりながら、転がった懐中電灯を拾い上げる。


　と、直樹は古ぼけた定期入いれが落ちているのを発見した。どうやら車のクッション辺りに挟まっていたのが転がった衝しよう撃げきで姿すがたを現したらしい。


　定期入れを握り締め車から這はい出した直樹は大きく深しん呼吸した。それから、手にした定期入れに懐中電灯の光を当てる。中を開くと印刷の薄うすれた定期券けんが発見された。


「電車の定期か」


　駅名はすでに読めなくなってしまったけれど、有ゆう効こう期限だけはかろうじて読める。


　そこに書かれていた日付けは、今から二十年も前のものだった。


「そんな昔に車はここに落っこちたのか」


　定期券けんの下に、もう一枚何なにかが入っていた。プラスチックの板で、少し変へん色しよくはしているもののまだちゃんと文字を読むことができる。


「学生証しようみたいだな。青せい蘭らん文化女子高こう等とう学校……」


　ずっと東京で暮らしていた直なお樹きには、聞き覚えのある名前だった。


「この高校なら知ってるぞ。お金持ちのお嬢じよう様が通うことで有名な学校なんだ。どうしてあそこの学生証がここにあるんだろ？」


　不ふ思し議ぎに思いながら学生証右みぎ上うえの写真を見た直樹は、思わず驚おどろきの声をあげてしまう。


「えええ！！！」


　直樹が驚くのも無理はなかった。だって、そこに印刷されていた顔かお写真は、直樹のよく知っている人物のものだったからだ。


　現在、直樹の隣となりにいる少女。鳩はと羽ばエリ子この。


「これ、エリですよね？」


　エリ子も、信じられないって様よう子すで呟つぶやく。


「つまり、エリは人間だったころ、東京で女子高生せいをしてたってことですよね」


　学生証に書かれた名前を、エリ子は確かめるように口にする。


「星ほし野のあかり。これが、エリの本当の名前なんですね」


「そう、なるよな」


　ゆっくりと、直樹は頷うなずいた。


「だけど、だけどおかしいです。変ですこれって。どうしてエリが人間だったころの学生証がこんな車の中にあるんですか？」


　エリ子の疑問は続く。


「それに、エリは施し設せつからもらわれてきたって話を聞きました。こんなお金持ちのお嬢様が通う高校にどうして通えてたんですか？」


　もちろん、直樹に分かるはずがない。


「お父とうさんとお母かあさんに聞いてみたら？」


　直樹の提てい案あんに、エリ子は強く首を横に振った。


「これまでエリが聞いても、ずっと何も知らないって言い続けてたんです。きっとエリには教えたくないんです」


　そこで、エリ子は何かを思いつく。


「そうだ、あの人なら何か知ってるかもしれません！」


　エリ子は、直樹に真しん剣けんな瞳ひとみを向ける。


「高たか村むらセンパイ、もうちょっとだけ付き合ってもらっていいですか!?」


　こんな瞳ひとみを向けられたら、嫌いやだと言えるはずがない。


「別に、いいけど」


「ありがとうございます！」


　次の瞬しゆん間かん、直なお樹きの手が握られた。手の跡あとが残るんじゃないかってくらい力強く。


　こんな経験は、今日の昼間に味わったばかりだった。


「まさか……」


　そのまさかだった。


　エリ子こは、吸きゆう血けつ鬼きの力を全ぜん開かいにして走り出す。


「あ～～～～～～」


　引きずられる直樹の悲鳴が、夜の林に木霊こだましたのだった。








　　　　６




　村の外れにある、山の中ちゆう腹ふくにその教会はある。六十年程ほど昔、この村にやってきた外国人宣せん教きよう師しのために建てられた教会だ。


　その教会から少し離れた場所に立つ洋よう館かん。直樹が連れてこられたのはその前だった。


「やっと、着いたのか」


　道どう中ちゆうほぼ引きずられっぱなしだった直樹は、やっと止まったことに一ひと安心する。それから、目の前の洋館へと改めて目を向ける。


　立りつ派ぱな建物だった。頑がん丈じように作られた屋や敷しきは、長い年月を感じさせるも決してその魅み力りよくは色あせてはいない。むしろ、渋しぶみが加わりより高こう貴きな雰ふん囲い気きへと昇しよう華かしていると言えよう。


「こんなお屋敷があったなんてな」


　のんびりと感かん嘆たんの息を漏もらしてから、直樹は尋たずねる。


「それで、ここは誰だれの家なんだ？　僕の知ってる人？」


「知ってるも何も、神楽かぐらセンパイですよ」


　エリ子が答える。


「会長の家!?」


　なるほど、確かに門の前の表ひよう札さつには、『神楽』と彫り込まれている。


　紅べに華かが、旧きゆう家かのお嬢じよう様だってことは何となく知っていた。お金持ちだってことも。


　だけど、こんな絵に描いたような洋館に暮らしているなんてちっとも知らなかった。


「神楽センパイなら、エリの昔のことも知ってるはずです」


　確信を込めて呟つぶやくエリ子に、直樹は不ふ思し議ぎそうに尋ねる。


「どうして会長なら知ってるなんて言えるんだ？」


「理由は二つです。まず一つは、神楽かぐらセンパイはエリ達の中で誰だれよりも昔からこの村に暮らしているからです。この村が吸きゆう血けつ鬼きの村になった時からずっと」


　少々時じ代だい錯さく誤ごな喋しやべり方なんかから古いんだろうなとは思っていたけれど、どうやら直なお樹きの想そう像ぞう以上だったようだ。


「智とも衣いの言うところの、治ち水すい村初しよ期きメンバーって奴やつだな」


　うむうむと納なつ得とくする。


「そしてもう一つの理由は、神楽家けが、古くからこの地を牛ぎゆう耳じってきた家か系けいなんだそうです。今でもその影えい響きよう力りよくは強いらしく、会長のお父とうさんは陰で村の運営に関わっているとか。そんな神楽家ですから、会長もエリのことを聞いているかもしれません」


「確かにまあその可能性はあるだろうけど……」


　直樹はあまり気が進まない顔つきでもごもごと口を動かす。


「時間が時間だし、こんな時間に訪たずねたら会長怒おこらないか？　きっとイヤミの一つや二つ言われるに決まってるぞ。エリ子こちゃんは大だい丈じよう夫ぶかもしれないけど、僕には絶対飛とんでくるぞ」


　紅べに華かの性格を想像する。


「こんな時間に女性の家を訪ねるなんて、デリカシーがありませんわね。とか、そんな汚きたない服で来られては、家が汚よごれてしまいますわ……とかさ」


　ただでさえ坊主ぼうず騒そう動どうの時には紅華に散さん々ざん怒られ嫌いや味みも言われている。できればしばらくは勘かん弁べんしてもらいたいところだ。


「まだ秋休やすみは残ってるし、明日あしたもう一度出で直なおしてこようよ。僕ももうちょっといい格かつ好こうしてくるから」


　やんわりと説せつ得とくしようとする直樹だったけど、エリ子はおかまいなしにインターホンを押した。


「すみません。鳩はと羽ばエリ子です。神楽センパイ、えっと、紅華さんに会いたいんですけど」


　しばらくして、ゆっくりと鉄の門が開く。


「さ、行きますよ。高たか村むらセンパイ」


　つかつかと玄げん関かんへ向かって歩いていくエリ子の姿すがたに、直樹は諦あきらめたように息を吐き出した。





　そして……





　通された応おう接せつ間まのソファーに、直樹とエリ子は腰をかけていた。


　豪ごう華かな調ちよう度ど品ひんが置かれた応接間だった。


　目の前には、ネグリジェにガウンを羽は織おった紅華の姿があった。


　神楽紅華。直樹達たちが通う治水高校の三年で生徒会長だ。天てん然ねんのウエーブのかかった髪かみが自じ慢まんの、ゴージャスな美び少女だ。


「エリ子こちゃんはともかく、こんな時間に女の子の家を訪たずねるなんて、デリカシーがありませんわね。高たか村むらクン」


　直なお樹きの予想通どおりに、紅べに華かは言い放った。


「それに、何ですの？　その汚よごれた服は。せめてもう少し小こ奇ぎ麗れいにしてから来てくれませんと、我わが家が汚れてしまいますわ」


　的てき中ちゆう率りつは１００パーセントに達した。


　メイドの女性が運んできたホットミルクに軽く口をつけてから、紅華は話し出した。


「それで、秋休やすみが始まったばかりのこんな時に、二人してわたくしの家に押しかけてくるなんて一体どういうことですの？」


　残念そうな顔つきで直樹を見つめる。


「高村クン一人でしたら、観かん念ねんしてわたくしに血を吸われに来たのだと喜ぶところですけど、そうでもなさそうですし」


（今後未み来らい永えい劫ごう、僕は一人ではこの屋や敷しきには来ないぞ。来ないったら来ないからな！）


　強い決意を固めている直樹のお隣となりで、エリ子が口を開く。


「どうしても、神楽かぐらセンパイに聞きたいことがあったからなんです」


　身を乗り出し、単たん刀とう直ちよく入にゆうにエリ子は切り出した。


「エリが、この村の住人になった時のことを」


「そうね、エリ子ちゃんは記き憶おく喪そう失しつになってるのよね。でも、もう何度も聞いてることだと思うわ」


　そう前置きして、紅華は続ける。


「今から二十年ぐらい前かしら。鳩はと羽ばさんが、あなたを村の外から引き取ったのよ。そして、あなたはこの村の住人になった。季き代よ実みさんと同じよ」


「いいえ、それは違うはずです」


　エリ子が強く首を振る。


「エリは、川かわ澄すみセンパイと同じように引き取られたんじゃないはずなんです。これを見てください！」


　車の中で見つけた学生証しようを紅華の前に突き出す。それを受け取って目を落とした紅華は、途と端たんに表情を険けわしくさせた。


「エリ子ちゃん……これをどこで手に入れたの？」


「栗くり殻から峠とうげの崖がけの下の林です。そこにあった潰つぶれた車の中にあったんです」


「あの車、ずっとそのままになってましたのね」


　困ったものだと紅華は首を横に振る。


「お願いします、神楽センパイ。教えてください。エリはどうやってこの村に来たんですか？　どうして吸きゆう血けつ鬼きになったんですか？　どうしてエリの学生証があの車の中にあったんですか？　どうしてエリはあの車を知ってるんですか？」


　真しん剣けんな瞳ひとみを、エリ子こは紅べに華かに向ける。


　難むずかしい顔をして押し黙だまっている紅華を見て、直なお樹きも一応援えん護ごした。


「あの、会長。無む関係な僕が言うことじゃないと思うんですけど、何か知ってたらエリ子ちゃんに教えてあげてくれませんか？　昔のことが分からないっていうのは、やっぱり不安だと思うんです」


　余よ計けいなことを言った直樹をにらみ付けてから、紅華は諦あきらめたように大きく息を吐き出した。


「分かりましたわ。わたくしの知っている範はん囲いでなら、お話ししましょう」


　長い足を組み、ソファーの背もたれに背中を預ける。


「今から二十年程ほど前まえ、ひどいどしゃぶりの日に、栗くり殻から峠とうげの方から激はげしい衝しよう突とつ音おんがしたのを何人かの村の住人が耳にしましたの」


　夜の吸きゆう血けつ鬼きの聴ちよう覚かくは、昼ひる間ま以上に研とぎ澄すまされる。だからこそ、どしゃぶりの雨の中、その音を聞き取れたのだろう。


「通つう報ほうがあり、すぐに村の消防団だんが駆かけつけました。そこで、ガードレールを突き破り落ちてしまった車を見つけましたの」


　話の流れから、その車が直樹達たちの見つけた車なのは明らかだった。


「車内には、三人の人間が乗っていたそうですわ。だけど、消防団が駆けつけた時には、運転席せきと助手席の人間はすでに亡なくなっていた。後部座ざ席せきにいた女の子だけはかろうじて息があったけれど、彼女もまた大おお怪け我がをおって、長くはもちそうになかった。彼女を助ける方法は、一つだけ。嚙かみ付いて吸血鬼にするっていう方法しかありませんでしたわ」


　紅華は補ほ足そくの説明を付け加える。


「まだ息がある間なら、吸血鬼にすることができますの。そして吸血鬼になったら、怪我なんてたちどころに治りますのよ」


　基本的に嚙まれた時の姿すがたを維い持じし続けるのが吸血鬼の特とく徴ちようだ。それでも、怪我なんかは例れい外がいらしい。


「村の掟おきてでは、それは許されないことでしたわ。だけど、その方はあなたを助けることを優ゆう先せんした。その後、非ひ難なんもされたけれど、あなたを引き取るということで決けつ着ちやくがつきましたの」


「つまり、その時に助けられたのがエリ子ちゃんで、助けた消防団の人ってのが、エリ子ちゃんのお父とうさんだってことなんですか？」


　直樹の質問に、紅華は瞳を閉じ静かに頷うなずいた。


「そういうことになりますわ」


　エリ子があの車に見覚えがある訳わけや、学生証しようが車の中にあった訳が分かった。車に入ろうとした時に見せた拒きよ絶ぜつ反応は事故の恐きよう怖ふがあったからだろう。


　記き憶おく喪そう失しつになってしまったのもその事故の影えい響きようかもしれなかった。


「あなたが記き憶おくを失っていると知って、村では事故のことは秘ひ密みつにするように決めたのですわ。怖こわい思い出なら、無理をして思い出さなくてもいいだろうって。それに、吸きゆう血けつ鬼きになってしまったあなたはこの村で生きていくしかない。過去の記き憶おくはむしろない方が好こう都つ合ごうじゃないかって」


「そうだったんですか」


　静かに息を吐き出すエリ子こに、紅べに華かは言った。


「エリ子ちゃん、あなたを吸血鬼にした鳩はと羽ばさんを恨うらんだりしてはいけませんわよ。村の掟おきてに反してまで、あなたを助けたんですから」


「もちろんです」


　エリ子はこっくりと頷うなずいた。


「エリは、お父とうさんのことを恨んだりしません。エリのこと助けてくれたんだもん」


「そう、良かったわ」


　紅華は静かに微笑ほほえんだ。


「さあ、話は終わりですわ。わたくし、そろそろ眠らなければなりませんの。夜よ更ふかしはお肌はだの天てん敵てきですもの」


　紅華が、実に吸血鬼らしくないことを口にする。


「ありがとうございました。神楽かぐらセンパイ」


　立ち上がり深く頭を下げてから、エリ子は思い出したように尋たずねる。


「あ、神楽センパイ。最後にもう一つだけ教えてもらっていいですか？」


「何かしら？」


「エリの本当のお父さんとお母かあさんのことです。お墓はかはどこにあるんですか？」


「え!?」


　紅華がキョトンとした顔をする。


「車に乗ってたんですよね？」


　少しだけ沈ちん黙もくしてから、紅華は「ああ」と声をあげる。


「わたくし言い忘れてました。それでは誤ご解かいして当然ですわね。車の運転席せきと助手席に乗っていたのは、エリ子ちゃんのお父さんとお母さんではありませんの。二人とも男の人だったそうですわ。年ねん齢れいから考えても、どちらもエリ子ちゃんのお父さんではないと聞いてますわ」


「えっ!?」


　今度はエリ子がキョトンとしてしまう。


「それじゃ、その人達たちは一体誰だれだったんですか？」


「それが、分かりませんの」


　紅華が首を横に振った。


「鳩羽さんは、エリ子ちゃんを引き取る決けつ断だんをする前、あなたの家族を探そうとしましたわ。記き憶おくを失ってしまっているとは言っても、家族と引き離すのは可哀相かわいそうそうだと言って。時と場合によっては、家族ごとこの村の住人になってもらうということも考えていたんでしょうね。だけど、車の中からは、あなたの身み元もとが判はん明めいするような物は何も見つからなかったそうですの。運転席せきと助手席にいた男の人も同じだったそうですわ」


　エリ子こが手に握り締めた学生証しように目を向ける。


「その学生証が見つかっていれば、話は変わったのかもしれませんけどね」


　紅べに華かの言葉に、エリ子は悲しそうに目を伏せた。


「………失礼します」


　静かに頭を下げると、応おう接せつ間まを出て行く。


「ああ、エリ子ちゃん！」


　追いかけようとする直なお樹きを、紅華が呼び止める。


「高たか村むらクン。エリ子ちゃんのこと、お願いしますわよ」


「は、はい」


　何だかよく分からないけれどとりあえず返事をしてから、直樹はエリ子の後を追った。








　紅華の家を出たエリ子と直樹は、無む言ごんのまま夜の山道を歩いていた。


　エリ子に引きずられてここまで来る途と中ちゆう、懐かい中ちゆう電でん灯とうは落としてしまっていたけれど、月明かりが差し込んできて、かろうじて転ばずに歩くことができる。


「もし、二十年前にこの学生証が見つかってたら、どうなってたんでしょうね」


　エリ子がポツリと呟つぶやいた。


「エリの本当のお父とうさんとお母かあさんも、吸きゆう血けつ鬼きになってこの村で暮らしてたのかな？　もしかしたら兄弟とか姉妹もいたのかもしれませんね」


　直樹の返事も待たず、エリ子は続ける。


「分かってるんです。今となってはどうしようもないってことは。もうあれから二十年もたっちゃってるんです。エリ子はその頃のままの姿すがただし、探して会ったとしたって……」


　エリ子はそこで口を閉じた。


「でも、やっぱり知りたいです」


　消え入りそうな声で呟く。


「どんな人達たちなのか？　エリがいなくなってどうしてるのか」


　彼女には似に合あわない、悲しそうな表情だった。


（気になるんだろうな。エリ子ちゃん）


　今の家族に決して不満があるわけじゃないだろう。だけど、本当の家族のことも知りたくなるのは仕方のないことだと直樹は思った。


　エリ子この言うとおり、会ってどうにかなることじゃない。むしろ、決して会ってはならないだろう。二十年前から姿すがたの変わらないエリ子が受け入れられるはずがないし、それは村の秘ひ密みつを暴ばく露ろする危険をはらんでいる。


（第一、東京には呪のろいの雲なんてないんだ。エリ子ちゃんが探しに行くなんてどだい無理な話だよ。エリ子ちゃんだけじゃない。この村の住人全ぜん員いんが無理なんだ）


　そこで直なお樹きはちょっとだけ思い当たってしまった。


　呪いの雲なんかなくたって平へい気きで東京を歩き回れる人物が、村にいるってことを。


　言うまでもなく、高たか村むら直樹本ほん人にんだ。


　それがエリ子にとっていいことなのかは分からないけれど、このままでは彼女はずっと悩み続けるだろう。


　気がつくと、直樹は口を開いていた。


「僕、行ってこようか？」


「えっ!?」


　エリ子が驚おどろいたような顔になる。


「僕が、東京に行って調べてこようか？　ほら、僕はもともと東京に住んでたから、迷うこともないだろうしさ」


「高村センパイ！」


　エリ子は感動の顔つきで直樹の手を握り締めた。


「ありがとうございます！」
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　翌よく日じつは、冬を間ま近ぢかに感じさせる肌はだ寒さむい陽よう気きだった。


「ううう、肌寒い」


　秋用ようのジャンバーをはおった直樹は、ベンチに腰をかけ体を縮こませる。


　時刻は早朝の午前六時、ちなみに場所は、治ち水すい村の隣となり町まち、飯いい畑はた市し、駅のホームだ。


　ここまで来るのは大変だった。治水村から隣町へ出る路ろ線せんバスは、悲しくなるぐらい本数が少ない。しかも、昼間は利用する人も少ないから、始し発はつでも午前十時ぐらいまで待たなくちゃならなくなる。


　東京行きのことを考えるとさすがにそこまで待てないから、朝あさ四時起おきで、自転車をちゃりちゃり漕こいでここまでやって来たのだった。


　いくつか電車を乗り継がなければならないけれど、半はん日にちもあれば何とか東京にたどり着けるだろう。


（東京までの電車賃ちん、けっこうな出しゆつ費ぴだけど仕方ないよな）


　財さい布ふを覗のぞき込み、ため息を吐き出している時だ。駅のホームをこちらに向かって歩いてくる人ひと影かげが見えた。


　厚あつ手でのコートを着込み、首にはマフラー手には冬用の厚い手て袋ぶくろをしっかりとはめていた。


　毛け糸いとのニット帽ぼうを深くかぶり、大きなサングラスとマスクで顔をカバーしている。


　まず銀行には入れない出で立ちだろう。うっかりコンビニに入ったらカラーボールをぶつけられる可能性もある。


　困ったことにその人物の矛ほこ先さきは直なお樹きのようだ。


（まさか……強ごう盗とう？　この乏しい財布の中身を狙ねらうつもりなのか？）


　全身を硬こう直ちよくさせる直樹の眼めの前までやって来たその人物は、見た目からは想そう像ぞうもできないような可愛かわいらしい声で言った。


「おはようございます。高たか村むらセンパイ」


　その声やコロコロと弾はずむような口く調ちようには聞き覚えがある。


「えっ!?　エリ子こちゃん!?」


「正せい解かいです」


　サングラスを持ち上げ、マスクを引っ張ってみせる。その下には、いつものエリ子の顔があった。


「どうしてまたそんな重じゆう装そう備びを？」


「決まってるじゃないですか。こうでもしなくちゃエリ、日焼けしちゃいますもの」


　吸きゆう血けつ鬼きは日光に非常に弱い。こうやって全身を覆おおっていなければ命に関わるのだ。


「何もそんなことまでして見送りに来てくれなくてもいいのに……」


　そう呟つぶやく直樹に、エリ子はプルプルと首を横に振る。


「違います。エリは見送りに来たんじゃありません。一いつ緒しよに行くために来たんです」


「一緒に行くためにって……東京にか？」


「他にどこかありますか？」


　逆に聞き返される。


「駄だ目めだよエリ子ちゃん。東京は遠いんだよ。片かた道みちだけで半はん日にち近くかかるんだ。もしかしたら泊まりになるかもしれないんだ。東京で何かあったら大変だよ。僕がちゃんと調べてくるから、エリ子ちゃんは村に」


　説せつ得とくしようとする直樹だけど、エリ子は頑かたくなに拒こばんだ。


「ちゃんとこうやって日焼け対策してきました。日焼けクリームだって塗ってます。遅くなっても大だい丈じよう夫ぶなように家族には友達の家に泊まるって言ってきました。もちろん、エリのご飯だってちゃんと持ってきてます！」


　小こ脇わきに抱えたバッグを開くと、村の牛乳瓶びんが何本も入っている。


「だから高村センパイ、お願いです。一緒に連れてってください！」


　エリ子こがまっすぐな瞳ひとみで直なお樹きを見つめる。


　女の子のそんな瞳を前に、つっぱねられるほど直樹の精神は強くはなかったのだった。
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　いくつも電車を乗り換えながら一いち路ろ東京を目指す。不ふ慣なれで乗り換えに失敗しそうになったり、二人そろって居い眠ねむりして乗換駅えきを通り過ぎ引き返したりといたハプニングも起こったけれど、それでも何とか東京駅へと到着する。


　ここまで来ればもう直樹は迷うことはない。半年前まえまではずっと暮らしていたのだから、都内の電車にだって慣れている。


　山やま手のて線せんを利用し、お目当ての女子高のある駅へと向かう。駅前の案内図ずで確かく認にんしに歩くこと十数分。


　ついに目的地、青せい蘭らん文化女子高こう等とう学校前へと到着した。


「やっと、着いたか」


　直樹が、少々お疲れな息を吐き出す。


　現げん在ざい午後の三時過すぎ。朝家いえを出た時から数えると十時間以上にも及ぶ大だい移動だったのだ。さすがに疲れて当然だろう。


　しみじみと目もく的てき地ち到着の喜びを嚙かみ締めてから、直樹は改めて目の前の建物へと目を向けた。


　都内有ゆう数すうの歴史あるお嬢じよう様さま高校ということで、建物もまた立りつ派ぱだった。一部改かい築ちくされた部分があるものの、ほとんどは年代を感じさせる昔のままの建物。だけど古ふる臭くさいといた感覚は受けない。むしろ、重じゆう厚こうな重みがあると言えよう。


「ここが、エリが通ってた学校なんですね」


　学校の名前が刻まれた大きな石の門に手を触ふれる。


「懐なつかしい気がします。まだ、詳しくは思い出せないんですけど」


「いいよ、無理しなくても。それじゃ、中に入って話を聞いてみよう。こういった私立の名めい門もん高校は先生の移動も少ないって聞いたから、二十年前のことを知ってる古ふる株かぶの先生もいるかもしれないぞ」


　開かれた校門から直樹は足を踏み入れる。その後ろをエリ子もついてきた。


「受付とか事務所とか、どこにあるんだろ？」


　歩きながらキョロキョロと首を動かし敷しき地ち内の案内板ばんを探してる時だった。


　目の前に、大おお柄がらな警けい備び員いんが姿すがたを現す。しかも二人もだ。


「ここは関係者以い外がい立ち入り禁止だぞ」


　有う無むを言わせぬ口く調ちようだ。


「あ、別に怪あやしい者じゃないんです！」


　そう弁べん解かいする直なお樹きだけど、ふと気が付く。


（待てよ、エリ子こちゃんの格かつ好こうがアレなんだし、怪あやしい者じゃないって言ったって説せつ得とく力ないよなあ）


　事実、説得力はなかった。


「とにかく警けい備び室の方へ来てもらおうか」


　太い腕が伸ばされる。直樹のことを痴ち漢かんか盗とう撮さつ魔まとでも誤ご解かいしているのか容よう赦しやってのがない。


「本当に違うんですって、昔からこの学校にいる先生にちょっと話が聞きたかっただけなんですって」


　必死に訴える直樹は、あっさりと警備員に組み伏せられてしまった。


「あだだだだだ！」


「高たか村むらセンパイに何するんですか！」


　エリ子が叫ぶと、警備員を突き飛ばした。直樹を助けようと必死で力の加か減げんができなかったのだろう。


「ぐわっ！」


　大おお柄がらな警備員が、まるで藁わら人形のように吹っ飛ばされる。


「あっ、やっちゃった」


　しまったと声をあげるエリ子だけど、もう遅かった。残った警備員が応援を呼ぶ叫び声が響ひびく。


（吸きゆう血けつ鬼きって秘ひ密みつを抱えてるんだ！　いろいろと調べられるのはマズい！）


　立ち上がった直樹は、エリ子の腕を摑つかんだ。


「エリ子ちゃん、逃げよう！」


「は、はい！」


　二人は、校舎の建物に沿うように走り出した。


　そのまま裏うら手ての薄うす暗ぐらい茂みへと飛び込み身を隠かくす。


「いたか？」


「いや、こっちにはいないぞ」


「警察にも一応連れん絡らくしといた方が良くないか？」


「いや、もう少し探してからにしよう」


　数人の警備員達たちの声も聞こえたけど、それも遠ざかっていった。


「とりあえず、急きゆう場ばはしのげたようだぞ」


　直樹がホッと安あん堵どの息を吐き出した。


「すみません、高村センパイ。エリのせいでこんなことになっちゃって」


　肩を落としてションボリしているエリ子に、直樹は軽く笑って見せた。


「気にしなくてもいいよ。むしろ、僕が感謝しなくちゃな。あの、人の話を聞かない警備員から僕を助けてくれたんだから」


「高たか村むらセンパイ……ありがとうございます」


　エリ子こが直なお樹きを見つめた。サングラス越しでも直樹は何だかドキマギしてしまう。


「と、とにかく、ほとぼりが冷めるまで少しここで休んでいよう。エリ子ちゃんも適当にくつろいでればいいよ」


「そうですね」


　エリ子は静かにサングラスとマスクを外した。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫ですよ。ここは日ひ陰かげですから」


　最後に帽ぼう子しも脱いだエリ子は、大きく息を吐き出した。


「ずっと窮きゆう屈くつでした。これでやっと一ひと息いきつけます」


　それから、笑顔を直樹へと向ける。


「高村センパイは、本当に優しい方ですよね。みんなに慕したわれる訳わけですね」


「そんなに僕、慕われてるかな？」


「慕われてますよ。神楽かぐらセンパイにも沢さわ田だセンパイにも、利と根ね崎ざきセンパイにも、川かわ澄すみセンパイにだって」


　みんな、関係者の方々だったもんだから、直樹はちょっとゲンナリしてしまう。


「それは、僕がおいしい血の詰つまった人間だからだよ」


　力なくそう呟つぶやく直樹に、エリ子は首を振った。


「違いますよ。みんなそれだけじゃないはずですよ。人間だからとか関係なく高村センパイを気に入ってるんです。これはエリの勘かんなんですけど、利根崎センパイなんか間違いなくアレですよ」


　ニヤニヤしながら言う。


「アレって何なんだ？」


「だから、アレですよ。分からないなんて高村センパイも鈍どん感かんですよね」


　エリ子はキャーって笑った。もちろん直樹にはチンプンカンプンのままだ。


　だけど、楽し気な会話もそれまでだった。エリ子が表情を強こわ張ばらせる。


「高村センパイ、警けい備び員の人達たちがもう一度こっちを調べようって話してます」


　吸きゆう血けつ鬼きの耳は鋭い。直樹には聞えないような声まで聞いてしまう。


「少し移動しましょう」


「そうだな」


　茂みを出ると、校舎の壁かべ沿ぞいにソロリソロリと進んでいた時だった。


　エリ子が唐とう突とつに足を止める。


「あ……」


　校舎を覗のぞき込むようにして、瞳ひとみを大きくしている。


「どうかしたのか？」


　窓ガラスに顔を近づけると、白い石せつ膏こう像ぞうがいくつも並んでいるのが見えた。どうやら美術室のようだ。


　薄うす暗ぐらく、生徒の姿すがたはない。


「エリ子こちゃん。止まってないで向こうの建物の陰まで行った方が……ちょっとエリ子ちゃん！」


　直なお樹きは驚おどろいた声を上げる。いきなりエリ子が窓に手をかけると、横に開いたのだ。


　さらに、そのままピョンと飛び上がって美術室の中へと入っていってしまったのだ。


「ちょ、エリ子ちゃん！」


　近ちか寄よってくる警けい備び員の声を直樹も聞いた。こうなったら仕方ないと、直樹もエリ子と同じように美術室の中に飛びこむと、急いで窓を閉める。


　身をかがめて息を殺していると、警備員が外を通り過ぎていく音が聞こえた。


「危なかった」


　嫌いやな汗あせを拭ぬぐってから、直樹はエリ子に顔を向ける。


「ちょっと、エリ子ちゃんってば」


　エリ子は、無む言ごんで美術室の中央に立っていた。


「高たか村むらセンパイ、エリ、ここを知ってます」


　エリ子の口から、そんな声が漏もれる。


「エリ、昔ここで絵を描いてました。間違いありません」


「思い出したんだ」


「はい、真ん中に石膏像を置いて、みんなで絵を描くんです。なかなか納なつ得とくがいくのが描けなくて、何度も描き直してました。だから、気がつくと夜になっちゃったりして……」


　少しずつ、記き憶おくの扉とびらが開いているようだ。


「エリは、美術部だったんです。それで……」


　一生懸けん命めいに思い出そうとするも、扉が開くのはそこまでだったようだ。


「駄だ目めです。それ以上は思い出せません」


　がっくりと首を落とすエリ子に、直樹は優しく言った。


「それだけ思い出しただけでも大したもんじゃないか。東京まで来た甲か斐いがあったよ」


　と、その時だった。いきなり美術室の扉が開き、人ひと影かげが入ってくる。


「誰だれ？　今は授業中のはずよ」


　逃げる間もなく、明かりがつけられる。


　入ってきたのは、四十代半なかばぐらいの女性教きよう師しだった。


　直樹を見て、目を吊つり上げる。


「あなた、どこから入ったの!?」


　すぐにでも警けい備び員を呼ばれかねない状況だ。


「マズい！　エリ子こちゃん！」


「はい！」


　慌あわてて窓から逃げ出そうとする二人に、女性教きよう師しが鋭い声を上げる。


「ちょっと待って！」


　女性教師は、信じられないって表情でその名前を口にした。


「あかり…さん…？」


　車の中で見つけた学生証しように書かれていた名前だ。


「えっ？」


　振り向くエリ子の顔を見つめ、女性教師は確信を込めて叫んだ。


「やっぱり、あなた、星ほし野のあかりさんじゃない！」


　だけど、そこで女性教師はハッとする。ありえないとでも言うかのように、ゆっくりと首を振った。


「私、何を言ってるのかしら？　あかりさんであるはずがないじゃない。もう二十年もたってるんだから」


「エリのこと、知ってるんですか!?」


　驚おどろいて尋たずねるエリ子に、女性教師は不ふ可か解かいそうな顔をする。


「エリ？」


　どうやらこの女性教師は人間だった頃のエリ子、星野あかりのことを知っているようだ。


　だけどさすがに、二十年前と外がい見けんの変わらないエリ子の姿すがたを見て、同どう一いつ人物とは思わないだろう。


「えっと、何て言ったらいいのかな？」


　しばし悩んでから、エリ子は直樹に顔を向けた。


「高たか村むらセンパイ、見つけた学生証しようを」


「え、ああ」


　本来なら一人で来る予定だったから、件くだんの学生証は預かっていた。


　直樹は財さい布ふから学生証を引っ張り出すと、エリ子に手渡す。


　受け取ったエリ子は、それを女性教師へと突きつけた。


「この人のこと、知ってるんですか？」


「あかりさんの学生証！」


　女性教師が目を大きくする。


「もしかして、あかりさんの娘さんなの？」


　誤ご解かいするのも当然だろう。


　どうしようといった顔つきでエリ子こが直なお樹きを見る。


　直樹は軽く頷うなずいて見せた。


　意い図とは察したのだろう。エリ子は女性教きよう師しに顔を向けると、小さな声で言った。


「そうです。その人は、エリの、お母かあさんです」


「やっぱりそうなのね。だって、こんなにそっくりだもの」


　学生証しようの写真とエリ子の顔を見み比くらべ、女性教師は何度も頷うなずいた。


「でも、あかりさんに娘さんがいるなんて。つまり、無ぶ事じだったってことなのね。本当に良かったわ」


「無事だった？」


　聞き返すエリ子に、女性教師が怪け訝げんそうな顔をする。


「あなた、お母さんに何も聞いていないの？　事件のこと」


　物ぶつ騒そうな言葉が出たもんだった。


「事件って何ですか？」


　尋たずねられ、女性教師が、しまったって顔をする。


「もしかして、余よ計けいなことを言ってしまったかしら？」


「お願いします！　教えてください」


　エリ子が何度も頭を下げるのを見て、女性教師はふうと息を吐き出した。


「私が話さなくても、少し調べれば分かることだものね。実は、あなたのお母さん、星ほし野のあかりさんは、この学校の一年生、ちょうどあなたぐらいの時に、誘ゆう拐かい事件に巻き込まれてしまったのよ。身みの代しろ金きんは払われたけれど、結局あかりさんは帰ってこなかったって聞いているわ」


　衝しよう撃げきの事実だった。


「エリは……ううん。お母さんは、誘拐されちゃったんですか？」


「ええ、大おお騒さわぎになったからよく覚えているわ。警察も必死の捜そう査さをしたけれど、ついに手がかりは見つからなかったそうよ」


　少々青ざめた顔で、エリ子は唇くちびるを引き結んでいる。


「でも、あなたがいるってことは無ぶ事じに助けられたってことなのね。どうしてこれまで学校に知らされなかったのか不ふ思し議ぎだけれど」


　嬉うれしそうに、女性教師が目を細める。


「それで、あかりさんは元気？　家に戻って来てるのよね？」


　エリ子は答えなかった。青ざめた表情で立ち尽くしている。


「すみません、実はちょっと事情があって。彼女はお母さんのことを詳しく知らないんです」


　エリ子に代わり、直樹が口を開いた。


「彼女のお母さん、星野あかりさんの家の住所、もし知っていたら教えてもらえませんか？」
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「つまり、こういうことだったんですね」


　口くち数かずの少なかったエリ子こが、ゆっくりと喋しやべり出す。


「エリと一いつ緒しよに車の中にいた男の人達たちは、誘ゆう拐かい犯はんだったんですね。エリは吸きゆう血けつ鬼きになって記き憶おくもなくなっちゃってたから、家に帰れなかった。エリ……星ほし野のあかりは、二十年間ずっと行方ゆくえが分からなくなっているってことなんですね」


「怖こわい思い出があるから、あの車を見て普通じゃいられなくなったんだな。どうしても中に入れなかったのもそのせいだよ」


　隣となりを歩く直なお樹きが納なつ得とくしたとばかしに頷うなずく。


　青せい蘭らん文化女子高こう等とう学校前まえのある町から、電車で三十分程ほどかかる場所にある、高級住じゆう宅たく街がいだった。


　周りには、大きな屋や敷しきがいくつも並んでいる。そこらへんの建たて売うり住宅とは明らかにケタが違うって建物ばかりだ。


　女性教きよう師しが、学校に残された古い名めい簿ぼを調べて星ほし野のあかりの住所を調べてくれたのだ。


『二十年も前の資し料りようだから、今もあかりさんのご家族がそこに暮らしているかは分からないけど……』


　丁てい寧ねいにインターネットで地図まで打ち出して、女性教師は直樹に渡してくれた。


　その地図を片手に、ここまでやって来たのだった。


　時刻はもう午後の五時を回っていた。すでに空は薄うす暗ぐらくなり始めている。


　ニット帽ぼうやサングラス、マスクで再び完全防ぼう備びしているエリ子だけれど、もうしばらくたてばそれも必要なくなるだろう。


　地図を頼りに歩くことしばらく。直樹は足を止める。


「この辺りのはずだけど」


　すぐに目め星ぼしはついた。通りの角になっている部分に立つ一いつ軒けんの屋敷だ。お洒落しやれな石造りの屋敷で、かなりの大きさだった。


「エリの家って、お金持ちだったんですね」


　人ひと事ごとのようにエリ子が呟つぶやく。


　直樹は素早く門をチェックした。『星野』と刻まれた表ひよう札さつを見つける。


「表札変かわってないみたいだし、引ひっ越こしてるってことはなさそうだけど……」


　直樹はエリ子へと顔を向ける。


「ここまで来ておいてこんなこと聞くのもあれだけど………これからどうする？　本当の家族に、会っていく？」


「………」


　エリ子こは押し黙だまった。それが本当にいいことなのかどうか、エリ子自身も迷っているのだろう。


　と、その時だった。


　バウ！　バウ！　バウ！


　そんな鳴き声と共に、直なお樹きのズボンがガリガリと引っかかれる。見ると、一匹ぴきの犬が直樹の足にじゃれついていた。


　愛らしい不ぶ細さい工くさが満まん載さいのフレンチブルドッグだ。目の上の黒い模も様ようが、まるで旅館で出されるおかずノリのようだ。


「おっ、どうした？」


　基本的に犬好きなもんだから、しゃがみ込みぐりぐりと頭を撫なでる。自宅にいるマロのことを思い浮かべた。


（広告の裏にちゃんと書いてきたけど、父とうさん、ちゃんとマロに牛乳あげてるかな？　忘れると、嚙かみ付かれかねないから心配なんだよ）


「ちょっとノリちゃん！　駄だ目めでしょ!?」


　年ねん配ぱいの小こ柄がらなおばちゃんが小こ走ばしりに駆かけてくると、引きずられていたリードを摑つかむ。


「お兄にいさんごめんね～。ズボン汚よごれちゃったでしょう？」


　服装から見てこの辺りに暮らすマダムのようだけど、何だか気さくな雰ふん囲い気きだ。


「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ。もともと汚きたないズボンだし。うちの犬にも齧かじられたりしてて」


「あら、お兄さんも犬を？」


「何だかよく分からない雑ざつ種しゆ犬けんですけどね。目の上に丸い眉まゆ毛げみたいな模様があるから、マロって名前です」


「うちは見てのとおりこんな模様でしょ？　だから名前はノリってつけてるの」


　同じ眉毛犬けんを飼う者として、直樹とおばちゃんの間に、ちょっとした連れん帯たい感かんが生まれた瞬しゆん間かんだった。


　おばちゃんはチラリと屋や敷しきを見た。


「星ほし野のさんに御ご用よう？」


「え、ええまあ」


　曖あい昧まいに頷うなずく。


「ここの方も気の毒なのよ。あんな事件があったから」


「事件って、もしかして誘ゆう拐かい事件ですか？」


「若いのによく知ってるわね。もう二十年ぐらい前の話よ」


　おばちゃんが驚おどろいた顔をする。


「あ、あの、お父とうさんとお母かあさんは……ううん、その誘拐された女の子のお父さんとお母さんは、元気にしてるんですか？」


　割って入ったエリ子こがそう質問すると、おばちゃんが首を横に振る。


「ご両親は、もう亡なくなってるわ。事件の起こる一年も前に」


「えっ!?」


　エリ子が驚おどろきの声をあげる。


「あの、詳しく教えてもらってもいいですか？」


　同じ眉まゆ毛げ犬けんを飼う者としての連れん帯たい感かんもあったし、元もと々もと話し好きだったのだろう。おばちゃんは少しだけ声を潜ひそめると説明してくれた。


「もともと、ここはご夫婦が暮らしてたのよ。だけど、娘さんが中学生の時に、ご夫婦が事故でお亡くなりになってね。それで、旦だん那なさんの弟さんが娘さんの後こう見けん人にんになってこの家で暮らすことになった。だけどそれから一年もしない間にあの誘ゆう拐かい事件でしょ？」


　おばちゃんが顔をしかめる。


「弟さんは犯人に言われるままに身みの代しろ金きんを用意したけれど、結局、誘拐された娘さんは帰ってこなかったのよ。弟さんは心しん労ろうでゲッソリとやつれてしまってね。それからずっと、ほとんど屋や敷しきに閉じこもってしまっているの。ショックから立ち直れないでいるのね。きっと」


「それじゃ、今この家に暮らしてるのは？」


「その弟さんだけよ。もう五十を過ぎてるはずだけど、ずっと独どく身しんみたいだから。あ、いけない。夕食の支度したくがあるんだったわ」


　それじゃあと言うと、おばちゃんは眉毛犬を連れて去っていく。


「ここには、エリのおじさんが一人で暮らしてるんですね。それで、おじさんはエリが誘拐されて行方ゆくえ不明になったことで、ずっと立ち直れないでいるんですね」


　エリ子がうなだれる。


「エリ子ちゃんのせいじゃないよ。記き憶おく喪そう失しつになっちゃってて仕方なかったんだから。それに、一番悪わるいのはエリ子ちゃんを誘拐した犯人なんだよ」


「それは分かってます。だけど……」


　エリ子は静かに目を閉じた。少しだけ考えてから、何かを決意した様よう子すで力強く頷うなずいた。


「エリ、おじさんに会います。エリの顔を見せて、お母かあさんは元気にしてますって話します。そうすれば、おじさんも立ち直ってくれると思うんです」


　村の掟おきてを考えれば、褒ほめられるべき行動じゃないのは明らかだ。だけど、例え非ひがないとは言え自分のせいで苦しんでいる人がいるというのが耐えられなかったのだろう。


　しかも、それが血の繫つながった肉にく親しんなのだから。


　エリ子の気持ちが分かった直樹は、反対しようともせず頷うなずいた。


　そして、門のインターホンへと指を伸ばす。


　何度も根気よく押し続けることしばらく、疲れきった男の声が聞こえてくる。


『何か御ご用ようですか？』


「すみません、実は、大切な話があって来ました」


　ゴクリと唾つばを飲み込むと、直なお樹きはその名前を口にした。


「星ほし野のあかりさんのことです」


　インターフォン越しに、男が驚おどろいて息を呑む音が聞こえた。


『あかり、姪めいがどうしたと言うんだ!?　もう二十年も行方ゆくえ不明なんだぞ!?』


　声が荒げられる。


「落ち着いてください。あかりさんは、元気に生きているんです。今ここに……」


　エリ子こをチラリと見る。


「あかりさんの、娘が一いつ緒しよにいるんです」
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　通された応おう接せつ間まには、段だんボール箱が散さん乱らんしていた。家具には埃ほこりが厚く重なっている。


　空のウイスキーの瓶びんなども転がっていて、住人の退たい廃はいした生活ぶりが窺うかがえた。


「星野幹みき久ひさだ。あかりの叔お父じにあたる」


　そう自己紹しよう介かいしたのは、背の高い瘦やせた男だった。五十過すぎと聞いていたが、こけた頰ほおや真まっ白しろくなった髪かみの毛を見るとそれ以上にも見える。


「言っておくが、俺はまだ何も信じていないよ。お前達たちのような手合いは昔はよくやって来たからな。あかりの消しよう息そくを知っている。あかりの手がかりを持っている。そう言って金をせしめようとする連れん中ちゆうだ」


　吐き捨てるように言う。


「さあ、何かあかりの娘だという証しよう拠こでもあるのか？　あったら見せてもらおう」


　高こう圧あつ的な態度でそう言い放つ。


「証拠……ですね」


　直樹はエリ子に顔を向けた。こっくりと頷うなずいたエリ子は、かぶってた帽ぼう子しを脱ぐ。さらに、サングラスとマスクも。


　現れたエリ子の顔に、幹久は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。まるで幽ゆう霊れいでも見たかのような驚きの顔だ。


「あかり!?」


　ソファーから反そり立だちになりエリ子の顔を眺ながめてから、力尽つきたように再びソファーに腰を下ろした。


「信じられない、あの頃のあかりと瓜うり二ふたつじゃないか。俺は夢でも見ているのか？」


　当然だろう。だってエリ子は星野あかり本人なのだから。


　顔面蒼そう白はくの幹みき久ひさに、エリ子こが説明する。


「エリ……じゃなくって、お母かあさんを誘ゆう拐かいした犯人の車が事故を起こしたんです。それで、お母さんはその村の人に助けられたんです。そこでエリは生まれました。ただ、ずっとお母さんは記き憶おく喪そう失しつで、本当の名前も、この家のことだって忘れていたんです。最近になって、昔の学生証しようが見つかって……それをたどってここまで来たんです」


　あかりがエリ子本人だって部分を抜かせば、ほとんど本当のことだから淀よどみなく話せる。


「あかりは、今も記憶喪失のままなのか？」


「はい、そうです」


「そう…か…」


　幹久の顔に、一いつ瞬しゆん安あん堵どの表情が浮かぶ。


「そうだったのか」


　深く息を吐き出している幹久に、エリ子が尋たずねた。


「あの、お母さんの使っていた部屋を見せてもらっていいですか？」


「えっ、ああ。もちろんかまわないよ」


　幹久が立ち上がる。


「こっちだよ」


　応おう接せつ間まを出ると、廊下を進み重じゆう厚こうな階段を上っていく。二階の奥の部屋の扉とびらを開けた。


　物が散さん乱らんした部屋だった。もう何年も掃除していなかったのだろう。埃ほこりが分ぶ厚あつく重なっている。


「あかりの物はほとんど処しよ分ぶんしてしまっていてね。目にすると、どうにもつらいから」


　幹久が首を振る。


「いえ、いいんです。どんな部屋なのか見たかっただけですから」


「それならいいが。まあ、ゆっくり見るといい。お茶でも入れよう」


　幹久が出て行く。


　狭い部屋の中、直なお樹きとエリ子だけが残された。


「ここが、エリ子ちゃんの使ってた部屋なのか」


「そうですね」


　エリ子は、部屋の壁やベッドにそっと指を当てる。


「ここで、エリは生活してたんですね」


　ゆっくりと瞳ひとみを閉じる。しばし、ゆっくりと呼吸してから、エリ子は直樹に顔を向けた。


「さ、高たか村むらセンパイ。そこの窓から逃げ出しますよ」


「えっ！」


　驚おどろく直樹に、エリ子は言った。


「きっと叔お父じさんは村のことを聞いてくるはずです。でも、話せないじゃないですか。だから、さっさと逃げるんです。エリが……、ううん、星ほし野のあかりが無ぶ事じでいるってことは伝えられました。だからもう十分です」


　エリ子こは直なお樹きにペコリと頭を下げる。


「東京まで、来た甲か斐いがありました。高たか村むらセンパイ、ありがとうございました」


「いや、いいんだよ」


　照れくさそうに直樹は鼻の頭をポリポリと搔かいた。


「それじゃ、行きましょう」


　エリ子が窓へと向かう。前に大きな机が置いてあったから、その机の上に膝ひざで上がる。


　そこで、エリ子はんって顔をした。


「どうしたの？」


「壁と机の間に何か落ちてるんです。ノートみたいなものが」


　エリ子は目を細めた。


「何だか、見覚えがあるんです」


　机を降りたエリ子は、大きな机に手をかける。吸きゆう血けつ鬼きの力で、机は軽々と横にずらされた。


　手を差し込むと、埃ほこりだらけのノートをエリ子は引っ張り出した。


　それを開いたエリ子が、あっと声を上げる。


「これ、日記です。きっと、エリが昔むかし日記帳ちようとして使ってたんです」


　パラパラとページをめくる。


「毎日書かいてるわけじゃないみたいです。何かあった時だけ書いてたんですね」


「それ、持ってかえってもいいんじゃないかな？　紛まぎれもなくエリ子ちゃんの物なんだし」


「そうですよね」


　嬉うれしそうにページをめくっていたエリ子だったけど、不ふ意いに表情が強こわ張ばった。


「そんな、そんなのって……」


　かすれた声を漏もらす。


「どうしたんだ？」


　尋たずねる直樹に、エリ子は無む言ごんでノートを渡す。


　開かれたページに、直樹は目を落とした。





　５月11日


　お父とうさんとお母かあさんが死んで、家に叔お父じさんが来てからもう一年になる。だけど私は叔父さんが苦にが手てだ。何を考えているか分からないし、些さ細さいなことで怒おこって怒ど鳴なり散らすこともある。悪い人達たちとも付き合っているようだ。たった一人の親しん戚せきだってことは分かってる。だけど、やっぱり好きになれない。





　５月16日


　学校から帰ると、応おう接せつ間まで叔お父じさんが知らない人と話していた。また叔父さんの悪い付き合いの人だと思った。挨あい拶さつする気にもなれず応接間の前を通り過ぎようとしたら、男の人の声が聞こえてきた。「ブレーキに細さい工く」とか「口くち止どめ料」って言葉が聞こえてきた。私からお父とうさんとお母かあさんを奪うばった事故の原因は、ブレーキの故こ障しようだって警察の人が言っていた。こんなこと考えたくはないけれど、もしかしたらあれは叔父さんが仕し組くんだことなのかもしれない。





　５月20日


　珍めずらしく叔父さんが自分の部屋にカギをかけずに出かけていた。何か手がかりがあるかと思って、私は叔父さんの部屋に忍しのび込んだ。だけど、すぐに叔父さんが戻ってきてしまった。私がソファーの後ろに隠かくれていることに気付かず、おじさんは部屋の電話で話を始めた。相手はこの間の男の人のようだった。私の予想は正しかった。おじさんは電話の相手に言っていた。「兄あに貴きの車のブレーキに細工してもらったことは感謝してるさ。だけど、もう十分に金は払ったはずだ……」って、やっぱり、あの事故の原因は叔父さんだったのだ。私は明日あした、警察に行く。私が聞いたことを全部話はなそうと思う。





　その文章を最後に、後は白はく紙しのままだった。


「事故は叔父さんの仕し業わざだったんですね。」


　エリ子こがかすれた息で呟つぶやく。


「そして、そのことを私は警察に話そうとした」


「だけど、叔父さんは捕まっていない。エリ子ちゃんは、警察に話す前に誘ゆう拐かいされたってことなのか」


　普通に考えれば、あまりにもタイミングが良すぎる。


「もしかして……もしかして誘拐事件を仕組んだのも、あの叔父さんの仕業なんじゃ……」


「ああ、そのとおりだ」


　不ふ意いに部屋の入り口の方から声がして、直樹とエリ子は振り返る。


　拳けん銃じゆうを構えた幹みき久ひさがゆっくりと部屋中へと入ってくる。その顔には、下げ卑びた笑えみを浮かべて。


「あいつが真しん相そうに気付いたって知った俺は、すぐに汚よごれ仕事を引き受ける連れん中ちゆうに電話し依い頼らいしたんだよ。あかりを誘拐に見せかけて殺してくれってな」


　直樹の手の中のノートを一いち瞥べつすると、フンと鼻を鳴らす。


「あかりの日記か？　目め障ざわりなあいつの物は全部始し末まつしたはずなのに、そんな物が残ってたなんてな」


「どうして？　一体どうしてそんなひどいことをしたんだ？」


　直樹の質問に、幹久はフンと鼻で笑った。


「金のために決まってるだろう。兄あに貴き達がいなくなれば、財産は全部あかりの物だ。他に親しん戚せきなんていないから、俺が後こう見けん人にんになれた。真しん相そうに気付かなくたっていずれは始し末まつするはずだった。全ぜん部ぶ俺の物にするためにな」


　幹みき久ひさが、血ち走ばしった目を直なお樹きらへと向ける。


「さあ、話してもらおうか。あかりの居い場所をな？」


「どうするつもりなんだ？」


「もちろん、今度こそ間違いなく始末するんだよ」


　当然とばかしに幹久は言った。


「今いま更さら、あかりの記き憶おくが戻って昔のことをわめこうが、大した問題にはならないだろうがな。それでも、あいつを始末しなきゃならないんだよ。この俺の自由のためにな」


　まるで何かに取り付かれたような目付きで幹久は続けた。


「あかりを誘ゆう拐かいさせた連れん中ちゆうからの連れん絡らくが途と絶だえて、俺は怖こわくてたまらなくなった。あかりはまだ生きているのか？　いつ姿すがたを現して俺の罪をバラすのか？　そればかりを考えて俺はこの二十年を過ごしてきた。ずっとずっと怯おびえてきたんだよ」


　口元に、うっすらと笑えみが浮かんだ。


「だけどそれももう終わりだ。あいつを俺の手で始末すれば、俺はやっと自由になれる。その時がついに来たんだ」


　拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうが、直樹に向けられる。


「言え！　あかりは今どこにいるんだ!?」


「全部、全部思い出しました……」


　エリ子こが顔を上げた。大きな瞳ひとみで、幹久を睨にらみつける。


「私はすぐに警察に行かなかった。朝、叔お父じさんに言ったんですよね」


「お、おい、お前一いつ体たい何を……」


　困こん惑わくする幹久をそのままに、エリ子は続けた。


「お願いだから警察に自じ首しゆして欲しい。一日だけ、一日だけ私は警察に行くのを待つ。そう言ったんですよね。だけど叔父さんは、そうしなかった。悪い人達に私を誘拐させた。車の中で聞きましたよ。誘拐を頼んだのが叔父さんだって」


「ちょっと待て……」


　幹久が青あお冷ざめる。


「どうしてそんなことを知ってるんだ？　あかりから聞いたのか？　それにさっきから私が私がって。お前はあかりの娘だろう？」


「まだ分からないんですか？　私が誰だれなのか」


　エリ子は、ハッキリとした口く調ちようで言った。


「私の本当の名前は、星ほし野のあかり。あなたの姪めいです」


「何だと!?」


　幹みき久ひさが驚おどろきの表情を浮かべるが、すぐにせせら笑う。


「何を言ってるんだよ。もうあれから二十年も経たってるんだ。あかりがお前みたいに若いはずがないだろ？」


「私を誘ゆう拐かいした悪い人達たちは、事故で車ごと谷底へと落ちました。乗っていた私も、本当ならそこで死ぬはずでした。だけど私は生まれ変わったんです。年を取らない存在に」


　エリ子この瞳ひとみが、真まっ赤かに染そまった。犬けん歯しが伸びてよく尖とがった牙きばへと変へん化かする。可愛かわいらしかった指ゆび先さきからも、ニョキっと鋭い爪つめが伸びている。


「吸きゆう血けつ鬼きに！！！」


「ひいいい！！！」


　恐きよう怖ふで顔を引きつらせる幹久に、エリ子は体当たりした。瘦やせた体は軽かる々がると吹っ飛ばされ、壁へと叩たたきつけられる。そのまま地面へと落ちて幹久は静かになった。


　エリ子の瞳から赤い色が消えた。牙や爪も引っ込み元もと通どおりになる。


「高たか村むら……センパイ」


　涙で一いつ杯ぱいになった顔を、エリ子は直樹へと向けた。そのまま直樹に抱きつくと激しく泣きじゃくる。


「エリ、思い出したくなかった。こんなことなら、何も知らない方が良かった」


「エリ子ちゃん」


　直樹は、静かにエリ子の後こう頭とう部ぶを撫なでた。


「村へ帰ろう」


　そう言うのがやっとだった。


　と、直樹は気がついた。倒れていた幹久がゆっくりと起き上がり、拳けん銃じゆうを拾おうとしているのを。


　直樹はエリ子を押しのけると、幹久に向かって走り出した。


　拳銃を拾った幹久が、銃じゆう口こうを持ち上げる。


「死ね！　化ばけ物が！」


「化け物は、お前の方だ！！！」


　直樹は、幹久を思いきり殴なぐり飛ばした。怒いかりでいつにない力が出たのか、一発ＫＯとなる。


「まったく、とんでもない奴やつだな」


　荒く息をしている直樹に、エリ子の裂れつ帛ぱくの叫びが届く。


「高村センパイ！　お腹なか！」


「え？」


　自分のお腹へと目を向けて、直樹はギョッとした。わき腹の辺りが、赤く染まっている。


（何だ？　どうしてわき腹が真っ赤に染まってるんだ？　ケチャップなんか持ってなかったよな。これってもしかして……血？）


　次の瞬しゆん間かん、スイッチをＯＮにしたかのように激げき痛つうが走る。


　わき腹を押さえながら、直なお樹きはその場に倒れ込んだ。


（撃うたれたんだ……）


　意識がどんどんと遠のいていく。


（このまま、僕は死ぬんだ……）


「高たか村むらセンパイ！　高村センパイ！」


　ぼんやりとする視し界かいに、エリ子この顔が見えた。


「村へ、帰るんだ。そこに、エリ子ちゃんの家族も友達もいるから。エリ子ちゃんは一人じゃないんだから」


　もうそれ以上は無理だった。喋しやべれなくなるぐらい意識はどんどん遠ざかっていく。


（最後に、女の子を守れたんだから。男としては悪くない死に様ざまかもしれないな）


　そう思ったのを最後に、直樹の目の前は真まっ暗くらになった。
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　どれぐらい時が経たっただろうか？


　深い海かい溝こうの底から気き泡ほうがゆっくりと浮かび上がってくるかのように、直樹は意識を取り戻した。


　白い天てん井じようが見えた。少し変へん色しよくした蛍けい光こう灯とうが幾いく本ほんも平行して並んでいる。


　何だか、学校の天井のようだった。


（あの世ってのは、案あん外がい素そ朴ぼくなとこなんだなあ）


　ぼんやりと考える直樹の目の前に、見み慣なれた顔が現れる。


「起きた？」


　涼すずし気な雰ふん囲い気きの美び少女。季き代よ実みだ。


「川かわ澄すみ！」


　弾はじかれたように上じよう半身を起こした直樹は、大おお慌あわてでまくしたてた。


「どーしてお前まであの世にいるんだよ!?　吸きゆう血けつ鬼きってのはそう簡単には死なないはずだろ!?　一体何なにがあったんだ!?」


　一人で青ざめる。


「うっかり村の外に出て太陽に炙あぶられたのか？　牛乳と間違えてすりおろしニンニクでも飲んだのか？　それとも、村にやって来た吸血鬼狩がりの人に杭くいでも打たれたとか？」


「あいにく、太陽に炙られてもないしすりおろしニンニクも飲んでないし吸血鬼狩りの人に杭を打たれたりもしてないわ」


　真ま面じ目めな顔をして一つ一つ否定していく。


「だって、私も直なお樹き君も死んでないもの。ここはあの世なんかじゃなく、治ち水すい高校の保健室。見み覚おぼえあるでしょ？」


「えっ？」


　直樹は辺りをキョロキョロと見み渡わたす。なるほど、季き代よ実みの言うとおりだ。そこは治水高校の保健室に他ならない。


（どういうことなんだ？　僕はエリ子こちゃんと東京に行ってたはず……。それで撃うたれたんだ。どうしてこんな遠く離れた高校の保健室なんかに……）


　ひたすら直樹が困こん惑わくしてる時だった。保健室の扉とびらが開き、紅べに華かが保健室に入ってくる。


「ようやくお目め覚ざめですわね。高たか村むらクン」


　目の前までやって来た紅華に、直樹は尋たずねる。


「会長、どうして僕はここに？」


「わたくし達が連れて来たに決まってますわ」


　それでも顔かお全体に「？」マークを浮かべる直樹。このままでは？の国の住人になってしまいそうだったから、季代実が説明を始める。


「昨日きのうの午前中に、私わたし直樹君の家に行ったのよ。借りてたＣＤを返しに。だけど直樹君はいなくって、お父とうさんに聞いたら、ちょっと留る守すにするって置おき手紙を残していなくなったって言うでしょ？　どうしたんだろ？　って思ってたら、会長の乗った車がやって来たの」


「わたくしは、一昨日おとといの晩のことがあったからちょっと心配になってエリ子ちゃんを訪たずねたのですわ。そしたら朝から友達の家に行ったって言われましたの。念のためにその友達に確かく認にんをとったら、エリ子ちゃんは来てないって言うし、これは何かあると考えて当然ですわよね。高村クンなら何か知ってるのではと家まで向かったのですわ」


「それで、会長から車のこととか学生証しようとかの話を聞いて、ピンと来たの。きっと、直樹君とエリ子ちゃんは学生証を頼りに東京に向かったんだろうって」


　そこまで聞けば、後の展開は予想できた。


「それで、僕らを追いかけて東京までやって来たってことなのか」


「そうよ。そのまま会長の家の車に乗ってね。あの車って、ＵＶカット仕し様ようになってるから昼間村の外を走っても大だい丈じよう夫ぶなのよ」


　季代実が続ける。


「幸い、会長が学生証の学校名めいを覚えてたから、そこを訪ねたの。直樹君とエリ子ちゃんらしい二人と話をしたって先生と会って、二人に教えた住所を聞いて。それで、急いで向かったら……」


「倒れる高村クンと、泣きじゃくるエリ子ちゃんを発見したってわけですわ」


「なるほど、そういうことだったのか」


　直なお樹きは大きく息を吐き出した。


「その次に何が行われたか、分かったよ。会長か川かわ澄すみのどちらかが僕を嚙かんだんだな」


「え？」


　二人してキョトンとした顔になる。


「何なに言ってますの？　わたくし、高たか村むらクンの血なんか吸ってませんわよ」


「私もよ」


　季き代よ実みも首を横に振る。


「いや、隠かくさなくたっていいんだよ。お腹なかを撃うたれて死にかけてたとこを助けてもらったんだ。感謝こそすれ文もん句くなんて言わないよ。ただ、一体誰だれが僕を吸きゆう血けつ鬼きにしたのかだけは知っておきたくて。二人じゃないって言うと……エリ子こちゃんか？」


「勘かん違ちがいもここまで来ると立りつ派ぱですわね」


　呆あきれ度３００パーセントで、紅べに華かが息を吐き出す。


　いきなり季代実が直樹の服に手をかけると上へと引っぺがした。


「うわあ、何するんだよ！」


　悲鳴を上げた直樹が見たのは、わき腹に巻かれた包ほう帯たいだ。


「直樹君の傷って、かすり傷だったのよ。血もすぐに止まったし、大おお騒さわぎするほどのものでもなかったの」


「かすり傷!?」


　直樹は素すっ頓とん狂きような声を出して驚おどろいた。


（そっか、ただのかすり傷だったのか）


　ホッとする一方、てっきり致ち命めい傷しようだと思い込み気き絶ぜつしてしまった自分がどうにも恥はずかしくなってくる。


　バツの悪そうな顔で苦にが笑わらいを浮かべる直樹に、紅華が鋭い口く調ちようで言った。


「勝かつ手てに二人で東京へ行って、あんな大騒ぎを起こして。本当なら村そん議会にかけられるところですわ。ですけど……」


　紅華がふうと息を吐き出す。


「自分の過去を知りたいというエリ子ちゃんの気持ちも分かりますし、そのために尽じん力りよくした高村クンのこともただ責める気にもなれませんわ。最後には、エリ子ちゃんを守って名めい誉よの負傷をしたわけですしね。そこで、今回のことはわたくし達だけの秘ひ密みつとします。いいですわね？」


　直樹はこっくりと頷うなずいた。でも、少し不安なことがある。


「あの、エリ子ちゃんの叔お父じさんが警察に行ったりして吸血鬼のこと話したりしたら？」


「心配いりませんわ。そんなの誰も信じるはずがありませんもの」


　余よ裕ゆうの表情の紅華。続いて、季代実が口を開いた。


「エリ子ちゃんから聞いたわ。ひどい人間だそうね。拳けん銃じゆうも持ってたし、警察に突き出してやろうとも考えたけど、あの様よう子すを見ていればそれも必要ないと思ったの」


「あの方は、残りの一生をずっと吸きゆう血けつ鬼きの恐きよう怖ふの中で過ごすことになるでしょうね。当然のむくいですわ」


　容よう赦しやなく、紅べに華かが言い放つ。


「それじゃ、わたくしは帰りますわ。せっかくの秋休やすみを無む駄だにはしたくありませんもの」


　紅華が保健室を出て行く。


「川かわ澄すみ、お前も帰っていいぞ。せっかくの秋休みを無駄にしたくないだろ？」


「別に気にしなくてもいいわ。どうせ暇ひましてたとこだし」


　季き代よ実みが肩をすくめて見せる。


「もうしばらく、直なお樹き君に付き合うわ」


「そっか」


　何だかちょっと照れ臭くなり、直樹が鼻はなの頭を搔かいた。


　と、直樹のお腹なかがグ～～という音を鳴らした。


「まだ人間のままの直樹君には、牛乳だけじゃ物もの足たりないわよね。ちょっと待ってて。適てき当とうに食べ物持もってくるから」


　そう言うと、季代実も保健室を出て行く。


「まだ人間のままの直樹君って……僕が嚙かまれたと勘かん違ちがいしたことに対する皮ひ肉にくかよ」


　直樹はブスっとするとベッドにゴロンと横になった。


　たっぷり眠ったはずなのに、すぐにどんよりとした睡すい魔まが襲おそってくる。そのままうとうとと眠りの世界に旅立とうとした時だ。


「高たか村むらセンパイ」


　そんな声と共に、ひょっこりとエリ子こが姿すがたを現す。


「ああ、エリ子ちゃん」


　直樹はごそごそと布団ふとんから這はい出た。


「あの、怪け我が、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「ああ、もちろん大丈夫さ。ただのかすり傷なんだから」


　致ち命めい傷しようだと信じて疑わなかったくせに、いけしゃあしゃあと直樹は言い放つ。


「良かったです」


　ほっと息を吐き出した。


「エリ、本当はあの時、高村センパイに嚙み付こうと思ったんです。だって、そうしないとセンパイが死んじゃうと思ったから。神楽かぐらセンパイと川澄センパイがもうちょっと来るのが遅かったら、きっとエリ、嚙んじゃってましたね」


（あ、危なかった）


　内ない心しんでヒヤヒヤする直樹に、エリ子は深く頭を下げた。


「高たか村むらセンパイ、今回は本当にありがとうございました。それから、ごめんなさい。エリのために怖こわい思いや痛い思いをさせてしまって」


「僕のことは心しん配ぱいしなくてもいいよ。それより、エリ子こちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？　その、つらい出で来き事ごとになっちゃったけど」


　直なお樹きの言葉に、エリ子は目を細めた。


「はい、もう大丈夫です。村に帰ってきて分かりました。エリの家族はここにいるんだって。昔のこと思い出したけど、やっぱりエリは鳩はと羽ばエリ子でいるのが一番なんだって」


　軽く微笑ほほえむ。


「もう少し気持ちが落ち着いたら、本当のお父とうさんとお母かあさんのお墓はかがどこにあるか調べて、お墓参まいりに行こうと思います。その時はまた……一いつ緒しよに行ってもらっていいですか？」


「ああ、もちろんだよ。あ、でもちょっと財さい布ふと相談しなくちゃならないけど」


　直樹の返事に、エリ子はクスクスと笑った。


　それから、軽く深しん呼吸してから口を開く。


「エリ、高村センパイのこと優しいセンパイとして慕したってきました。いつかセンパイが村の住人になってくれたらいいなあって思ってました。みんなと一緒に血を吸いたいって騒さわいでましたけど、嚙かみ付くのが別に他の人でもいいかなって思ってました。だけど、今回のことで考え直しました」


　エリ子が続ける。


「高村センパイが、エリのことかばって叔お父じさんに立ち向かってくれた時、エリ思ったんです。高村センパイは、他の人には渡せないって。絶対にエリが嚙み付くんだって」


　エリ子は、はにかむようにして呟つぶやいた。


「エリも、利と根ね崎ざきセンパイと同じになっちゃったみたいなんですよね。あはは」


　顔を真まっ赤かにし、エリ子はそれじゃあまたと言うと逃げるように保健室を後にする。


　残されたのは、青ざめた直樹だ。


　エリ子に嚙み付く宣せん言げんされたのだ。これで笑ってられるほど直樹の精神は図ず太ぶとくない。


「僕がかばったからその気になったってどういうことなんだ？　それに智とも衣いと同じになったって？　さっぱり意味が分からないぞ」


　もちろん、鈍どん感かん路ろ線せんをひた走る直樹には、いくら考えたってその答えを見つけることはできないのだった。
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　足を踏み入れた途と端たん、古ぼけたカビの香りが鼻はなをつく。さらに、舞い上がった埃ほこりまでもが直なお樹きを苦しめた。


「うっぷ、すごいなここ」


　カビと埃の襲しゆう撃げきに、ほとんど呼吸困こん難なんになりながら直樹は顔をしかめた。


　十畳じようくらいの室内には窓はなく、天てん井じようの小さな裸はだか電球が淡あわい光を放っているのみ。


　その光に照らされるのは所ところ狭せましと置かれた大量の荷物だ。美術で使う石せつ膏こう像ぞうだったり、理科で使うフラスコが入った箱だったり、数学の巨大な定じよう規ぎなんかもある。


　ここは、治ち水すい高校の校舎外はずれに位置する倉庫だ。こここ数年は使われていなかったのが、積もった埃の量から見てとれる。


「この荷物を片付けるのか……」


　うんざりとした口く調ちようで呟つぶやく直樹に続き室内に一人の少女が入ってくる。涼すずやかな雰ふん囲い気きの美び少女、季き代よ実みだ。


　季代実は、直樹の耳みみ元もとに顔を近づけると、ハッキリとした口調で言った。


「そ、片付けるの。私と直樹君の二人でね」


「なあ、どうしても片付けしなくちゃならないのか？」


　早くも心が折れそうになっている直樹に、季代実は呆あきれたように言った。


「さっきも説明したでしょ？　演劇部ぶの小こ道具やら大おお道具やらで部室が一いつ杯ぱいになっちゃったの。で、会長に相談したらこの倉庫を物もの置おきとして使ってもいいって。だけど、もう何年も使ってない物置でガラクタで埋もれてるだろうからちゃんと自分達たちで整理するようにって」


「演劇部部ぶ長ちようの川かわ澄すみが新しい倉庫を必要とするのは分かるよ。だけど、分かんないこともあるんだよな」


　不ふ満まん顔がおで直樹は呟つぶやいた。


「どうして演劇部でもない僕が、放ほう課か後ごにその手伝いをしなくちゃならないってこと。今日は体育のマラソンがあってヘトヘトだってのに。他の部員はどうしたんだよ？」


「部員全ぜん員いん集合させるほどのことでもないしね。だから声かけなかったのよ」


　サラリと季代実が言う。


「それでも、一人ぐらいは手伝いが欲しくて、それで直樹君を頼ったってわけ」


「その一人を、僕じゃなく部員の中から選んで欲しかったよ」


　ぶすっとして言う。


「別にいいでしょ。だって、私、これまで直樹君のためにいろいろと苦労してきてるもの。その恩おん返がえしだと思って手伝って」


「うっ」


　こう言われてしまうと、直なお樹きとしては何も言えなくなってしまう。


　直樹が人間だってことがバレそうになる度たびに、季き代よ実みには助けてもらっている。その回かい数すうは片手じゃ数えきれないほどだ。


　季代実がいなかったら、直樹なんてとっくの昔に誰だれかに嚙かまれているだろう。いわば、恩おん人じんと言ったって過か言ごんではないのだ。


「分かったよ。僕のためにいろいろと苦労してくれる川かわ澄すみの頼みだもんな。倉庫の片付けくらい喜んでやらせてもらうよ」


　半なかばヤケクソのように言う直樹に、季代実は静かに目を細める。


「それじゃ、とりあえずその棚たなの荷物を外に出して」


　埃ほこりだらけの棚を指ゆび差さす。


「へいへい」


　そう返事をすると、直樹は棚に歩み寄った。


「マスクでも買っておけば良かったなあ」


　そうぼやきながら、とりあえずそこに置かれたダンボール箱を抱き抱える。


「えっこらしょっと」


　そう呟つぶやき持ち上げる直樹の体に、予よ想そう以上の重みが加わった。


（何だよ、思ったより重いじゃないかよ）


　気き合あいを入れなおさないと落っことしてしまいそうだったから、直樹は勢いよく息を吸い込み全身に力を込める。


　だけど、それがいけなかった。


　息を吸い込む際、大量の埃までも吸い込んでしまったのだ。必然的に咳せき込み、大きくバランスを崩くずしてしまう。


　ドンガラガッシャンシャン！


　倉庫内ないに、盛せい大だいな音が響ひびいた。段だんボール箱を抱えた直樹がそのまま棚に突っ込み、豪ごう快かいにも棚を倒した音だった。


　さらに、その振動で倒れてきた大きな石せつ膏こう像ぞうまでもが直樹に圧のし掛かってくる。ミロのヴィーナスなんだけど、そんなの慰なぐさめにもならない。


「ぐえ～」


　潰つぶれたカエルのような声を出す直樹に、季代実が冷めた目で言う。


「直樹君、あまりに欲求不ふ満まんで石膏像にでも欲よく情じようしたの？」


「冗じよう談だん言ってないで、助けてくれ……このままじゃ、潰れて」


　かすれた声を出す直樹に、季代実は呆あきれたようにため息を一つつく。


　そして、直樹の体を押しつぶそうとしている石膏像に右手をかけた。そのまま片手で軽かる々がると持ち上げてしまう。


　石せつ膏こう像ぞうを近くに置いてから、今度な直なお樹きに手を差し伸べる。


「はい」


「………」


　直樹にだって最さい低てい限げんの男の意い地じってのがあるから、無む言ごんで自じ力りきで立ち上がる。


　それから、先さき程ほど襲おそわれた石膏像へと目を向けた。


　このヴィーナスがかなり重量級きゆうなのは、押し潰つぶされそうになった直樹には痛い程ほどよく分かっている。にも関わらず、季き代よ実みは片手で軽かる々がると持ち上げてしまった。まるでヴィーナスが発はつ泡ぽうスチロール製であるかのごとくに。


　事実、直樹をそのままに季代実はてきぱきと荷物を倉庫の外へと運び出している。両手に抱えた荷物の量ときたら、フォークリフトも真まっ青さおだ。


「すごいよな、吸きゆう血けつ鬼きの力って」


　見み慣なれてるはずなのに、思わずそんな声が漏もれてしまう。


　もちろん、吸血鬼である季代実の聴ちよう覚かくがその呟つぶやきを聞き逃のがすはずがない。


「羨うらやましく思うことなんてないわ。だって、直樹君がその気にさえなればすぐにこの力を手に入れられるんだから」


　何かを期待するような瞳ひとみを直樹に向けてくる。


「何だったら、今ここで……」


　季代実の瞳の奥が真まっ赤かに染そまった。口の端はしっこからは鋭く尖とがった牙きばがうっすらと見える。指の爪つめさえも、ニョキッと鋭く伸びている。


「ちょ、ちょっと待てよ！　そういう意味で言ったんじゃないんだよ！」


　両手を振り回して後ずさる直樹に、季代実がプッと噴ふき出した。


「冗じよう談だんよ。さ、仕事に戻りましょ」


　あっさりと爪や牙を引っ込めると、再び倉庫の片付けを始めてしまう。


「何だよもう」


　ブスっとして直樹は呟いた。


　思えば、こういった感じに季代実には何度もからかわれているような気がする。


（今こん度ど同じこと言われたら、意い表ひようをついて首くび筋すじでも差し出してみようか。笑いながらどーぞなんて言ったりして。川かわ澄すみの奴やつ、驚おどろいてあたふたするかもしれないぞ）


　そんなことも考えたけれど、どうだろうって思い直す。これ幸いにと嚙かみ付かれてしまったら、取り返しがつかないことになってしまうのだ。吸血鬼だらけのこの村に暮らし早くも数ヶ月がたっている。それでも、まだまだそれになる気になんて毛もう頭とうない。


　とりあえず自分がメチャクチャにした棚たなでも片付けようと、散さん乱らんした物をかき集める。と、直樹はそれに気が付いた。


　ヴィーナスが倒れた際、その角かどでも当たったのだろう。壁に直ちよつ径けい15センチぐらいの穴あなが開いている。


　そしてその中には、何やら古いタオルでグルグルに巻かれた『何か』が詰つまっていた。


　最初は断だん熱ねつ材ざいだとでも思ったけれど、こんな古い校舎にそんな気のきいたものがあるとも思えない。それによく見るとその部分の壁だけ塗ぬりなおしたような跡あとがある。


　まるで、この『何か』を隠かくすために壁に穴を開けたような感じだ。


「何だ？」


　ちょっとした好こう奇き心しんも覚えて、直樹は壁の穴から古いタオルを引っ張り出した。巻かれたタオルを解といていく。


　『何か』の正しよう体たいは、薄うす茶ちや色のガラス瓶びんだった。しっかりと封ふうをされ、中には液体が入っている。側面には、薄うす汚よごれたラベルが貼はり付けられていた。


　まるで、理科室しつの薬品棚だな辺りに置かれていそうな代しろ物ものだ。


「何だこりゃ？」


　摘つまみ上げ眺ながめる直樹に、やって来た季き代よ実みが口を開いた。


「何かの薬かしら？　直なお樹き君、ラベルには何て書いてあるの？」


　直樹は薄汚れたラベルに目を落とした。


「何か書いてあるぞ。えっと……十じゆう文もん字じワクチン？」


　さらにその下に書かれている文字を読もうとするも、薄うす暗ぐらくて困こん難なんだった。


「川かわ澄すみ、夜よ目めがきくお前なら読めるんじゃないか？」


　あっさりと敗北宣せん言げんを吐き出す直樹の隣となりから、季代実が瓶を覗のぞき込む。


　真まっ赤かな瞳ひとみが細められた。


「日付……だわ。しかも、今から四十年前まえのね」


「四十年も前の物なのか？　それじゃもう賞しよう味み期限過すぎてるんじゃないのか？」


「賞味期限とは言わないと思うけど、もう使えないかもしれないわね。第一、何の薬なのかも分からないし」


　季代実は、あまり興きよう味みがないと言った様よう子すで続けた。


「まあ、こんな倉庫にあったぐらいだから大した物じゃないとは思うけど、一いち応おう先生に届けておいた方がいいかもしれないわね」


「川澄の言うとおりだよ！」


　直樹は大おお袈げ裟さに頷うなずいてみせる。


「何か大切な薬だったら大変だ。これから先生に届けてくる」


　倉庫を飛び出そうとする直樹に、季代実が言う。


「できるだけ時間稼かせぎしてから戻ってくるつもりだったりして」


　ズバリそのとおりだったから、直樹が顔を引きつらせる。


「別にいいのよ。好きなだけ時間稼かせぎしてきても。だけど、あんまり片付けが遅くなると、すっかり暗くなってしまうでしょうね」


　秋の日の暮れは早い。普ふ段だんからどんよりとした雲に覆おおわれている治ち水すい村ならなおさらだろう。


「夜になったら、新しん米まい吸きゆう血けつ鬼きの私でも本能が疼うずいてしまうかもしれないわ。こんな狭い場所で直なお樹き君と二人きりでいたら、つい嚙かみ付きたくなるかも」


　もちろんいつもの冗じよう談だんに決まっている。


　だけど、笑いながらその時はどーぞなんて言える余よ裕ゆうなんて直樹にはなかった。


　百万分ぶんの一の確かく率りつで、季き代よ実みが本気だったら取り返しのつかないことになってしまうのだ。


「こんな薬よりも、片付けが大切だぞ！　ちゃっちゃと片付けようじゃないか」


　ガラス瓶びんをポケットにねじ込むと、直樹は猛もう然ぜんと片付けを始めたのだった。








　　　　２




　太陽が沈みかけたころ、倉庫の片付けはひととおり終しゆう了りようした。


「とりあえず、これだけやっておけば十分ね」


　広々とした倉庫内を見み渡わたし、季代実が満足気げに頷うなずく。


「なかなか、面めん倒どうくさい作業だったぞ」


　肉体労ろう働どうでヘトヘトになった直樹が、まとめた荷物の上に腰を下ろしながら大きく息を吐き出した。


「さ、仕事は終わったし帰ろうぜ」


　脱いであった学生服ふくの上着を羽は織おる直樹。


「あ、鞄かばん教室に置きっぱなしだったっけ。取りに行かなきゃな」


「それだけじゃないわ。さっき見つけたあれを一いち応おう職しよく員いん室に届けないと」


　季代実が口を開く。


「あれ？」


「ガラス瓶のことよ」


　言われてやっと直樹は思い出した。


「そっか、そうだったな」


「倉庫にカギをかけたら私も行くから、直樹君先さきに行ってて」


　季代実にそう言われて、直樹は廊ろう下かを歩き始める。


　もう時間も時間だから、校舎内ないに生徒の姿すがたはない。静まり返った薄うす暗ぐらい校舎は、どうにも物もの寂さびしいものだった。


　別に小学生じゃないんだから、このぐらいで怖こわくなったりはしない直樹だけど、よくよく考えてみればここは吸血鬼の村。そして吸血鬼の高校。


　設せつ定ていだけ見れば、ホラー映画の二、三十本は楽に撮とれてしまうような場所なのだ。


　古い校舎の廊ろう下かという視し覚かく的てき効果もあいまって、どうにもホラーな想そう像ぞうをしてしまう。


　薄うす暗ぐらい校舎の中、吸きゆう血けつ鬼き化かした生徒達たちに追いかけられる主人公こう。何とか出口までたどりつくが、無む情じようにも扉とびらが開くことがない。気がつくと牙きばを尖とがらせた生徒達に取り囲まれていて……そして……。


　タイトルをつけるとするなら、『吸血学がく園えんへようこそ　～　放ほう課か後ごは鮮せん血けつの宴うたげ　～』あたりだろうか。


「うう、いかんいかん」


　直樹は強く首を横に振った。


「つまんなこと考えてないで、さっさと職しよく員いん室に行こ」


　直樹が足を早めた直後だった。後ろからその声が響ひびく。


「あ、人間さん発見です！」


　次の瞬しゆん間かん、直樹は走り出していた。


（どうしてだ？　どうしてバレたんだ？）


　もはや頭の中はパニックだった。先さき程ほど勝かつ手てに想像していた、『吸血学園～放課後は鮮血の宴～』で一いつ杯ぱいになっている。


　開いたままになっていた窓から外へと逃げ出そうとする直樹の腕うでが摑つかまれる。


「ひゃあ！」


　情なさけない悲鳴をあげる直樹に、腕を摑んだ人物は言った。


「高たか村むらセンパイ、落ち着いて！　エリです。ちょっとからかっただけです！」


　エリ子こだった。相変わらず大きなリボンが似に合あっている。


「何だ、エリ子ちゃんだったのか」


　安心した拍ひよう子しに全身から力が抜けてしまった直樹は、くたんと壁に寄りかかった。


「ごめんなさい。高村センパイの背中が見えたから、嬉うれしくてつい」


　ペロって舌したを出し謝るエリ子。この茶ちや目めっ気けのある表情を見せられると、怒おこるに怒れなくなってしまう。


　情けなく怖こわがる姿すがたを見られてしまった気き恥はずかしさもあり、直樹は少々バツの悪そうな顔でコホンと咳せき払ばらいをした。


「だけど、エリ子ちゃん。えらく遅いじゃないか。料りよう理り研究部ぶはこんな時間までやってるのか？」


「ううん、違うんです。今日は部ぶ活かつじゃありません」


　エリ子がプルプルと首を横に振る。


「うっかり宿題を忘れちゃって、居い残のこりで課か題だいをやらされてたんです。ひどいんですよ。こんな分ぶ厚あつい問題集しゆうを二十ページもやれだなんて」


　ブツブツと文もん句くを言うエリ子だったけど、すぐにニッコリとダイナミックな笑顔になる。


「でも、ラッキーです。だって、高たか村むらセンパイとこうやって会えたんですから」


　直なお樹きの腕うでにしがみついた。


「帰りにちょっと寄り道して高たか台だいに行ったりしませんか？　紅こう葉ようがすごくキレイなとこがあるんですよ」


「いや、でもなあ」


　直樹はというとちょっとうかない顔。理由は、まだまだ先さき程ほどのホラー映画から抜け切れていないのだ。


（二人っきり、人ひと気けのない山。もし万まんが一いち、エリ子こちゃんの本能が目め覚ざめてしまったらどうしよう）


『吸きゆう血けつもみじ狩がりへようこそ～鮮せん血けつに染そまる落ち葉～』あたりだろうか。


　直樹が悩んでる時だ。倉庫のカギを手にした季き代よ実みが姿すがたを現す。


「エリ子ちゃん。まだ学校に残ってたの？」


「あ、川かわ澄すみセンパイもいたんですね」


　ほんの少しだけ残念そうに、エリ子は口を尖とがらせた。


「部ぶ活かつですか？」


「まあ、部活に関係してることだけど、別に演劇部ぶの練習で残ってたんじゃないのよ。直樹君に手伝ってもらって倉庫の片付けをしてたの。演劇部の物もの置おきとして使ってもいいって言われたから」


「へ～～～、そーだったんですか」


　こくこくと頷うなずいてから、エリ子はハッとする。


「ちょっと待ってください。それじゃ、倉庫で高村センパイと二人きりだったってことですよね？　一歩間ま違ちがったら」


「心配しなくても、間違いは起こらなかったよ。ほら」


　直樹は制服の襟えりの部分を引っ張って、首くび筋すじを見せた。もちろん嚙かみ跡あとなんてついていない。


「違うんです！　そっちの間違いも心しん配ぱいですけど、エリが心配してるのはもっとこう別の間違いなんです！　もっとこう普通の間違いって言うか何て言うか」


　ごにょごにょと言葉を濁にごしてから、エリ子は気を取り直したように言った。


「まあ、いいんです。間違いがなかったなら。それじゃ、三人で一いつ緒しよに帰りましょ」


「その前に、教室に行って鞄かばんを取ってこないと。それに、倉庫のカギも返さなくちゃならないし。直樹君、あれはもう先生に届けたの？」


「あ、そうだった」


　エリ子の登場ですっかり失しつ念ねんしてしまっていたのだ。


「倉庫で見つけましたって渡すだけでいいと思うわ。きっと先生が適当に捨ててくれるはずよ」


「ちょっとすみません」


　二人の会話に、エリ子こが割って入る。


「あれって何なんですか？　倉庫で何か珍めずらしい物でも見つけたんですか？」


　エリ子の瞳ひとみは、好こう奇き心しんでキラキラと輝いていた。


　この可愛かわいらしい後こう輩はいが、好奇心旺おう盛せいな性格だってことを直なお樹きは思い出す。


「いや、別にそんな大したもんじゃないんだよ」


　直樹はポケットから倉庫で見つけたガラス瓶びんを引っ張り出した。


「倉庫の壁の中に入ってたんだ。何かの薬品みたいなんだけどね。ラベルには十じゆう文もん字じワクチンって名前と、四十年前まえの日付が入ってるんだけど」


　てっきり興きよう冷ざめすると思っていたけれど、エリ子の瞳の輝きはさらにパワーアップする。


「四十年の時を経て発見された謎なぞの薬品！　すごいじゃないですか!?　これってミステリーですよ！　サスペンスですよ！」


　大だい興こう奮ふんでエリ子は続ける。


「これは何としてでも正しよう体たいを突き止めないといけませんね！　先生に渡してはいおしまいなんてもったいなさすぎます！」


　どうやら、好奇心袋ぶくろに炎ほのおがついてしまったようだ。きっとこの炎は、この薬品の正体が分かるまで消えないことだろう。


「だったら、数学の大おお河こう内ち先生に聞いたらどうだろ？」


　数学の老ろう教師の名前を直樹はあげるけど、エリ子が首を横に振る。


「ダメです。大河内先生はほんの三年前にこの村の住人になったばかりなんです。まだまだヒヨっ子ですよ」


　見た目の年ねん齢れいと実際の年齢が比ひ例れいしないのが吸きゆう血けつ鬼きの村の困ったところだ。村には直樹よりもはるかに年上の小学生なんかもゴロゴロしている。


「四十年前まえのことを知っている。つまり四十年前からこの学校にいた人物って言うと……」


　思い当たる人物は、一人だけだった。


「会長……か」


　ボスキャラのように生徒会の頂ちよう点てんに君くん臨りんする神楽かぐら紅べに華か。彼女が、この村が吸血鬼きの村になった時からの初期メンバーだってことは、ついこの間エリ子から聞いている。


　当時から会長を務めている紅華には、この薬品のことも知っているかもしれない。


　だけど、これから紅華の家に向かい薬くすり瓶びんの正体について尋たずねる気にはなれなかった。彼女のことだ。こんなつまらないことで自分を訪たずねてきたのかと嫌いや味みの一つや二つ確実に言われてしまう。個人的にはあまりいい気分はしない。


　それはエリ子も同じだったようだ。


「神楽センパイは止やめておきましょう。もっとこう親切にいろいろ教えてくれそうな人がいいです」


「この村に来て二年目の私には、誰だれがそんな昔からいる人なのか分からないわ」


　調査がデッドロックに乗り上げかけた時だった。


「あれ？　高たか村むらじゃないか」


　緊きん張ちよう感かんのカケラもない、能のう天てん気き声が廊ろう下かに響ひびく。見ると、坊ぼう主ず頭あたまの学生がひょこひょことやって来るのが見えた。


　直なお樹きのクラスメイトの熊くま谷がやだ。実に田舎いなかそのものの素そ朴ぼくな顔立ちをしているが、言うまでもなく吸きゆう血けつ鬼き。そのアンバランスさが逆に怖こわかったりもする。


「熊谷、お前まえ確か授業が終わった途と端たんに速そつ攻こうで帰ったはずだよな」


「ああ、だけどあんまり急ぎすぎて教室に鞄かばんを忘れてきちまったんだよ。宿題もあるし、仕方ないから取りに来たんだ」


　ヘラヘラと笑ってから、熊谷は季き代よ実みとエリ子こに顔を向ける。


「川かわ澄すみに一年の鳩はと羽ばも一いつ緒しよなのか」


　ニヤ～って、いやらしい笑えみを浮かべた。


「三人で何してたんだよ。まさか、イヤらしいことしてたんじゃないだろうな？」


　まともに受け答えする気もなく、直樹はフンと鼻はなを鳴らす。


　吸血鬼だから成長が高校二年で止まっているのは分かる。だけどそれ以前に、頭の成長は中二ぐらいで止まっているような奴やつなのだ。


　ゴミの分ぶん別べつ表ひようにビン、カンと書かれてるのを見て、


『ビ・ン・カ・ン（ハート）　一体どこの部分が？　きっと人には言えないような……』


　何て言ってドキドキできる高校二年生はなかなかいないだろう。


「熊谷君。ちょっと聞きたいんだけど」


　中二的てき発言はあっさりと無視して、季代実が尋たずねる。


「この学校に、四十年前まえからいる先生っていない？　知ってたら教えて欲しいんだけど」


　それほど期待せず聞いたのだろうけど、意い外がいにも熊谷は即そく答とうした。


「知ってるぞ。平ひら山やまちゃんがそうだぜ」


　その言葉に、直樹が驚おどろいて目を大きくする。


「平山ちゃんって、平山先生のこと!?」


　平山里り佳か。治ち水すい高校の英えい語ご教師だ。まるで高校生のような外がい見けんの、可愛かわいらしい教師だ。一部の男子生徒達たちからは平山ちゃんと呼ばれて慕したわれている。


「おい熊谷、冗じよう談だんは止やめろよ。平山先生は、どう見たって二十代前ぜん半はんだろ？　四十年も前からいるなんて……」


　そこで直樹は思い出す。そんな非ひ常じよう識しきなことが、この村ではありえるってことをだ。


「間違いないぜ。だって、平山ちゃんはこの村が吸血鬼の村になった時からの住人なんだから」


　自信たっぷりに、熊谷は言い切った。


「平ひら山やま先生は村の初期メンバーだったのね。知らなかったわ」


「人は見かけによらないって、こういうことを言うんですね」


　季き代よ実みとエリ子こも、さすがに驚おどろきを隠かくせない様よう子すで頷うなずく。


「あ、あんまし他の人に言うなよ。平山ちゃん、自分の年のこと気にしてて秘ひ密みつにしてるみたいだから」


「そっか、だとすると平山先生の本当の年は……」


　概がい算さんしようとする直なお樹きを、季代実とエリ子が睨にらみつける。


「直樹君、その計算はしないように」


「そうです。女の子の年ねん齢れいは吸きゆう血けつ鬼きになった時のまま止まってるんです。失礼ですよ」


　直樹はしおらしく肩をすくめると、言われたとおり計算はしないでおいた。どうやらこれがこの村でのエチケットのようだ。


「でも、これで誰だれに話を聞けばいいかが分かりました。早さつ速そく、平山先生のとこに！」


　職しよく員いん室に向かって走り出すエリ子に、熊くま谷がやが声をかける。


「平山ちゃんなら、俺が来る途と中ちゆうの道ですれ違ったぜ。もう家に帰っちゃってるんじゃないか？」


「だったら、家まで追いかけるのみです！　高たか村むらセンパイ、川かわ澄すみセンパイ、レッツゴーです！」


　意い気き揚よう々ようとエリ子が走っていく。


「エリ子ちゃん、待って！」


「そうだよ、せめて鞄かばんを取りに行かせてくれよ」


　二人して、エリ子を追いかける。


　残された熊谷は、はて？　と首をかしげた。


「あいつら、平山ちゃんに何の用事があるんだ？」


　鼻はな息いきを荒くして、熊谷は呟つぶやいた。


「まさか、四人でいやらしい事を……」
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　それから二十分後ご。


「ほら、あそこが平山先生の暮らしてる教きよう員いん住宅ですよ」


　まっすに延びた田舎いなか道みちの先を、エリ子が指ゆび差さした。平ひら屋やの小さな建物が見えた。


　夜の世界に片足を突っ込んだ時刻。辺りはすっかり薄うす暗ぐらくなっている。


「へ～、先生は教員住宅に暮らしてたのね」


「はい、一人暮ぐらしのはずですから、あれぐらいの大きさで十分なんだと思います」


　にこやかに答えてから、エリ子が肩かた越ごしに振り向く。


「さ、高たか村むらセンパイ。家に行って先生に話を聞きましょう」


　それに答える余よ裕ゆうは直なお樹きにはなかった。だって直樹は近くの草むらに仰あお向むけになってゼーハーゼーハーしてたのだから。


　決して運動が苦にが手てなわけじゃない。短たん距離も長ちよう距離も合わせて走るのは得とく意いだった。前の学校では、クラスマッチで活かつ躍やくしたことだってある。


　お前は足だけが取り得だなあ。


　なんて、昔からみんなに言われ続けてきたことだ。


　そんな直樹の脚きやく力りよくも、この村の吸きゆう血けつ鬼きにはちっとも追いつけないのだ。


　二人の後を追いかけて、全ぜん速力で二十分も走り続けたのだ。多少ヘバったって仕方がない。


「あ、すみません。高村センパイが一いつ緒しよだからゆっくり走ったつもりだったんですけど、ちょっと飛ばしすぎちゃったみたいですね」


　エリ子こが申し訳わけなさそうに言う。


「途と中ちゆうで私が背負ってあげれば良かったかしら？」


　季き代よ実みまでもがそんなことを言うから、直樹の男のプライドはどうにもシュンとしてしまう。


（気にすることないぞ。だって二人は吸血鬼なんだから。生物種しゆとして根こん本ぽん的に違うんだよ）


　自分にそう言い聞かせているうちに、幾いく分ぶん呼吸も穏おだやかになっていく。


「もう大だい丈じよう夫ぶだ。さっさと話を聞きに行こう」


　むっくりと起き上がった時だ。前方に見える家の玄げん関かんが開き、人ひと影かげが出てくるのが見えた。


「あ？　誰だれだろ？　平ひら山やま先生かな」


　人影はこちらに向かってくる。直樹の思ったとおり、英えい語ご教師の平山里り佳かだ。


　直樹らに気がついた里佳は、笑顔で大きく手を振ると小こ走ばしりに駆かけてくる。


「こんにちは……あ、もうこんばんはって時間かな？」


　三人も、こんばんはと軽く会え釈しやくする。それから、エリ子がこう質問した。


「平山先生、どこか出かけるところなんですか？」


「え、ええ、ちょっと町まで行こうと思って」


　何な故ぜか、少しだけ口ごもりながら里佳は頷うなずいた。


「それより、三人ともどうしたの？　家はこっちじゃなかったわよね」


「ちょっと平山先生に聞きたいことがあって。倉庫の片付けをしてたら奇き妙みようなガラス瓶びんがモガモガモガ」


　突然、直樹はモガモガしか言えないモガモガ星のモガモガ人になってしまった。理由は簡単だ。エリ子が電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで直樹の口を手で押さえたのだ。


「あはは、何でもないんです。平山先生。高村センパイがまだ村のこっち側をよく知らないって言うから、案内してたんですよ」


「そう……なの？」


　少しばかし不ふ思し議ぎそうな顔をする里り佳かに、エリ子こがさらに言う。


「エリ子達たちのことは気にしないで、早く町に行ってください。バスの時間に遅れちゃいますよ」


「あ、そうだったわ。それじゃ、また明日あした、学校でね」


　手を振ると、里佳は早足に歩き去っていく。そんな彼女を見送ってから、エリ子は直なお樹きの口から手を離した。


「ちょっとエリ子ちゃん。いきなり何をするんだよ。窒ちつ息そくするかと思ったじゃないか」


　不満そうに直樹は口を尖とがらせた。


「それに、ガラス瓶びんのこと聞かなくてもいいのか？　そのためにわざわざここまで来たってのに」


「ガラス瓶なんてどうでもいいんです！」


　エリ子が声を張り上げる。


「見ました？　平ひら山やま先生の格かつ好こう!?」


「格好？」


　大して女性の服装に興きよう味みのない直樹だから、里佳の服装まで覚えていない。


「そんなにおかしな格好してたの？」


　的まと外はずれなことを言う直樹の隣となりで、季き代よ実みが口を開いた。


「そう言えば、何だかお洒落しやれな格好してたわ。あんな格好の平山先生は初めてね」


「そーです！　そこなんです！」


　正解とばかしに、エリ子が強く頷うなずく。


「しかも、町に行くって言ってました。これって、どう考えたってあれじゃないですか！」


　拳こぶしを握り締め、エリ子は叫んだ。


「ザ・デートです！」


　謎なぞのガラス瓶と遭そう遇ぐうした時よりも、はるかに高いテンションでエリ子が興こう奮ふんする。


「いやいや、そうとは限らないんじゃないか？　ただの買い物ってことも」


　やんわりとブレーキをかけようとする直樹だけど、


「ただの買い物にあんな格好したりしませんよ。ね、川かわ澄すみセンパイなら分かりますよね」


「そうね、確かにただの買い物って感じじゃなかったわ。お化け粧しようだって丁てい寧ねいにしてたみたいだし」


　季代実も頷く。女子二人にそう断だん言げんされると、直樹としてもそんな気がしてくる。


「そっかあ、平山先生がデートなのかあ」


　何だかちょっと物もの寂さびしい感じがしてしまうのは男だん子し生徒の性さがだろうか。


「でも、少し感心したよエリ子ちゃん。妙みような質問よりも平山先生のデートを優ゆう先せんさせようと思ったんだな」


　褒ほめる直樹に、エリ子は力強く言った。


「当たり前です！　だって気になるじゃないですか!?　先生が誰だれと付き合ってるのかが！」


「え？」


「エリがこの村に来てから二十年ずっと、平ひら山やま先生にそんな浮いた話はなかったんです。これってすごいことなんですよ」


　エリ子こは口元に拳こぶしを当てると、名めい探たん偵ていっぽく考え込んだ。


「きっと、村で会うとみんなに見られるからって町まで出かけてるんですね。向こうで落ち合う段だん取どりになっているんです」


　次のエリ子の言葉は大おお方かた想そう像ぞうができた。できればそうじゃない方がいいと内ない心しんで願う直なお樹きだったけど、残念ながら想像どおりとなってしまう。


「高たか村むらセンパイ！　川かわ澄すみセンパイ！　これから町に行って、平山先生のお相手が誰なのか確かく認にんしましょう！」


「町に行くって、同じバスに乗ったらさすがに怪あやしまれるだろう」


「大だい丈じよう夫ぶです。バスぐらい走って追いかけられます。もう太陽は沈んでますから問題はありません。さ、そうと決まったらレッツゴーです！」


　一人で勝かつ手てに決めて、エリ子は走り出してしまった。


「困ったもんだ」


　やれやれと直樹がため息を吐き出す。


「仕方ないわ。こういった珍めずらしい出来事って、吸きゆう血けつ鬼きにとってはたまらないことなんだから」


　季き代よ実みの言葉に、直樹は以い前ぜん彼女から聞いたことを思い出す。


　吸血鬼は基本的に死なない。年を取ることなく、そのままの姿すがたで生き続ける。肉体的な成長は皆かい無むなのだ。


　ひたすらに変わらない日々を繰り返す吸血鬼達たちだから、いつもとは違う何かに飢うえていたりする。長く生きる吸血鬼ほど、『変へん化か』というものを求めているのだ。


　平山先生の熱ねつ愛あい疑ぎ惑わくも、これまでになかった分、大いに魅み力りよく的な『変化』に違いないのだろう。


「川澄、お前もそうなのか？」


「私は、吸血鬼になってまだ一年だから。まだそんなでもないわ。だけど……」


　季代実が静かに微笑ほほえんだ。


「平山先生が誰と付き合ってるのかには興きよう味みあるかな。ごく普通の女子高生せいとして」


　ついてけないよと、直樹が首を振る。


「僕はそんなに興味ないから帰るよ。二人して行ってくればいいさ。デートの邪じや魔まするんじゃないぞ」


　そう言いさっさと家いえ路じにつこうとする直樹だったけど、その右腕うでがガシッと摑つかまれてしまう。


「どうせ帰ってもヒマなんでしょ？　最後まで付き合ってよ」


　返事も聞かず、季代実は直樹を軽かる々がると抱きかかえた。ジタバタと暴あばれる直樹をそのままに、人間離ばなれした速度で走り出す。


「や、止やめろって！　下ろしてくれよ！　女の子に抱えられてるなんて、誰だれかに見られたら恥はずかしいじゃないか！」


　男のプライドを守ろうとする直なお樹きの声が、夕方の田舎いなか道に響ひびき渡った。
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　飯いい畑はた市しは、治ち水すい村の隣となりに位置する街だ。隣と言っても、その間には生おい茂った森が続いている。くねくねと曲がりくねった一本の山道で繫つながっているだけで、路ろ線せんバスの本数も悲しくなるほどに少ない。


　そんな飯畑市の駅から少し外れた公園、植えられた樹木の陰に直樹と季き代よ実みとエリ子この三人はいた。


「どーして僕まで連れてこられなきゃならないんだよ」


　ぶつくさと不満を口にしている直樹に、季代実が言う。


「か弱い女の子二人で危険な夜の町に行くなんて問題でしょ？」


「何がか弱い女の子だよ。夜は川かわ澄すみ達の本ほん領りよう発はつ揮きの時間じゃないか。危険なのは町の人達だろ？」


　そんな皮ひ肉にくを口にする。


「高たか村むらセンパイ、静かにしてください。平ひら山やま先生に気付かれちゃいますよ」


　エリ子が口元で人差し指を立てて見せる。


　公園の入り口前に、里り佳かは立っていた。時とき折おり時計を見ながら誰かを待っている様よう子すだった。混こん雑ざつする駅の雑ざつ踏とうの中、覗のぞき見しているこちらの存在には気付いていない。


「だけど、一いつ体たい誰なんですかね？　平山先生のデートの相手って」


　好こう奇き心しんで瞳ひとみをキラキラ輝かせながらエリ子が呟つぶやく。


「現げん国こくの須す賀が先生辺りが怪あやしいですね。それとも、数学の桜さくら下した先生？　いやいや、意い表ひようをついて化学の手て越ごし先生かも？」


　あれこれと想そう像ぞうするエリ子に、季代実が囁ささやく。


「だけど、同じ学校の先生ならさすがに気付く人もいるんじゃないの？」


「確かにそうですよね。いくら隠かくしてたって微び妙みような空気がにじみ出ちゃいますもんね」


　う～むと考え込むエリ子に、季代実が告げる。


「エリ子ちゃん。考える必要ないみたい。デートの相手が現れたわ」


「!?」


　エリ子が反射的に里佳に目を向ける。直樹だってまるっきり興きよう味みがないと言ったらウソになる。樹木の陰からこっそりと顔を出した。


　里り佳かが楽しそうに男性と話しているのが見えた。こちらに背を向けていて顔は分からないけれど、背の高いがっしりとした男性だ。


「早くこっちを向いてください。一体誰だれなんですか!?」


　里佳と男性が連れ立って歩き出した。その時、男性の横よこ顔がおがハッキリと見える。目鼻立ちの整った顔つきで、二枚目と言って差し支つかえないだろう。


　直なお樹きには、見覚えのない人物だった。


「学校の先生じゃないよな。川かわ澄すみ、一いつ体たい誰なんだ？」


「私も分からないわ。あんな人ひと見たことないもの」


　困こん惑わく気味に季き代よ実みが呟つぶやく


「そん……な……」


　エリ子こは口をパクパクとさせていた。驚おどろきのあまり声が出ないって様よう子すだった。


「エリ子ちゃん、一体誰なんだ？」


　直樹の質問に、エリ子が強く首を振る。


「そんなの分かりません。だって、全ぜん然ぜん知らない人なんです」


　相手が意い外がいな人物だって驚くなら分かるが、知らない人だって理由でどうしてそんなにも驚くのか？　直樹はふと疑問を覚える。


　小首を傾かしげている直樹に、エリ子が言った。


「私が知らないってことは、村の人間じゃないってことなんです。つまり、あの男の人は人間。平ひら山やま先生は、人間の男の人と付き合ってるってことなんです」


「それって、あんまりいいことじゃないはずよね」


　季代実が深しん刻こくそうに呟いた。


「村の外の人間と親しくなればなるほど、村の秘ひ密みつがばれる可能性が高くなるわ。それに、時間の止まってる私達と違って人間の時間はどんどん流れていく。恋人になったってずっと一いつ緒しよにいることはできない」


　確かに季代実の言うとおりだと直樹は思った。永遠に年を取らずそのままの姿すがたで生き続ける吸きゆう血けつ鬼きに比べると、人間なんてとてつもなくせっかちな生き物だ。


　どんどん年を取り、やがて寿じゆ命みようが尽きる日が来てしまうだろう。


「治ち水すい村むらの人間にとって、村の外の人間と恋こい仲なかになることはタブーなんです。それは、禁きん断だんの恋なんです」


　エリ子が、そんな言葉を口にする。


　禁断の恋。そう聞くと、何だか二人が気の毒にも思えてきた。


　だけど、それまでとはうってかわった明るい口く調ちようでエリ子が呟く。


「でも、禁断じゃなくする方法が一つだけあるんです。平山先生が嚙かみついちゃえばいいんです」


　実に簡単に感かん染せんしてしまうのが吸きゆう血けつ鬼きの困った特とく性せいだ。


「相手を吸血鬼にしてしまえば、同じ時を過ごすことができるんですから。それって、すごくステキなことだと思いませんか？　高たか村むらセンパイ」


　何かを期待するかのように、エリ子こが直なお樹きを見つめてくる。ボールを投げてもらえるのを待つ子犬のような瞳ひとみだ。


　だけど、かたくなに吸血鬼になるのを拒こばんでいる直樹としては、手放しには同意できない。


「あ、ああ。そういう考えもあるかもしれないかな」


　もごもごと口を動かし、そう答えるのがやっとだった。


「とりあえず平ひら山やま先生のお相手は分かったし、これからどうする？」


　季き代よ実みの質問に、決まってるとばかしにエリ子が意い気き込ごむ。


「もちろん、最後までデートを監かん視しします！　もしかしたら今日にでも決定的な瞬しゆん間かんが見れるかもしれませんから！」


　と、その時だった。それまで楽し気に男性と話をしていた里り佳かがこちらに顔を向ける。


　慌あわてて、エリ子は声のトーンを落とした。


「いけない！　平山先生だってエリ子達と同じ吸血鬼。耳もいいし、夜でも目がよく見えるんでした」


「もっとちゃんと隠かくれる必要があるわね」


　茂みから体がはみ出さないようにと、季代実とエリ子が体を小さくする。


　問題は、二人の間にいた直樹だった。両脇わきから二人が体を押し付けてくるもんだから、平常心ではいられない。


「ちょ、ちょっと二人とも！　もうちょっと離れてくれないと……」


　青少年な直樹の心しん臓ぞうはドキドキと激しく鼓こ動どうする。こうやって体が押し付けられると、夏休みの忌いまわしい思い出（水着でツイスター）なんかが思い出されてしまう。


　ますますもって平へい常じよう心しんではいられない。


　今年の夏に繰くり広げられたピンクインパクト（直樹命めい名めい）によってすっかり弱くなった鼻の奥の粘ねん膜まくが、あっさりと崩ほう壊かいした。


　直樹の鼻からタラリとルビー色の雫しずくが垂れる。


「あっ」


　直樹の鼻はな血ぢに、エリ子が気がついた。


「高村センパイ、鼻血が出てますよ」


　じゅるると、舌したなめずりをする。


「大だい丈じよう夫ぶです、高村センパイ。エリが嘗なめてあげますから」


　そう言うエリ子の瞳は真まっ赤かに染そまっていた。息は荒く、鋭い牙きばが突き出している。


　直樹の血を目まの当たりにし、吸血鬼モードに突入してしまったようだ。


　ぞぞぞぞって怖こわくなった直なお樹きは、両手を振り回しながら大声で叫んだ。


「わ～～、止やめてくれ～～～！」


「直樹君！」


　季き代よ実みが慌あわてて直樹の口を押さえるけれど、残念ながらすでに遅かった。直樹の大声は、里り佳かだけでなく、相手の男性の耳にもしっかりと届いてしまう。


　不ふ審しんに思った男性が歩み寄ってきて、茂みを覗のぞき込み直樹らに気がつく。


　少し遅れてやって来た里佳が、直樹らを見て目を丸くする。


「あなた達、どうしてここに!?」
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　駅近くのファミレスに、一同は勢ぞろいしていた。


「そうか、里佳さんの勤めている学校の生徒さん達なのか」


　男性は、嬉うれしそうにニコニコしている。


「すみません。こんなことになってしまって」


　申し訳わけなさそうに頭を下げる里佳に、男性はいいよいいよと手を振って見せる。


「いいんです。気にしないでください。賑にぎやかな方が楽しいじゃないですか」


　男性は直樹達たちに顔を向けると、思い出したように言った。


「自己紹しよう介かいが遅れたね。僕は斉さい藤とうって言うんだ。飯いい畑はた市の小さな会社に勤めている」


　年は二十代後半といったところだろう。人好きのする笑顔に好こう感かんが持てる。


「さ、遠えん慮りよしないで何でも好きな物を注文しなさい」


　直樹らの前にファミレスのメニューが差し出される。


「それじゃ、エリ子こはホットミルクを」


「私も、ホットミルクをいただきます」


　二人の言葉に、斉藤は少し驚おどろいた様よう子すで息を吐き出した。


「里佳さんも、いつもホットミルクなんだよ。治ち水すい村むらの人達は牛乳が好きなのかな？」


　牛乳が好きってレベルの話ではない。村の住人は、村の牛が出す牛乳だけを食料としているのだ。たまに、シチューやリゾット、チーズやヨーグルトといった牛乳を使った料理や乳製せい品ひんを口にすることはあっても、普通の食べ物に対する食しよく欲よくはほとんどないのだ。


　もちろん、ファミレスで出されるホットミルクには、吸きゆう血けつ鬼きを満足させる力はないけれど、飲みなれているから季代実達も自然にそれを注文したのだった。


「君は何にする？　いくらでも注文していいんだよ。男の子だからいつも腹が減っているだろう」


　待ってましたとばかしに、直樹はメニューを覗き込む。事実、もう夕ゆう飯はん時。お腹なかはさっきから空くう腹ふく信号を鳴らしっぱなしだった。


「それじゃ、カツカレーライスとフライドポテト。それからオムソバも注文していいですか？　あ、ついでにイカリングも」


　隣となりの季き代よ実みが、直なお樹きのわき腹をヒジで突く。


「冗じよう談だんは止やめて。直樹君もホットミルクでしょ？」


「いや、だけどせっかくなんだから」


　そこで直樹は、季代実がチラリと里り佳かへ目を向けるのに気がついた。何かを直樹に気づかせようとしているようだ。


（あ、そうだ。僕がここでバクバク普通の食べ物を食べてたら、平ひら山やま先生に僕が人間だってことがバレてしまう！）


　断だん腸ちようの思いでメニューを閉じると、直樹は搾しぼり出すように言った。


「ホ、ホットミルクで」


「え、いいのかい？　本当に何でも注文していいんだよ」


「いいです。よく考えたらホットミルクしか受け付けない体でした」


　意味不ふ明めいの説明に首を傾かしげながら、斉さい藤とうは店員を呼ぶと、ホットミルク四つと自分の飲むビールを注文する。


「ちょっと失礼してトイレに行ってくるよ」


　そう言うと、席を立ち上がり店の奥へと姿すがたを消していった。


　斉藤の姿が見えなくなるのを確かく認にんしてから、里佳が少し怖こわい顔をして三人を見る。


「あなた達、私の後をつけてきたのね。どうしてそんなことしたの？」


「平山先生がお洒落しやれしてたから、多分デートじゃないかって、直樹君が言ったんです。さらに、相手がどんな人か見に行こうって」


　しれっとして季代実が言う。


「私達は止めたんですけど、半なかば強ごう引いんに引っ張ってこられて」


「ちょっと待てよ、川かわ澄すみ！　お前何なに言って」


「そう、高たか村むら君がね」


　里佳が直樹を睨にらんだ。


「好こう奇き心しん旺おう盛せいなのはいいことだけど、限度ってのがあるのよ」


　そこで、里佳ははあと大きく息を吐き出す。


「まあ、見られちゃったんだから今いま更さら怒おこっても仕方ないわね」


「平山先生！」


　エリ子こがテーブルに身を乗り出すと、目をキラキラさせながら尋たずねる。


「それで、いつなんですか？」


「えっ？　いつって？」


「嚙かみ付く時ですよ。お付き合いしてるってことは、いつかは嚙み付くつもりなんですよね！」


　エリ子このまっすぐな瞳ひとみから、里り佳かは悲しそうに顔を逸そらす。


　そして、囁ささやくような小さな声で言った。


「嚙み付くつもりは……ないわ」


「えっ、何言ってるんですか!?　平ひら山やま先生。嚙み付かなきゃずっと一いつ緒しよにはいられないんですよ！　あの人のこと、好きなんですよね。だったらここはガブっといかなくちゃ」


「嚙み付けないわ」


　里佳が首を振る。


「この、終わりのない運命に、あの人を引きずり込みたくないから。吸きゆう血けつ鬼きになって苦しむ姿すがたを見たくないから」


「あ、あの、ちょっと思ったんですけど」


　おずおずと直なお樹きが右手を上げた。


「嚙み付く前に、ちゃんといろいろと説明すればいいんじゃないですか？　村のこととかを。そのうえで、心の準備をしておいてもらえば、吸血鬼になってもそんなに苦しんだりしないんじゃないかなって」


　おまけとばかしに、直樹は付け加えた。


「あ、ほら、僕なんかは村中の人間に追い立てられて訳わけも分からずに吸血鬼になった口だから余よ計けいにそう思うんですけど。いや～～、本当にびっくりしたなあ。まさか自分が吸血鬼になるなんて思ってなかったから」


　あまりにワザとらしかったから、再びわき腹を季き代よ実みに突かれる。


「説明するってことは、私は吸血鬼だって告白するってことでしょ。そんなのできないわ。怖こわがられるに決まってるもの」


　里佳が沈んだ表情でうつむく。


「それに、もしすべてを話してしまったらもう嚙み付くしかなくなってしまうでしょ。村の秘ひ密みつを守るために……」


　静かな沈ちん黙もくが、テーブルに流れた。


「私、ずっと夢を見ているようだったの」


　里佳が唐とう突とつにそう呟つぶやく。


「ここで、あの人と一緒にいる時は、自分の運命も、すべて忘れていられていたから。だけど、やっぱり夢はいつまでも続かないのね」


　ゆっくりと、直樹らに顔を向ける。


「あなた達にも、村にも迷めい惑わくはかけない。だから約束して、このことは村の他の人達には言わないって」


　真剣な里佳の表情に、三人はこっくりと頷うなずく。


「ありがとう」


　里り佳かは、静かに目を細めた。


「村には迷めい惑わくをかけないから。ちゃんと自分で解決するから」


　寂さびしそうに、そう繰くり返した。





　そ・し・て……





「君達たちさえ良ければ、これからみんなで映画にでもと思ったんだけどな」


　ファミレスを出たところで、斉さい藤とうは残念そうに呟つぶやいた。


「さすがに少し遅すぎるか。宿題もあるかもしれないし」


「今日は本当にすみませんでした。覗のぞき見みたいなことしてたのに、お茶までご馳ち走そうになってしまって」


　エリ子こが優ゆう等とう生せいっぽく頭を下げる。


「もう邪じや魔まはしませんから、安心してデートしてください」


　季き代よ実みのその言葉に、斉藤は照れ臭くさそうに鼻の頭を搔かいた。


「それでは、失礼します」


　最後にもう一度頭を下げてから、季代実は駅へ向かって歩き出す。同じように頭を下げてから、直なお樹きとエリ子もそれに続いた。


「いい人だよな。あの斉藤さんって人」


　直樹がポツリと呟く。


「まさか、平ひら山やま先生が吸きゆう血けつ鬼きだなんて、夢にも思ってないんだろうな」


「嚙かみ付いちゃえばいいんです」


　それまで黙だまっていたエリ子が、口を開く。


「平山先生のことが好きなら、あの男の人だって最後には納なつ得とくしてくれるはずですよ」


「それは、私達がとやかく言うことじゃないわ。平山先生が考えて結けつ論ろんを出すことなんだから」


　季代実が首を振る。


「それに、嚙み付くって決めたとしても、そう簡単なことでもないはずよ。基本的には、勝かつ手てに村の住人を増やすことは固く禁じられてるんだから」


「それじゃ、もし仮に平山先生があの男の人を吸血鬼にしたいって思ったら、どうするんだ？」


　直樹の質問に、季代実は少し考えてから言う。


「まず、役やく場ばに申しん請せいするでしょ。それから、吸血鬼にしても差し支えのない人間なのかどうかの審しん査さがあるの。最終的には村そん議会にかけて、全員一いつ致ちの賛成をもらえたら晴れて嚙み付く許可が出るのよね。前に、そんなことを聞いたことがあるわ」


「結構、面めん倒どうくさいんだなあ。まあ、人間サイドから言わせてもらえば、むやみやたらに嚙み付かれても困るんだろうけど」


　直なお樹きが苦にが笑わらいを浮かべる。


「でも、平ひら山やま先生のあの様よう子すじゃ申しん請せいなんて出しません。何年かしたら、先生がちっとも変わらないことに向こうも疑問を覚えるはずです。そうなったら、秘ひ密みつを守るために別れるしかなくなっちゃうじゃないですか。そんなのって、悲しすぎますよ」


　いつになく寂さびしそうに、エリ子こが呟つぶやく。


　季き代よ実みも、直樹も何も言い返せず、無む言ごんで駅までの道を歩き続けた。





　ち・な・み・に……





　当初の目的だった、倉庫で見つけた謎なぞのガラス瓶びんについては、三人ともすっかり忘れ去っていたのだった。
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「オレ、どーも最近気きになってることがあるんだよな」


　直樹の眼めの前で、浅あさ黒ぐろい肌はだの少女は呟いた。


　利と根ね崎ざき智とも衣い、それが少女の名前だ。直樹のクラスメイトで自じ称しよう大だい親友。ボーイッシュな外見で後こう輩はいの女子生徒からの人気も高い。陸上部のエースでもある。


　時は昼休みだった。生徒達はそろって治ち水すい村むら印じるしの牛乳瓶びんを手にしている。これが昼食なのだ。


　吸血鬼である生徒達は、血の代だい用よう品ひんとなるこの牛乳さえ飲んでいれば基本的には満足できるのだ。空くう腹ふくなんかもない。


　だけど生なま身みの人間である直樹はと言うとそういうわけにもいかない。この村に来て牛乳嫌ぎらいは克こく服ふくできたものの、牛乳だけで昼を済ますのもなかなか大変だ。


（家から持ってきた握り飯めし、いつもどおり校舎裏うらでこっそり食べようかな？）


　そんなことを考えている最中、目の前の智衣からの一言だった。頭の中は握り飯で一いつ杯ぱいだったから当然よく聞いていない。


「えっ、何か言った？」


「最近気になってることがあるって言ったんだよ。直樹、お前だって気付かないか？」


　そう前置きしてから、智衣は続けた。


「平山ちゃんのことだよ」


　さすがはボーイッシュ路ろ線せんを独どく走そうしている智衣だ。一部の男子に混じって、里り佳かのことを平山ちゃんと呼んでいる。


「どうも最近、元気がないと思わないか？　黒板に書くスペルも、たまに間違えたりするしな。あんなの、いつもの平ひら山やまちゃんらしくないぜ」


　智とも衣いの言うとおりだった。ここ最近の里り佳かの様よう子すがどうにもおかしいのだ。元気はなく、口数も少ない。うつむきながら廊ろう下かを歩いている姿すがたも目もく撃げきしたことがある。


　里佳の様子が変わったのは、直なお樹きらがデートを目撃した次の日ぐらいからだった。


　あれから、すでに一週間が経過している。


「何か悩みでもあるのかな？」


　智衣が心配そうに呟つぶやく。


　里佳の悩み、それが何なのか直樹には予想がついた。人間の彼かれ氏し、斉さい藤とうさんとの今後のことだろう。


「平山ちゃんには、陸上部にアイスキャンディーの差し入れなんかもしてもらったことがあるし、恩があるんだよな。オレで力になれるなら、いくらでも力を貸すんだけどなあ」


「平山先生の問題だから、なかなか難しいところだと思うよ。僕だって、応援したいとこもあるんだけど、立場的には複雑な気持ちだし」


　神しん妙みような顔つきでそう言う直樹に、智衣が怪け訝げんそうな顔をする。


「おい、何だか平山ちゃんの悩みを知ってるような口ぶりじゃないかよ。直樹、お前まさか何か知ってるんじゃないだろうな？」


　もちろん知っているに決まってる。だけどトップシークレットだから智衣にだって言えるはずがない。


「そ、そんなことないよ。平山先生の悩みを僕が知ってるなんて、そんなのない。あるわけないって」


　実にわざとらしく直樹は首を振りたくった。季き代よ実みがいてくれたらもっとうまく誤ご魔ま化かしてくれたのだろうけど、不幸にも用事で職しよく員いん室に出かけてしまっている。


　何だかんだで半年の付き合いだ。直樹がやたら口数が多い時は何かを誤魔化そうとする時だって智衣は分かっていた。


「本当は何か知ってるんだろ？　さっさと吐いちまえよ」


　行動派はな智衣は、いきなり直樹にヘッドロックをかけるとぎゅうぎゅうと締め上げる。痛いことは痛いのだけど、もっと厄やつ介かいなものが直樹を追い詰つめる。


　密着する智衣の体の感かん触しよくだ。


　智衣は、スレンダーとは言っても決して胸が貧ひん相そうという訳わけではない。だからこそ、破は壊かい力は抜ばつ群ぐんだった。


「と、智衣、や、止やめてくれって」


　直樹の気が遠くなりかけた時だった。いきなり教室に小こ柄がらな少女が飛び込んでくる。エリ子こだった。


　真剣な表情のエリ子は、直樹の前までやって来ると口を開く。


「高たか村むらセンパイ、エリと一いつ緒しよに来てください」


「おい、エリ子こ。直なお樹きはオレと話をしてるんだ。用なら後にしろよな」


　不満そうな智とも衣いを、エリ子が睨にらみつけた。


「エリは、すごっく大切な話があるんです！　利と根ね崎ざきセンパイこそ後にしてください！」


　いつにないエリ子の強い態度に、智衣は呆気あつけに取られて直樹を締め上げる手を緩めてしまう。


　これ幸いにと、エリ子は直樹の腕を摑つかんだ。そのまま半なかば引きずるようにして教室を出て行ってしまう。


　この騒そう動どうに、クラスメイト達がざわざわとざわめいた。


「大切な話って、もしかしてエリ子ちゃん、高村君に告白でもするつもりなんじゃ？」


「そー言えば、高村君のこと何な故ぜかお気に入りの様よう子すでよく一いつ緒しよにいるものね」


「でも、ちょっとエリ子ちゃんの気持ち分かるかも。だって高村君、時々まるで人間みたいな甘い匂においをたてることあるんだもん」


「そうそう、吸きゆう血けつ鬼きだって分かってても、ちょっと嚙かみ付いちゃいたくなることあるもの」


　何やら物ぶつ騒そうな話で女子生徒達たちが盛り上がる。


　男子生徒達は男子生徒で、剣けん呑のんな空気を膨ふくれさせていた。


「聞いたか？　エリ子ちゃんが高村に告白だってよ」


「エリ子ちゃんは、オレ達のマスコットキャラなんだぞ。それが高村一人ひとりのモノになるなんて許せない」


「大体、高村は前からちょっとズルいって思ってたんだ。エリ子ちゃんだけじゃなく、沢さわ田だ先せん輩ぱいとだって仲良く廊ろう下かで話してたぞ」


「沢田先輩の胸の頂いただきに、高村が到達するなんてことがあったら、絶対に許せん！」


「新しん米まい吸血鬼のくせに、生なま意い気きだ！」


　クラスが盛り上がる中、智衣は渋しぶい顔で呟つぶやいた。


「エリ子が直樹に告白？　冗じよう談だんじゃないぜ」








　直樹が引っ張ってこられたのは人ひと気けのない校舎裏だった。


　まだ智衣のヘッドロックのダメージ（正確に言えば、胸の感かん触しよくのダメージ）から抜け出せず、クラクラしている直樹に、エリ子は真剣な顔を向ける。


「高村センパイ、エリ、一いつ生しよう懸けん命めい考えたんです。そして、決めたんです」


　確かつ固こたる信しん念ねんを秘ひめた瞳ひとみで、エリ子は続けた。


「平ひら山やま先生の恋が成じよう就じゆするよう、エリ達が一ひと肌はだ脱ぐって」


「一肌脱ぐって、一体何をするんだ？」


「エリ達で、村に申しん請せいを出すんです。平山先生の彼かれ氏しさんを、村の住人に迎え入れられるように」


　エリ子が早はや口くちに説明する。


「村そん議会で全員に賛成してもらえるように、ちゃんといろいろなことも調べます。エリ、あれから役やく場ばの人なんかにさりげなく聞いて、どんなことを調べる必要があるか教えてもらいました」


　エリ子こは、ポケットからメモ帳を引っ張り出し開いた。


「一番大たい切せつなことは、家族や親しん戚せきなんです。永えい遠えんに年を取らずに生きることになるんですから、家族がいたらバレちゃいます。だから、家族ごと村の住人になってもらうしかありません。あんまり人数が多すぎると難しくなるそうです。それから、親戚付き合いなんかもポイントです。手紙や電話ぐらいで済ませるレベルじゃないと、あとあと面めん倒どうになるから審しん査さが通りにくくなるそうです」


「なるほど、何か前にどっかで聞いた話だな」


　直なお樹きは、自分と父親が夕ゆう月げつ祭りの生いけ贄にえとなったのを思い出した。


（確か、川かわ澄すみが言ってたっけ？　生贄の選せん定てい基準は、家族が少なく親戚づきあいがなく、さらにニンニク好きじゃないことだって）


　まあ、今回に関して言えば吸きゆう血けつ鬼きの本能を満たすための生贄じゃないのだから、ニンニク好きでもかまわないだろう。血を吸った吸血鬼が、しばらく寝込むぐらいのものだ。


「とりあえず、あの男の人にさりげなく家族のことや親戚のことを聞きに行きましょう。もしかしたら、何とかなるかもしれません」


　まっすぐに直樹を見つめる。


「平ひら山やま先生には、諦あきらめて欲しくないんです。人間と吸血鬼の恋だって、がんばればハッピーエンドになれるはずなんです。少なくとも、エリはそう信じてます！」


　エリ子がここまで熱くなっている理由が、たんに里り佳かの為ためなのか？　それとも他に何か理由があるのか？　直樹には分からなかった。


（エリ子ちゃんの気持ちも分かる。分かるけど……）


　ことは、相手の一生を左右する問題なのだ。里佳に無断で勝かつ手てな行動をしていいものかどうか、直樹には分からない。


『もう一度、平山先生に相談してから……』


　直樹がそう言いかけた時だった。


「その話、オレも乗ったぜ！」


　頭上からそんな声が響ひびく。見上げると、校舎の外がい壁へきにへばりついている智とも衣いの姿すがたがあった。


　ヤモリ、もしくは吸血鬼でもなければ、こんな芸当はできないだろう。


　しばしポカンと智衣を見上げてから、直樹は実に素そ朴ぼくな質問を口にする。


「おい、智衣。お前そんなとこで何をしてるんだ？」


「気にするな。ちょっと通りかかっただけだからよ」


　問もん答どう無む用ようとばかしに、智とも衣いは言いきった。


　エリ子こが直なお樹きに告白するんじゃないかと、気になってこっそり覗のぞきに来たなんて事実は、もちろん墓はかの中まで持っていくつもりだ。


　ぺたぺたと壁を這はって降りてきた智衣は、二人の前に立った。エリ子に負けず劣らず熱い瞳ひとみで言う。


「悪いな、たまたま通りかかって、偶ぐう然ぜんにもお前達の話を聞いちまったぜ！」


　偶然って部分を、これでもかってくらい強調する。


「平ひら山やまちゃんは、人間の男に恋してるんだな。だから、あんなにも悩んでたんだな。その気持ち、オレにはよく分かるぜ」


「エリにもよく分かるんです！　だから放っとけないんです！」


　二人して意い気き投合する。何やら直樹の方をチラっと見るけれど、もちろんその意味なんて直樹には分からない。


「行動しなきゃ始まらないもんな。よし、放課後ご、その男んとこへ行っていろいろと聞きだしてこようじゃないか」


「そうです。エリ達の力でこの恋をハッピーエンドに導くんです」


　テンションを上げる二人に、直樹はおずおずと提てい案あんする。


「なあ、せめて川かわ澄すみに相談してからにしないか？」


　だけど、二人は強く首を振った。


「冷静な川澄センパイに相談したら、考え直せって諭さとされるに決まってます」


「そうだぜ。それとも何か？　オレ達だけじゃ問題だって言いたいのか？」


　こうなってしまっては、直樹も何も言えなくなってしまう。


「高たか村むらセンパイ、一いつ緒しよに来てくれますね!?」


「直樹、もちろん一緒に来るよな!?」


　正直、直樹の心はまだモヤモヤとしていた。何が一番いいのか分からないのだ。


　だけど、エリ子と智衣の二人だけで行かせるのはかなり危険だと第六感かんがざわめいている。


　うっかり暴ぼう走そうして、男の人に嚙かみ付きかねない危うさがあるのだ。


　季き代よ実みが同行すれば二人をうまくなだめてくれそうだけれども、残念ながらそれは叶かなわない。


　となると、選択肢しはなかった。


「分かったよ、僕も行くよ」


　保ほ護ご者のような気持ちで、直樹は大きく頷うなずいたのだった。
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　すっかり夕方になった飯いい畑はた市。その駅前にあるバス停てい留りゆう所じよに、一台のバスが停車する。治ち水すい村むらからやって来たバスだ。


　降車ドアが開き、エリ子こと智とも衣いが降りてくる。


「隣となり町に来るのも久しぶりだぜ。夏休みに直なお樹きと一いつ緒しよに来た時以来だな」


「秋になって日が短くなって良かったですね。夏なつ場ばだったらもっと遅くまで待たなくちゃなりませんでしたよ」


　言うまでもないことだけど、この飯いい畑はた市の上空には吸きゆう血けつ鬼きを守る呪のろわれた雲はない。夕方になるまではこの街には来られないのだ。


　二人に続くようにして直樹が姿すがたを現す。よろめくようにしてバスを降りると、近くのベンチにぐったりと座り込んだ。


「何だよ、直樹、お前まだ慣れてないのか？」


　智衣が呆あきれたように言う。


　治ち水すい村むらから隣町へ続く道は、くねくねと曲がりくねった山道だ。旧きゆう型がたのバスでそこを突っ走るもんだから、直樹はひどい乗り物酔よいになってしまったのだ。


「バスじゃなかった方が良かったかもしれませんね。ほら、前に川かわ澄すみセンパイに抱だっこされて来た時は別に酔ってなかったじゃないですか」


「何だって！　直樹が季き代よ実みに抱っこされただって！」


　智衣が悔くやしそうに息まく。負けてられるかとばかしに言い放った。


「よし、帰りはオレがお前を抱っこしていってやろう」


「いいえ、帰りはエリが高たか村むらセンパイを抱っこするんです！」


　エリ子が腰に手を当て智衣を睨にらみ上げそう主張する。


　二人の間にバチバチと火ひ花ばなが散った。


「直樹はオレが抱っこするんだ。エリ子、お前は引っ込んでろ！」


「高村センパイはエリが抱っこします！　運動ばっかしてて筋肉で体がゴツゴツしてる利と根ね崎ざきセンパイに抱っこされたら、きっと痛いはずです。そんなの高村センパイがかわいそうです」


「洗せん濯たく板いたみたいな胸して何言ってんだよ。お前の方こそ肋ろつ骨こつが当たって直樹が痛がるに決まってるぜ」


　しばししょーもない言い争いをしてから、二人はそろって直樹に顔を向ける。


「直樹、お前どっちに抱っこされたい!?」


「高村センパイ、どっちに抱っこされたいですか!?」


「いい加か減げんにしろ～～～！」


　乗り物酔いの気持ち悪さも忘れて、直樹は顔を真まっ赤かにして叫んだ。


「さっきから抱っこ抱っこって、恥はずかしいじゃないかよ!!！」


　辺りにはちょっとした人だかりができていた。タイプは違えど智衣もエリ子も魅み力りよく的な少女だ。そんな二人が、直樹の抱っこを巡って争う様さまは、とてつもなく目立っていたのだ。


「とにかく、早くこの場を離れよう」


　直なお樹きの提案に、二人も同意する。三人はそそくさとその場を離れた。駅の改かい札さつ前辺りへと移動し、大きく息を吐き出す。


「あ～～～、恥はずかしかったぞ」


「まったくだぜ。これもエリ子こが妙みようなことを言うから」


「何言ってるんですか!?　利と根ね崎ざきセンパイが」


　放っておくとまたここでも抱っこ抱っこと騒さわぎ出しかねなかったから、直樹は慌あわてて二人の間に割って入った。


「そんなことよりも、今はやるべきことがあるんだろ？　平ひら山やま先生の彼かれ氏しと会って、いろいろと聞くんじゃなかったのか？」


「あ、そうだったぜ」


「そうでしたね」


　やっと二人も本来の目的を思い出し、しょーもない争いを止やめてくれる。


「平山ちゃんには、幸せになってもらいたいからな。よし、エリ子、その彼氏って奴やつのとこへ案内しろよ」


「そーですね。それじゃ、高たか村むらセンパイ、お願いします」


　いきなり振られたもんだから、直樹はポカンとしてしまう。


「お願いしますって、何が？」


「何がじゃありませんよ。高村センパイ、あの男の人がどこにいるのか知ってるんじゃないんですか？　だって、ファミレスでいろいろと話してたじゃないですか。勤め先なんかも聞いたんじゃないんですか？」


「初しよ対面の人にそんな根ね掘ほり葉は掘ほり聞かないよ」


　直樹が首を横に振る。


「あの人も東京に住んでた事があるって言うから、その話をしてただけだよ」


「それじゃ、どうやってあの男の人を見つけるんですか？」


「そんなの、僕が聞きたいよ」


　調査は、しょっぱなからデッドロックに乗り上げた。


「なあ、夜の吸きゆう血けつ鬼きって鼻はなが利くんだよな。匂においをたどるってのは？」


「オレ達を犬と一いつ緒しよにするなよ。いくら何でもそんな芸げい当とうはできないぜ」


　不ふ機き嫌げんそうに、智とも衣いが鼻を鳴らす。


「それより、名前は知ってんだろ？　一応、電話帳で調べてみたらどうなんだ？」


「ダメです。苗みよう字じだけで下の名前を知らないんです」


　エリ子が首を振る。


「平山先生に電話して聞くしかないんでしょうか？　でも、そうするとエリ達がやってる事がバレちゃいますよね」


「そーだな。ちゃんとした結果が出るまでは、平ひら山やまちゃんには秘ひ密みつにしときたいもんな」


　全員、押し黙だまった。


　隣となり町くんだりまでやって来たのが、無む駄だだったんじゃないだろうか？


　そんな予感が、三人の胸にふつふつと湧わき始めた時だった。


「あれっ、君達は!?」


　そんな声で、直なお樹きは首を動かす。


「ああああ！」


　駅から出てきたのは、一週間前、里り佳かに紹しよう介かいされた男性。斉さい藤とうだったのだ。


「ど、どうも、奇き遇ぐうですね」


　慌あわてた直樹は、思わずそんな間の抜けた言葉を口にする。


　そんな直樹の後ろから、エリ子が身を乗り出し言った。


「丁ちよう度ど良かったです。実は私達、斉藤さんに話が……」


「丁度良かった！　君達、今時間あるかい？」


　エリ子この言葉を遮さえぎるようにして、斉藤が真剣な顔つきで詰つめ寄る。


「ちょっと聞きたいことがあるんだ。里佳さんのことについて」








　注ちゆう文もんを取りに来たウエイトレスに、エリ子は少しも迷わず言った。


「ホットミルクを」


　隣となりの智とも衣いもそれに続く。


「オレもホットミルクだ」


　前は里佳がいたからホットミルクを頼むしかなかったけれど、今回は状況が違う。直樹は元気よく注文した。


「カレーライスとハンバーグを。あとは山やま盛もりフライドポテトを……」


「おい、直樹！　お前何なに注文してんだよ！」


　智衣が小こ声ごえで突き刺す。


「そうです！　高村センパイが普通の食べ物をもりもり食べてたって、後で平山先生に伝わっちゃったらどうするんですか!?」


　エリ子にもお説せつ教きようを受けた。


　メニューの料理を名残なごり惜おしそうに眺ながめてから、直樹は苦く渋じゆうの表情で訂正した。


「すみません、やっぱりホットミルクを」


　正面に座る斉藤が、驚おどろいたように息を吐き出す。


「治ち水すい村むらの人達は、本当に牛乳が好きなんだなあ」


　牛乳が好きってレベルの話ではない。村の住人は（以下略りやく）。


　この間よりも空すいているのか、すぐに運ばれてきたホットミルクを一ひと口くちすすり、エリ子こが口を開く。


「あの、それで斉さい藤とうさん。平ひら山やま先生のことで聞きたいっていうのは何ですか？」


　もしや、薄うす々うすと正しよう体たいを感づかれてしまったのではないか？　それについて質問されるのではないか？


　そんな予想をする直なお樹きだったけど、どうもそうではなさそうだった。


「君達にこんなことを聞くのもアレなんだけど……里り佳かさんは、一体どんな人と結婚するんだ？」


「へっ？」


　ポカンとするのは三人だ。


「いや、別に口を挟むつもりはないんだ。ないんだけど、知っておきたいんだ。どんな人が、里佳さんの夫になるのかって。未み練れんたらしいのも分かってる。男なら潔いさぎよく身を引くべきだってことも。だけど……」


「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」


　ポカンから復活した智とも衣いが、咳せき込んで言った。


「平山ちゃんが、結婚するだって!?」


「えっ？」


　次は斉藤がポカンとする番だった。


「冬に、村の男性と結婚するんじゃないのかい？」


「そんなのありえませんよ！」


　エリ子が断だん言げんする。


「うちの村で結婚なんて言ったら、もっと大おお騒さわぎになってるはずです！」


　変化に乏とぼしい村だ。確かに結婚なんて話が出たら大騒ぎになるだろう。村を上げての祭りにもなりかねない。


「いや、でもおかしいな。僕は里佳さんに言われたんだ。冬に村の男性と結婚することになったから、僕とはもう付き合えないって」


「あっ……」


　何かを察したエリ子が小さな声を上げた。智衣も、渋しぶい顔をして目を細める。


（そっか、平山先生。この人と別れるためにそんな噓うそをついたのか）


　吸きゆう血けつ鬼きと人間が、同じ時を生きることはできない。結ばれるには、相手に嚙かみ付き同族にするしか方法はなくなる。


　自分の正体を隠かくしたまま付き合っても、限界は訪れるだろう。


　決して明るいうちには会わず、一いつ緒しよに食事に行っても口にするのは牛乳だけ。さらに付き合いが長くなれば、変わらない容よう姿しにも気が付かれてしまう。


　そうなる前に、里り佳かはこの関係を終わらせることを選択したのだろう。村の人間と結婚するという噓うそまでついて。


「なるほど、そういうことなんだな」


　斉さい藤とうが力なく笑った。


「里佳さんは結婚なんかしない。なのにそんな噓をついたってことは、どうしても僕と別れたかったってことなんだな。それなのに僕は……」


　意気消しよう沈ちんしている斉藤に、智とも衣いが言う。


「あ、違うんだ。そいつは誤ご解かいなんだ。確かに平ひら山やまちゃんは噓ついでまであんたと別れようとしたのかもしれないけど、別にあんたのことが嫌いとかそういった理由じゃないんだよ！」


「そうなんです！　別の理由があるんです！　もっと複雑で、悲しい理由が」


　二人の様よう子すに、斉藤が不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。


「もっと複雑で、悲しい理由？　一体どんななんだ？」


　里佳の正しよう体たいが吸きゆう血けつ鬼き。それが、もっと複雑で、悲しい理由の正体だった。だけど、それを今の段階で口にするわけにはいかない。


「斉藤さん。ちょっとだけ考えてもらっていいですか？」


　そう前置きをすると、エリ子こは真剣な顔つきで斉藤に尋たずねた。


「もし、平山先生が、宇宙人じんだったとしたらの話です」


「おい、エリ子、お前何アホなこと言い出すんだよ」


　呆あきれる智衣をそのままに、エリ子は続ける。


「平山先生が宇宙人で、そのことを斉藤さんが知ったとしたら、先生のこと嫌いになったりしますか？　それから、先生が宇宙に帰らなくちゃならなくなって、一いつ緒しよに来て欲しいって言ったら、斉藤さんはどうしますか？」


「何だか良く分からない質問だけど……う～～ん、宇宙人かあ」


　腕を組み、真剣に考え、答えを出した。


「例え宇宙人だったとしたって、里佳さんは里佳さんだろ？　それが嫌いになる理由にはならないよ。いきなり宇宙というのも面めん食くらうだろうが、他に彼女と一緒にいられる方法がないなら、一緒に行くんだろうな」


　あんな質問をされたら、怒おこるか呆れるかして当然だろう。だけど、斉藤は真ま面じ目めに考え、ちゃんと答えてくれた。


　同じ男としても、直なお樹きは好感を覚える。


「ありがとうございました」


　エリ子が頭を下げた。


「斉藤さんがそう思ってくれているなら、もしかしたらうまく行くかもしれません。だから、もうちょっとだけ待っていてくれませんか？」


　意味不ふ明めいなお願いだけれども、エリ子この真剣な瞳ひとみには十分な説せつ得とく力があったのだろう。


「………ああ、分かった。待つだけでいいなら、いくらでも待つよ」


　斉さい藤とうが、静かに頷うなずく。


　直なお樹き達に、ほっとしたような空気が流れた。


「さ、気を取り直してあんたにちょっと聞きたいことがあるんだけど……」


　智とも衣いがずずっとテーブルに身を乗り出した。


「あんたの家族構こう成せいとか、親しん戚せき付き合いとか、教えてもらっていいか？　あ、あとこれは一応なんだけど……」


　そう前置きし、智衣がその質問を口にした。


「ニンニク、好きだったりするか？」
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　ピンポーン、ピンポーン、ピンポーン。


　何度も鳴らされるインターホンの音で、里り佳かは目を覚ました。


　つけっぱなしのテレビからは、バラエティー番組の賑にぎやかな音声が響ひびいている。


　テーブルに突っ伏し、いつの間にか眠ってしまったようだ。


「はーい」


　里佳は立ち上がると、玄げん関かんへと向かう。扉とびらを開けると、見み慣なれた三人が立っていた。直樹、エリ子、智衣の三人だ。


「あなた達、一体どうしたの？」


　不ふ思し議ぎそうに尋たずねる里佳に、智衣が興こう奮ふんした口く調ちようで言う。


「平ひら山やまちゃん、喜んでくれよ。あいつ、バッチリだったぜ」


「あいつ？」


「平山ちゃんが付き合ってる人間の男だよ！」


　智衣の言葉に、里佳の表情が強こわ張ばる。


「あああ、ごめんなさい。平山先生。利と根ね崎ざきセンパイがヤモリみたいに壁に張り付いてて盗ぬすみ聞きされちゃったんです。でも、もうそんなの大した問題じゃないんです。だって、あの男の人、完かん璧ぺきだったんですから」


　嬉うれしそうに、エリ子はポケットからメモ帳を引っ張り出す。


「聞いてください。あの男の人は、家族もいなくて一人ひとり暮らしなんです。親戚付き合いなんかもほとんどないそうなんです」


「しかもニンニクも嫌いなんだそうだ。これって運命なんじゃないか？」


　智とも衣いも華はなやいだ声を上げる。


「平ひら山やま先生、早さつ速そく村に申しん請せいしましょう！　あの人を村の住人にする許可、きっともらえますから！」


「そうだぜ、ぼやぼやしてたら向こうがじいさんになっちまうぜ。オレ達と違って向こうの時計はどんどん動いてんだから」


「……ちょっと待って、もしかしてあなた達、幸こう一いちさんに会いに行ったの？」


　かすれた声で里り佳かが尋たずねる。


「はい、行きました。すごく、落ち込んでましたよ。平山先生に村の人と結婚するって言われて」


「平山ちゃん、もうそんな噓うそ付く必要はないんだよ。さっさと申請して許可もらって、あいつを吸きゆう血けつ鬼きにしちまおうぜ。平山ちゃんが勇気ないなら、オレ達で役やく場ばに行ったって」


「……もう、止やめて」


　里佳が、かすれたような息で言った。


「幸一さんを、この村の住人には、私達と同じ吸血鬼には絶対にしない。だから、もうこの事は忘れてちょうだい」


「でも……」


「お願いだから、もう止めて！」


　半なかば叫ぶようにそう言うと、里佳はドアを閉めようとする。


「先生！」


　エリ子こと智衣の後ろから、直なお樹きが声を張り上げた。


「エリ子ちゃんが、斉さい藤とうさんにおかしな質問をしたんです。もし、平山先生が宇宙人じんだったとしても嫌いになったりしないかって。宇宙に帰ることになって一いつ緒しよに来て欲しいって頼まれたらどうするかって？　そしたら、斉藤さん真ま面じ目めな顔してこう答えたんです。例え宇宙人だったとしたって、平山先生は平山先生だ。嫌いになる理由にはならない。それに、先生と一緒にいられる方法が他にないなら、宇宙にだって一緒に行くんだろうなって」


「何言ってるの？」


　少しだけ、里佳が笑う。


「宇宙人と、吸血鬼はまるで違うわ」


「確かにそうですけど、でも非ひ常じよう識しきな存在ってとこは同じじゃないですか！」


　直樹がそう主張する。この村の住人達の正しよう体たいを知ったのがほんの半年前まえ。まだまだ驚おどろきの記き憶おくは新しい。


「男の僕から見ても、斉藤さんっていい人ですよ。むやみやたらに秘ひ密みつを喋しやべる人でもないと思います。本当のことを話してみてもいいんじゃないですか？　その上で、斉藤さんにどうするか決めてもらうってのは……」


「………」


　少しだけ、里り佳かは迷うような素そ振ぶりを見せたけど、ゆっくりと首を振る。


「いろいろと心配してくれてありがとう。だけど、私の考えは変わらないわ。あの人を、吸きゆう血けつ鬼きにはしたくないの。だから、もうこれきりにして」


　ドアが閉められる。


　三人も、これ以上説せつ得とくしたところで里佳の決意を変えられないってことは分かっていた。








　暗くなった治ち水すい村むらの道を、三人はとぼとぼと歩いていた。


　べっとりした疲ひ労ろう感が体に張り付いている。


「宇宙人じんに比べれば、吸血鬼の方がハードルが低いと思うぜ。少なくとも、体から触しよく手しゆが生はえたりはしてないんだからな」


　智とも衣いが、ポツリと呟つぶやいた。


「宇宙人でもいいってあの斉さい藤とうって奴やつは言ったんだ。吸血鬼ぐらい楽らく勝しようだろうにな」


「まあ、斉藤さんが触手付つきの宇宙人を想そう像ぞうしてたかどうかは分からないけどな」


　直なお樹きが苦く笑しようする。


「エリ達で、勝かつ手てに申しん請せいを出しちゃうわけにもいきませんよね。肝かん心じんの平ひら山やま先生が反対してちゃ、どうしようもありませんよ」


　落ち込んだ様よう子すでエリ子こが首を振る。


「え～～～い、じれったい。あいつをかっさらってきて村に連れてきちまおうぜ。バカな青年団だんが吸血鬼の姿すがたをさらけ出してるとこを目もく撃げきさせれば、村の掟おきてとして仲間にするしかなくなるだろう。責任は青年団の連れん中ちゆうに全面的にあるってことにして」


　放っておくと本気でやりかねないから、直樹がやんわりとブレーキをかける。


「さすがにそれはやりすぎだって。それに、そんなことしたら平山先生が悲しむと思うぞ。斉藤さんを吸血鬼にしたくないってのが、先生の意い思しなんだから」


「まあ、そうなんだけど……でもなあ」


　智衣が奥歯を嚙かみ締める。


「吸血鬼と人間では結ばれることができない。でも、平山先生はあの男の人を吸血鬼にはしたくない。こうなっちゃうと、この恋はもうどうしようもありませんね」


「そーだよなあ」


　力なく息を吐き出してから、直樹は呟いた。


「平山先生が、人間になれりゃ問題は解決なんだろうけど」


「おいおい、直樹。それこそ不可能って奴だぜ」


「そーですよ。人間に戻れる方法があったら、ここは吸血鬼の村なんかじゃなくなってますよ。その方法が見つかるのを、何十年も待ち続けてるんですから」


　寂さびし気に、智とも衣いとエリ子こが言う。


（そんな方法があったら、僕だってこの村に呼ばれてなかっただろうし、こんな家か畜ちくみたいな状況になってなかっただろうな）


　直なお樹きは心の中でぼやいた。


「とにかく、平ひら山やまちゃんの考えが変わることを祈ろうぜ。オレ達にできることって、それぐらいしかないからな」


　智衣の言葉に、直樹とエリ子はこっくりと頷うなずいた。
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　エリ子と智衣と別れ、直樹が家についたのはもう夜の九時を回ったところだった。


「ただいま～」


　直樹が家に入ると。香こうばしい肉の香りが鼻をくすぐった。


「おう、直樹、遅かったじゃないか」


　居い間まから、直なお太た郎ろうがひょっこりと顔を出す。相変わらずのヨレヨレの作さ務む衣え姿すがただ。


　だけど、その表情はいつになくキラキラと輝いている。


「父とうさん、どうしたんだ？　いやに嬉うれしそうだけど」


　直樹は、ちょっとした期待を込めて尋たずねる。


「まさか、新しい連れん載さいの仕事が決まったとか？　もしくは、ありえないことだけど単行本ぼんの依い頼らいが来たとか？」


　だけど、直太郎はプルプルと首を横に振る。


「いや、新しい連載の仕事も決まらないし、単行本も出る予定はないぞ。むしろ、今の連載はそろそろ終わろうかなんて話が出てるくらいだ」


　ちっともエバれることじゃないのに、直太郎は胸を張って言い放つ。


　がっくりと脱だつ力りよくする息子むすこに、直太郎はほくほく顔で言った。


「それより、聞いて驚おどろけ。実はな、村の人たちから牛肉の差し入れがあったんだ。だから今晩は豪ごう勢せいにスキヤキを作ったんだ」


　しみじみと直太郎は頷く。


「本当に、この村の人達の心こころ遣づかいにはありがたくて涙が出るよ。うちが父ふ子し家庭なのを心配してくれて、三日に上げずに差し入れを持ってきてくれるんだから」


（幸せ者だよな。村の人達の本心も知らずに）


　直樹は、心の中で呟つぶやいた。


　村人達が三日に上げずに差し入れをもってくる理由。それは考えるまでもなく、直太郎の血を増やすためだ。


　ニンニク好きってことで今は吸きゆう血けつを免まぬがれているとは言っても、村人達たちから見れば直なお太た郎ろうは少々アクの強いエサ。


　脱ニンニクをさせてアク抜きさせたところを、いただいてしまおうと狙ねらっているのだろう。


　直太郎のお気き楽らくぶりがちょっとばかしムカついたから、直なお樹きは少々嫌いやみを込めて言った。


「そんな喜んでると、後で痛い目を見るぞ。村の人達がよく持ってくる差し入れが何なのか思い出してみなよ」


「よく持ってくる差し入れ？」


　直太郎は、腕を組んで考え込む。


「レバーはよく持ってきてくれるな。あとほうれん草も山ほど届けてくれたぞ。それからモロヘイヤにおくらにめかぶか」


　血を増やしたり、サラサラにしたりする効果のある食材ばかりだ。


　真相に気づかないまでも、差し入れの偏かたよりに多少は疑問を覚えてくれるんじゃないかと期待する直樹。


　だけど、やっぱり直太郎は直太郎だった。


「うん、きっとこの村の名物なんだろうな」


「名物って、ここは山の中だぞ。めかぶが名物ってことないだろ？」


「いやいや、山めかぶというのがあるのかもしれん」


　神しん妙みような顔つきでそう呟つぶやくもんだから、直樹は大いに脱だつ力りよくしてしまう。


「もういいよ。そういうことで」


　のっそりとした足取りで階段を上り始める。


「着替えたら早く降りて来いよ。お前が帰ってくるのを父とうさん待ってたんだからな。スキヤキ♪　スキヤキ♪」


　調子っぱずれた直太郎の歌を耳にしながら、直樹は自室へと向かった。さっさと制服を脱ぎ捨てると身み軽がるなジャージへと着替える。


　居い間まへと降りると、すでにスキヤキは完成していた。ちゃぶ台の上に置かれたボンベ式のガスコンロ。その上では、たっぷりと肉がぶち込まれたスキヤキが、ぐつぐつという罪つみ作りな音を立てている。


　この肉は、村人が直太郎の血を増やすために用意した物だ。そう考えると食欲も失せて当然なのだろうけど、いかんせん空くう腹ふくにはこたえる。


「よし、食べよう」


　山やま盛もりにご飯を盛った茶ちや碗わんを持って、直太郎がやって来た。


「いただきます！」


「いただきます！」


　二に重じゆう奏そうを響ひびかせると、二人は猛もう然ぜんとスキヤキを食べ始めた。


（ああ、これを食べるたびに僕の血も増えて、いずれは川かわ澄すみ達の中の誰だれかに……）


　そんなことを考えるけど、スキヤキのおいしさにはかなわない。


　ガツガツと野や獣じゆうのように肉を食らっている時だ。中庭の方からク～～～ンク～～～ンという鳴き声が聞こえてくる。


「スキヤキの匂においにマロも辛しん抱ぼうたまらんといったとこなんだろう。よしよし、あいつにもおすそ分けしてやろう」


　空あいていた皿に肉をごっそりと盛り付けると、立ち上がり庭へと降りていく。


（本当に、何も分かってないんだから。マロは吸きゆう血けつ犬けんになってるんだから、スキヤキなんか食べるはずないよ）


　心の中でそう呟つぶやく直なお樹き。だけど、庭から聞こえてきたのは想そう像ぞうだにしない声だった。


「すごい食べっぷりじゃないか。やっぱりお前にもスキヤキのうまさが分かるんだな」


　直樹は、口いっぱいに含んでいた肉を思わず噴ふき出しそうになった。


「何だって!?」


　庭へと顔を出した直樹は、到とう底ていありえない状況を目にした。


　マロが、皿に顔を突っ込んでスキヤキをむさぼるように食べていたのだ。


　吸血犬になって以来、村の牛乳しか口にしなかったあのマロが、まるで普通の犬のように固形物を頰ほお張ばっている。


「マロ！」


　直樹は庭に飛び降りると、マロを持ち上げた。


「お前どーしちゃったんだ？　そんなにうまそうにスキヤキを食べるなんて、体の具ぐ合あいでも悪いんじゃないか？」


「おい、直樹。お前何を言ってるんだ？　こんだけの食いっぷりを見て、具合でも悪いんじゃないかはないだろう」


　直太郎がキョトンとする。


「おい、マロ。一体どうしたんだよ」


　前後左右にマロの体を振りたくる。


　食事の邪じや魔まをされたせいか、基本的にのんびり屋で温おん厚こうなマロでも少し頭にきたようだ。不ふ機き嫌げんそうに低く唸うなる。


　それすらも、直樹を驚きよう愕がくさせた。


（怒おこった時には目を真まっ赤かにして牙きばや爪つめを飛び出させたのに、いつもと変わらないじゃないか）


　呆ぼう然ぜんとしながらマロを地面に下ろす。


「ばう♪」


　マロは嬉うれしそうに一ひと声こえ鳴くと、残りのスキヤキに突入しふがふがと食べ始める。


（どういうことなんだ？　まるで昔のマロじゃないか）


　直なお樹きはゴクリと喉のどを鳴らす。


「もしかして……戻ったのか？　ただの犬に」


　かすれた声を出している直樹をそのままに、直なお太た郎ろうがマロの頭をぐりぐりと撫なでる。


「いや～～、良かった良かった。妙みような薬のせいで、腹でも壊こわすんじゃないかと思ってたが、元気じゃないか」


「父とうさん、妙な薬って何のこと？」


「何って、お前の部屋にあった薬だよ」


　直太郎が説明を始めた。


「夕方、マロを風ふ呂ろ場ばで洗ってたんだよ。こいつ、よっぽど嫌いやだったのか飛び出して家中を走り回ったんだ。その時にお前の部屋にも飛び込んでな、置いてあったガラス瓶びんをひっくり返して中身が盛せい大だいに顔にかかっちまったんだよ。急いで風呂場へと連れてって洗ったんだが、ペロペロ顔を舐なめてたからなあ。心配だったんだよ」


「ガラス瓶……」


　考え込むことしばらく、直樹は思い出した。


「あっ！！！」


　居い間まへ飛び込むと、階段を駆かけ上がり自分の部屋へと向かう。机の上に置かれたそのガラス瓶を手にする。


　かれこれ一週間前、学校の倉庫で見つけたあのガラス瓶だ。あの日、帰ってきて部屋に置いてから、すっかりその存在を忘れてしまっていたのだ。


『十じゆう文もん字じワクチン』


　ラベルに書かれたその文字を、もう一いち度ど見やる。


「ひょっとして、こいつなのか？　こいつだったりするのか？」


　半分程ほどに中身の減ったガラス瓶を片手に、直樹は深しん刻こく度３００パーセントで呟つぶやいた。
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　相変わらず曇くもっている空の下、智とも衣いは学校の正面玄げん関かんを出た。そのまま校舎を迂う回かいするようにして歩く。


　時は昼休み。いつもなら智衣も教室か部室で牛乳を飲み干ほしている頃だけれども、この日は違っていた。何やらそわそわと浮き足立った様よう子すで、校舎の裏うら庭にわを目指す。


　幾いく許ばくもしないうちに、智衣は校舎裏うらに到着する。


　そこにいたのは直樹だった。地面に置いた段ボール箱の隣となりで、何やら思いつめたような表情で立っている。


「おっす」


　わざとらしく元気な声を飛ばすと、智とも衣いは直なお樹きへと近寄った。


「悪いな。急に来てもらったりして」


「いや、別にいいんだぜ。だけど、ちょっと驚おどろいたな」


　智衣はポケットからノートの切れっぱしを引っ張り出す。


「体育の授業から帰ってきたら、こんなのが机の中に入ってるんだからよ」


『昼休み　校舎裏うらで待つ　みんなに内ない緒しよで来てくれい　ｂｙ　高たか村むら直樹』


　そこには、直樹の汚きたない字でそう書かれていた。


「で、オレに何の用事なんだ？　わざわざこんなとこに呼び出したってことは、重要な話なんだよな」


　何かを期待するような、そんな口く調ちようだった。


「ああ、重要な話なんだ。本当はどうしようかと思ったけど、やっぱり言うべきだなって思ったんだ」


　直樹が言葉を濁にごらせる。


「智衣を、ひどく驚かせることにはなると思うけど」


「いいんだよ、そういった驚きだったらオレは大歓かん迎げいだぜ！」


　熱っぽく、智衣が言う。


「それに、オレは嬉うれしいんだぜ。とうとうお前が覚かく悟ごを決めてくれたんだからな。これまで待った甲か斐いがあったぜ」


「へっ？」


「いや、いいんだって。みなまで言わなくてもお前の気持ちは分かってる。昨日きのうの一件で決心がついたんだろ？　平ひら山やまちゃんとあの人間の男を見てて、人間と吸きゆう血けつ鬼きって関係のままじゃハッピーエンドにはならないって悟さとったんだろ？　だから、決意してくれたんだろ。ってことは、お前はオレのことを……」


　一人で勝かつ手てに照れ出して、智衣は顔を真まっ赤かにするとボリボリと頭を搔かく。


「何だよ、それならもっと早く言ってくれりゃ良かったのに」


「おい、智衣、お前何なに言って」


　直樹のキョトン顔には気付かず、智衣はモジモジしながら尋たずねる。


「で、いつからなんだ？」


「何が？」


「だから、いつからオレのことを……」


　と、その時だった。


「高村センパイ！　遅れてすみません！　前の授業が長なが引びいちゃって」


　そんな声が、頭上から響ひびく。見上げると、リボンをつけたヤモリがいた。もとい、エリ子こだ。


「高たか村むらセンパイ、とうとう決心してくれたんですね。昼休みに校舎裏うらに来てくれだなんて言われた時はびっくりしちゃいました。でも大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと歯も磨みがきましたし、バッチリやっちゃいますね」


「おい！　ヤモリ娘！　お前何なにしに来やがったんだよ！」


　智とも衣いが吠ほえた。


「やっと直なお樹きが覚かく悟ごを決めてくれたんだ！　ヤモリ娘なんてお呼びじゃないんだ。引っ込んでろ！」


「引っ込んでるのは利と根ね崎ざきセンパイの方です。高村センパイがついに決心してくれたんです。お邪じや魔ま虫はどっか行ってください！」


　壁と地面に分かれ、器き用ようにバチバチと火ひ花ばなを散らしている。


「ちょ、ちょっと二人とも。さっきから覚悟とか決心とか一いつ体たい何の話なんだよ？」


　直樹の質問に、壁と地面の二人は当然とばかしに言った。


「直樹、オレに嚙かまれる覚悟を決めてくれたんだろ？」


「高村センパイ、エリに嚙まれる決心がついたんですよね」


　もちろん、直樹が青ざめたのは言うまでもない。


「じょ、じょーだんじゃないよ！　二人して何て勘かん違ちがいしてくれてんだよ！」


　全力で両手を振り回し否定した。


「何だよ、違うのかよ」


「誰だれにも見つからないようにって言われたからてっきり」


　あからさまに二人は落らく胆たんした。さらには残念そうな瞳ひとみで直樹を見つめるもんだから、思わず背せ筋すじがゾワゾワとしてしまう。


「それで、オレ達にどんな用事なんだ？」


「平ひら山やま先生のことなら、今はどうすることもできませんよ。説せつ得とくするにしても、もう少し時間を置かないと」


「いや、平山先生のことじゃないんだ。まあ、無む関係ってわけじゃないんだけど」


　もごもごと口を動かす。


「ちょっと待ってくれよ。もう一人来たら話すから」


「もう一人って、これ以い上じよう誰を呼んだんだよ？」


　その答えはすぐに分かった。ゆっくりと姿すがたを現したのは季き代よ実みだった。


「何だ、みんな一いつ緒しよだったの？　てっきり直樹君が私だけを呼んで血でも吸わせてくれるんじゃないかと思ったのに。それとも、贅ぜい沢たくにも三人に吸われたいとか？」


「バ、バカ！　そんなんじゃ！」


「冗じよう談だんよ」


　あっさりとそう言われてしまう。


（またしても、川かわ澄すみの冗じよう談だんに引っかかってしまった。ふっ、不覚……）


　一人、悔くやしさを嚙かみ締めている直なお樹きに、アテが外れて不ふ機き嫌げんな智とも衣いが言う。


「さっさと話せよ。こっちだって忙しいんだからな」


「あ、ああ、分かったよ。大事な話ってのは、こいつのことなんだ」


　直樹はしゃがみ込むと、足元の段ボールの蓋ふたに手をかけ開く。


「ばう～～」


　ひょっこりと頭を出したのは高たか村むら家の愛犬、マロだ。もともと人ひと見み知しりしない質たちだし、三人とも面めん識しきがある。はあはあ息をしながら千ち切ぎれんばかりに尻尾しつぽを振った。


「マロちゃん！」


　エリ子が破は顔がんしてマロに駆かけ寄る。


「元気？」


　ぐりぐりと頭を撫なでられて、マロは嬉うれしそうに鳴いた。


「で、直樹。お前んとこのこと平へい安あん眉まゆ毛げ犬に何か問題があるのか？」


「問題があるんだよ。到とう底てい信じられない話ではあるけど……」


　声を潜ひそめ、直樹は囁ささやくようにして言った。


「マロが、吸きゆう血けつ犬けんじゃなくなったんだ。普通の犬に戻ったんだよ」


　しばし沈ちん黙もくが流れた後、


「何を言い出すかと思ったら……」


　呆あきれたように、智衣が首を振った。


「あのなあ、直樹。吸血鬼きってのはそう簡単に元に戻れるもんじゃないんだよ。もしそうだったら、オレ達はこんなにも悩んじゃいないし、平ひら山やまちゃんだって人間になって彼かれ氏しとくっついてるさ」


「そうですよ、高村センパイ。勘かん違ちがいにも程ほどがあります」


「いや、勘違いなんかじゃないんだって。見ろよ」


　直樹はポケットから引っ張り出した魚ぎよ肉にくソーセージを素早く剝むく。それをマロの鼻はな面づらへと突きつけた。


「ばうう！」


　歓喜の声をあげると、マロはソーセージを頰ほお張ばり始める。


「ほら、吸血犬だったころは牛乳しか口にしなかったのに、こんなにうまそうにソーセージを食べてるだろ？」


「まあ、確かに奇き妙みようだけどよ」


「無理すれば、食べれないこともないですし……ね」


　まだまだ二人は懐かい疑ぎ的だ。それも仕方ないだろう。吸血鬼を卒そつ業ぎようするってことは、それぐらいありえない事なのだから。


「でも、昨さく晩ばんから牛乳をあげてないのに一度も牙きばや爪つめを伸ばしてないんだ。夜だっていつもは目を真まっ赤かにして遅くまで起きてるのに、すーす寝入っちまってたし。絶対おかしいって」


「体調が悪かっただけじゃないですか？」


「そうだそうだ、直なお樹き、お前早とちりしすぎだぞ」


　ちっとも相手にしてくれない二人に、直樹はじれったそうに身をよじる。


「でも！」


「ねえ、エリ子こちゃん。その手に持ってるのって、裁さい縫ほう箱ばこよね」


　直樹の言葉を遮さえぎり、季き代よ実みがエリ子に尋たずねる。


「はい、そうですよ。前の授業が家庭科かだったんです」


「糸いと切きりバサミか裁たちバサミ、どっちでもいいから貸してくれない？」


「別にいいですけど……」


　不ふ思し議ぎそうな顔をしながらも、エリ子が裁縫箱の中から糸切りバサミを取り出す。


「おい、季代実、何するつもりなんだよ？」


「確かめるのよ。直樹君の言ってることが、ただの勘かん違ちがいなのか、それとも……」


　しゃがみ込むと、マロの尻尾しつぽを指先で摘つまみあげる。そして、先っぽの毛をチョキンと切った。


「意味ないだろ。そんなのすぐに元の長さに戻るに決まってるじゃないか」


　智とも衣いが鼻はなを鳴らす。


　吸きゆう血けつ鬼きの体というのは特とく殊しゆで、吸血鬼になった時の姿すがたを維い持じするという性質がある。それは吸血犬けんだって同じだ。


　例えバリカンで全身の毛を刈かったとしたって、すぐに元通りになってしまうはずだった。


　なのにもかかわらず……。


　マロの尻尾の先っぽは、切られたままだった。待てど暮らせど元通りにはならない。


　さすがの智衣とエリ子もこれには目を丸くする。


「おい、オレにそのハサミを貸せよ」


　季代実から糸切りバサミを受け取ると、智衣はマロの尻尾の毛を引っ張った。先ほどよりも大だい胆たんにジョキンとする。


　やっぱり結果は同じだった。不ぞろいな先っぽを、マロは左右に振りたくっている。


「信じられねえ。直樹の言うとおりじゃねーか」


　かすれた息が智衣から漏もれる。


「マロちゃん、元に戻っちゃいました。もう吸血犬じゃありません！」


　酸さん欠けつの金きん魚ぎよみたく口をパクパクさせてから、智衣とエリ子は直樹に詰つめ寄った。


「おい！　直樹！　お前どんな魔ま法ほうを使ったんだよ！　これってとんでもないことだぞ！」


「そうです！　この村の、吸血鬼の村としての歴史を終わらせかねない奇き跡せきなんです！　一体どうやったんですか!?」


「僕だってよくは分からないんだよ。家に帰ったらもう元に戻ってたんだから。だけど、魔ま法ほうのタネがあるとしたら、多分これだと思うんだ」


　直なお樹きはポケットに手を突っ込むと、ガラス瓶びんを摑つかみ出す。


「何だよそれ？」


　怪け訝げんそうに目を細める智とも衣いの隣となりで、季き代よ実みがあっと声を上げる。


「それって、前に倉庫で見つけたガラス瓶じゃない。私、すっかり忘れてたわ」


「エリもです。そう言えば、最初はその中身を調べようとして平ひら山やま先生を尋たずねたんでしたね」


　一週間、忘れ去られていたガラス瓶が、表おもて舞台へと返り咲いた。


「昨日きのう、マロがこの中身をかぶったって言うんだよ。顔にかかったのをペロペロ舐なめてたらしい、ひょっとしてひょっとすると……さ」


　季代実が直樹の手からガラス瓶を取ると、ラベルに目を落とす。


「十じゆう文もん字じワクチン……。理科の実験で使う薬品じゃないのかもしれないわね」


「だったら、今度こそその薬の正体を調べましょう！」


　一週間前まえと同じように、エリ子こが好こう奇き心しんを燃え上がらせた。


「おいおい、その薬は何なんだよ？」


　経けい緯いを知らない智衣に、直樹が早はや口くちに説明する。


「なるほど、四十年前の日付ね。つまり、四十年前から村にいて、なおかつ学校のことに詳しい人に話を聞く必要があるってことか」


　智衣は、少々顔かおをしかめながらその名前を口にした。


「紅べに華か……だな」


「そうですよね。それが一番だと思います」


　気乗りしない様よう子すながらも、エリ子が頷うなずく。


「込み入った話になるかもしれないから、早くした方がいいわね。生徒会室しつに急ぎましょ」


　季代実の言葉に、一同はこっくりと頷いた。
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　校舎四階の一番端はしにある生徒会室では、一人の女子生徒が棚たなのファイルの整せい頓とんをしていた。


　大きな眼鏡めがねが特とく徴ちよう的な、おっとりとした雰ふん囲い気きの女じよ子し生徒だ。さらに、その胸の大きさは特とく筆ひつもの。健けん全ぜんな男子生徒なら目を奪うばわれること間違いなしだろう。


　彼女の名前は沢さわ田だ綾あや菜な。治ち水すい高校生徒会の書紀を務めている。


　ちなみに、高たか村むら直樹人間のまま計画を遂すい行こうした一員でもある。彼女もまた、直樹の血を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう一人だった。


　綾菜は、もくもくと棚の整理を続けている。


　Ａ型のせいか、こういったファイルがバラバラに並んでいると我が慢まんならない質たちなのだ。アンケートで趣しゆ味みの欄らんがあったら、迷わず『整理整せい頓とん』と書くことだろう。


　ラベルの番号通どおりに並べられたファイルを前に、綾あや菜なは満足気げに頷うなずいた。


「うん、これでバッチリですね」


　と、生徒会室しつの引き戸が開かれる音がする。顔を向けた綾菜は、笑顔で尋たずねた。


「皆さんこんにちは。お揃そろいでどうしたんですか」


　この皆さんってのが誰だれなのかは説明するまでもない。直なお樹きと季き代よ実みと智とも衣いとエリ子この四人だ。


「沢さわ田だ先せん輩ぱい、こんにちは」


　ペコリと頭を下げてから、直樹は生徒会室を見渡す。さほど大きくない部屋だから、それだけで十分だ。


　お目当ての人物、紅べに華かの姿すがたはない。


「なあ、綾菜。紅華の奴やつはいないのか？」


　智衣の質問に、綾菜はコックリと頷いた。


「会長は、生徒会の予算の話で職しよく員いん室に行ってます。昼休み一いつ杯ぱいかかるって言ってたし、もうここには戻ってこないと思います」


「それじゃ、話は聞けませんね」


　残念そうにエリ子が首を振る。


「仕方ないわ。放課後ごに出直しましょ」


　生徒会室を後にしようとする直樹らを、綾菜が呼び止める。


「あの、会長にどんなお話ですか？　わたしで良ければ聞きますよ」


　紅華は戻ってこないし番号がずれてしまっているファイルも見当たらない。このままでは、退たい屈くつな昼休みになることは明らかだったから、綾菜としては一同にもうちょっとここにいて欲しかったのだ。


「気持ちはありがたいけど、お前は大おお昔むかしからこの村にいたわけじゃないだろ？　さすがに知らないだろ」


「何をです？」


「何とかかんとかって薬のことだよ。えっと、何て言ったっけな？」


　度ど忘わすれした智衣に代わって、直樹が答える。


「十じゆう文もん字じワクチンって名前なんですけど」


「十文字ワクチン………」


　綾菜はしばし考え込んでから、あっと声を上げた。


「ああ、それってあれですよね。吸きゆう血けつ鬼きを人間に戻す奇き跡せきの薬」


「沢田センパイ！　知ってるんですか!?」


「綾菜！　知ってんのか!?」


　エリ子こと智とも衣いが綾あや菜なに詰つめ寄った。


　二人の剣けん幕まくに驚おどろきながら、綾菜が説明する。


「直接知ってるわけじゃないんですよ。だって、その特とつ効こう薬やくの騒そう動どうがあったのって今から四十年くらい前のことですから。わたしはまだ村に来ていない頃の話です」


「四十年前、ラベルに書かれてたのと一いつ致ちするわね」


　季き代よ実みが、直なお樹きの耳元で囁ささやいた。


「沢さわ田だ先せん輩ぱい、その特効薬の事を教えてくれませんか？　騒動って言ってたけど、一いつ体たい何があったんですか？」


　直樹が、いつになく真ま面じ目めな顔で尋たずねる。


「分かりました。わたしが知っていることを話しますね」


　コホンと咳せき払ばらいをすると、子供に昔話でもするかのような口く調ちようで語り出す。


「この村が、吸きゆう血けつ鬼きの村になった時からの住人で、十じゆう文もん字じさんという方がいました。化か学がくの教師だった十文字さんは、何とか自じ力りきで人間に戻る方法を見つけようと、研究室にこもって何年も何年も研究を続けました。そして、とうとう完成させたんです」


「吸血鬼を人間に戻す薬……か」


　智衣がゴクリと喉のどを鳴らす。


「でも、それはおかしいですよ。薬が完成したなら、どうしてこの村はまだ吸血鬼の村なんですか？」


　もっともなエリ子の質問に、綾菜は説明を続ける。


「薬は確かに完成しました。十文字さんは自分の体で薬を試し、元の人間に戻ったんです。この知らせに村人達たちは大喜びし、誰だれもが十文字さんを称たたえました。薬には十文字ワクチンと名前がつけられました。だけど、いざワクチンを全ぜん村人の分作るって時になって、予期しない事が起こったんです」


「何だよ、その予期しない事って。ジラさずさっさと話せよ」


　そわそわした様よう子すで、智衣が急せかす。


「新しく作ったワクチンには、吸血鬼を人間にする効果なんてこれっぽっちもなかったんです。人間に戻れるワクチンを完成させたのは、たった一度きりの奇き跡せきだったんです。いくら同じ作り方をしても、もう二度と十文字ワクチンは完成できなかったんです」


　綾菜は、大きく息を吐き出した。


「奇跡で完成したワクチンは、まだ少し残っていました。それを巡って、村の人間達は争いを始めました。それだけならまだしも、恐ろしいデマが流れ始めたんです。ワクチンの効果で人間に戻った十文字さんの血を吸えば、人間に戻れるんだって」


　聞いただけでも恐ろしい話だったもんだから、直樹はブルルって背せ筋すじを震わせる。


「身の危険を察した十文字さんは、信頼のおける数人の友達にワクチンを与えて人間にすると、一いつ緒しよに村から逃げ出してしまいました。村に嫌いや気けがさしてしまったんでしょうね。それから二度と、村を訪れることはなかったそうです」


　綾あや菜なの長い話が終了した。


　神しん妙みような顔つきで押し黙だまる直なお樹きらに、綾菜は不ふ思し議ぎそうな顔で尋たずねる。


「でも皆さん、どうしてそんなことを聞くんです？」


　直樹らは顔を見合わせた。


　秘ひ密みつにするには少し荷が重いのでは？


　そんな困こん惑わく気味な表情が浮かんでいる。


　一同を代表して、直樹が口を開いた。


「沢さわ田だ先せん輩ぱい、実は倉庫を整理してて……」


　と、生徒会室しつのドアがノックされる。顔を出したのは生徒会役やく員いんの男だん子し生徒だった。


「あ、沢田さん。会長が大至し急きゆう職しよく員いん室に来てくれって。予算の話がもめてるから話に加わって欲しいそうです」


「わたしなんかがお役に立つか分かりませんけど、そういうことでしたらすぐに行きます」


　綾菜は直樹らに顔を向けると申し訳わけなさそうに言った。


「すみません、会長がお呼びなので失礼します。あ、皆さん昼休み終わるまでここでのんびりしててもかまいませんよ。もう誰だれも来ないと思うので」


　呼びに来た生徒と一いつ緒しよに、綾菜は生徒会室を出ていった。


「つまり、僕が見つけたこれは、十じゆう文もん字じって人が作ったワクチンなんだな」


　ポケットからガラス瓶びんを引っ張り出し眺ながめる。


「しかもそれは、二度と同じ物が作れない、奇き跡せきのワクチンなのね」


　季き代よ実みが、目を細める。


「もしこの薬のことを村の人達が知ったら、どうなっちゃうのかな？」


　不安そうなエリ子この言葉に、智とも衣いは渋い顔をして言った。


「四十年前と同じように、そいつを巡って村の連れん中ちゆうが派は手でにおっぱじめるかもしれないな。吸きゆう血けつ鬼き生活に慣れてるようでも、本心では人間に戻りたいって思ってる連中はウジャウジャいるはずだから」


「利と根ね崎ざきセンパイもですか？」


「オレか？」


　フンと鼻を鳴らす。


「そりゃー、人間に戻りたくないなんて言ったら噓うそになるよ。だけど、オレには親父おやじもお袋ふくろもいるしな。友達だってたくさんだし。見たところ薬は一口ぐらいしか残っちゃいない。オレ一人が人間に戻るわけにはいかないぜ」


「エリも、同じ気持ちです」


　二人は、季き代よ実みに顔を向けた。


「季代実、お前は村に来てまだ一年だ。オレ達程ほど村に根付いてない。人間に戻って、村を出てもいいんだぜ」


「川かわ澄すみセンパイ、どうします？」


　尋たずねられた季代実は、ゆっくりと首を横に振った。


「人間に戻って村を出たって、また一人ぼっちになるだけよ。吸きゆう血けつ鬼きでも、この村にいた方がいいわ」


「そっか、そうだよな」


　嬉うれしそうに、智とも衣いが笑う。


「だとしたら、そんな薬は必要ないってことだよな。皆に知られる前、どっかに隠かくすか捨てるかしちまおうぜ」


「！！！　ちょっと待ってください！」


　エリ子こが不ふ意いに大声を上げる。


「ああ、どうしてエリ忘れてたんだろ？　その薬をあんなにも必要としてる人がいたのに」


　大おお袈げ裟さに嘆なげく。


「エリちゃん、それって一体誰だれのこと？」


　尋ねる直なお樹きに、エリ子が叫ぶようにして言った。


「平ひら山やま先生です！」


「あ！　そうだぜ！」


　智衣も、華はなやいだ声をあげる。


「この薬があれば、平山ちゃんは人間になれる！　そうすればあの人間の男ともうまくいくじゃないかよ！」


「人間同士の恋れん愛あいです！　禁きん断だんでも何でもなくなります！」


　二人して盛り上がる。


「気持ちは分かるけど、この薬、本当に大だい丈じよう夫ぶかしら？」


「心配いりませんよ、川澄センパイ！　沢さわ田だセンパイの話を聞いたでしょ？　この薬を作った十じゆう文もん字じさんって人は、ちゃんと人間になって村を出てるんです」


「そうだそうだ、直樹んとこの平へい安あん眉まゆ毛げ犬があんなにピンピンしてんだ。平山ちゃんが飲んだって問題ないはずさ」


　智衣が続ける。


「他の人に知られるわけにはいかないからな。放課後ご、平山ちゃんが一人になる時を狙ねらって薬を渡そう」


「そうですね」


　エリ子も力強く頷うなずいた。
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　束たばとなった小テストの採点を手て際ぎわ良くやっていく。最後の一枚に点てん数すうをつけた里り佳かは、軽く息を吐き出した。


「これで終わりね」


　職しよく員いん室の時計を見ると、午後の五時を過ぎている。特に顧こ問もんとなっている部ぶ活かつはない里佳だから、これ以上学校にいる必要もない。


　荷物をまとめバッグに入れると、残っていた教師達たちにお疲れ様と挨あい拶さつし職員室を出る。


　そのまま玄げん関かんへと向かい、外へと出る。校庭で部活に勤いそしむ運動部の生徒達に手を振りながら、里佳は学校を後にした。


　しばらく歩くと、もう人ともすれ違わなくなる。教きよう員いん住宅への道は細い山道。あまり利用する人もいないのだ。


「平ひら山やまちゃん！」


　後ろから声をかけられ、里佳は振り返った。そこにいたのは、直なお樹きと季き代よ実み、智とも衣いとエリ子この四人だった。


「あなた達、一体どうしたの？」


「オレ達、平山ちゃんの後を追いかけてきたんだよ」


「そうです。できれば人のいない所で話をしたかったので」


　智衣とエリ子の言葉に、里佳は何かを察したのだろう。


「私の考えは変わらないわ。あの人に嚙かみ付くつもりはないの。お願いだから分かって」


「違うんだ！　オレ達、平山ちゃんに嚙みついて欲しいなんて、もう思ってないんだ！」


「むしろ、その逆なんです！」


「逆？」


　不ふ思し議ぎそうに聞き返す里佳に、智衣は言った。


「平山ちゃんに、人間になって欲しいんだ。だったら、もう悩む必要なんかないだろ？」


「私が人間に……か。確かにそうね。そうなれば、どれだけ素す敵てきかしらね」


　里佳が目を細める。


「だけど、私達はそんな簡単に人間には戻れない。村をこんなにした宣せん教きよう師しが、方法を見つけて戻ってこない限り。それだって、何年、何十年、いえ、下へ手たをしたら何百年先さきになるか……。もう永遠に戻ってこない可能性だってあるわ」


　悲しそうに首を振る。


「夢の話は止やめて。つらくなるから」


「夢じゃないんだ！」


「夢じゃないんです！」


　智とも衣いとエリ子こが、異い口く同どう音おんで叫んだ。


「平ひら山やまちゃんが人間に戻る方法があるんだよ！　えっと、何て言ったっけな？」


　またド忘れした智衣が、歯がゆそうに顔をしかめる。


「直なお樹き、お前から言ってやってくれ」


　急に振られた直樹は、軽く深しん呼吸してからゆっくりとした口く調ちようで言った。


「ずっと昔からこの村にいる平山先生なら知ってると思います。十じゆう文もん字じワクチンのことを」


「！！！」


　里り佳かの目が大きく見開かれた。


「あなた達、どうしてその名前を!?」


「この間、学校の倉庫の片付けをしてて、見つけたんです」


　ポケットから引っ張り出したガラス瓶びんを、直樹は里佳に手渡した。


「この字は、確かに十文字先せん生せいの字だわ」


　だけど、里佳は大きく首を横に振った。


「そんなはずないわ。本当に効果がある十文字ワクチンは先生がすべて使ってしまったはずよ！」


　早はや口くちに里佳が言う。まるで、信じてしまうことを拒こばむように。


　一度信じてしまったら、もしそれがダメだった時の悲しみが大きい。だから、必死になっているようだった。


「心配すんなよ！　平山ちゃん！　その薬は本当に効果あるんだよ！　信じてくれよ！　現にその薬で……」


『直樹んとこの平へい安あん眉まゆ毛げ犬が、ただの犬に戻ったんだ！』


　そう叫ぼうとした智衣だったけど、一いつ瞬しゆん考える。


（待てよ、さすがに犬じゃ説せつ得とく力ないかもしれないぞ。もっとこうインパクトのある説得をした方がいいかもしれないぜ……）


　気が付くと、智衣は叫んでしまっていた。


「現にその薬で……直樹が人間に戻ったんだよ！」


「えっ！」


　里佳は驚おどろいた。だけどそれ以上に驚いたのは直樹だった。


「えええええ！」


　慌あわてて智衣に詰つめ寄る。


「おい、智衣！　何てこと言い出すんだよ」


「いーじゃねーかよ。こっちの方が説得力あんだから。それに、丸っきり噓うそじゃないだろ？　お前は人間なんだから」


　直なお樹きの方をポンポンと叩たたく。


「高たか村むら君が、この薬で人間に!?」


　里り佳かが直樹をしげしげと見つめる。


「……ウソ……よ。そんなの、冗じよう談だんに決まってるわ」


　完全説せつ得とくには至らなかった。


「ええい、直樹。こうなったらお前の人間っぷりを平ひら山やまちゃんに見せつけてやれよ」


「見せつけてやれって、一いつ体たい何をすれば……」


「そんなの自分で考えろって！」


　二人してもめる中、それまで黙だまっていた季き代よ実みが直樹の手を取った。


「ちょっと来て」


　そのまま、少し離れた木こ陰かげへと引っ張っていく。


「直樹君、こうなったら後戻りできないわ。智とも衣いさんの噓うそに乗っかって人間だってことを平山先生に分かってもらいましょ」


　季代実は続ける。


「方法は簡単よ。いつもみたいに鼻はな血ぢを出せばいいの。吸きゆう血けつ鬼きは傷ついてもすぐに治るのが普通なんだから、タラタラと流れ続ける鼻血は十じゆう分ぶん説得力のある光景よ。さ、出して」


　実に簡単に言ってくれるけど、そう簡単な話じゃない。


「川かわ澄すみ、お前まえ僕のことを鼻血製せい造ぞうマシーンとでも思ってるんじゃないか？」


　直樹は憮ぶ然ぜんとして言った。


「いくら僕の鼻の奥の粘ねん膜まくが弱ってるからって、そう簡単に出てくるもんじゃないよ」


「それ相そう応おうの刺し激げきが必要ってことね」


　季代実が、少々顔かおを赤らめる。


「あんまり暴力的なことはしたくないし。これしか方法がないのよね。これだったら間違いないって夏の経けい験けんから分かってるし」


「おいおい、何を言ってるんだ？」


　いぶかし気に小首を傾かしげる直樹の前で、季代実は細い指を制服のボタンへとかけた。








　木陰から季代実が出てくる。手を引っ張られる直樹は、魂たましいでも抜かれたようにぼんやりとしていた。


　その両方の鼻の穴からは、真まっ赤かな血ち潮しおが流れ出している。


「普通の吸血鬼には、こんなに景気よく鼻血を流すなんてできませんよね」


　さらに季代実は、直樹の鼻血を人ひと差さし指ゆびにつけると、里佳の前へと突き出した。


「それでも疑うなら、嘗なめてみます？」


　かなり迷ってから、里り佳かは季き代よ実みの人ひと差さし指ゆびを嘗なめた。


　その瞳ひとみの奥が真まっ赤かに染そまる。人間の血を口にするのは初めてだったけど、本能的に感じていた。


「……本当だったのね。本当に高たか村むら君は人間に……」


　握っていたガラス瓶びんを持ち上げる。


「十じゆう文もん字じワクチン、これを飲めば、私も人間になれるのね」


　失礼しましたと頭を下げると、季代実は智とも衣いらに顔を向けた。


「さ、帰りましょ」








　日の暮れ始めた村の道を、季代実達たちはゆっくりとした足取りで歩いていた。


「でも、高村センパイが人間になったってことにしちゃって大だい丈じよう夫ぶですか？」


「心配することないだろ？　平ひら山やまちゃんのことだから誰だれかに言いふらしたりはしないさ。後で嚙かみ付いて吸きゆう血けつ鬼きに戻しといたってことにすりゃいいし」


　少々不ふ機き嫌げんそうに、智衣が答える。


「だけど、今いま現在それより気になるのは、季代実、お前がどうやって直なお樹きに鼻はな血ぢを出させたかだよ」


「あ、それはエリも気になってます！　一いつ体たい何をしたんですか？」


　二人して睨にらみつけるけれど、季代実は涼すずしい顔をしたままだ。


「別に、わざわざ話すほどのことは何もしてないわ」


「絶対噓うそだぜ」


「噓です！」


　季代実から聞きだすことは困こん難なんと判断したのか、少し後ろをぼんやりと歩く直樹へと矛ほこ先さきを変える。


「直樹！　季代実に何をされたんだ？」


「高村センパイ！　教えてください!?」


　両方の鼻の穴にティッシュを突っ込んだまま、直樹は口をもごもごと動かした。


「それは、だから、何て言うか……」


「まさか、お前、触ったのか？　季代実の胸とか尻しりとか太ももなんかをいやらしくベタベタと」


「高村センパイ、不ふ潔けつです！」


　エリ子に白い目で睨まれ、直樹は慌あわてて首を振る。


「そ、そんなことしてないよ！　ただ、川かわ澄すみが下着を……」


　ハッとして口を押さえるけど、時すでに遅し。


「あいつ、下着なんて見せたのかよ！」


「うぐぐぐ、エリだってまだ見せたことないのに」


　二人は悔くやしそうに奥歯を嚙かみ鳴らすと、直なお樹きの腕うでを取った。


「直樹、ちょっと来い。そこの茂みに行くぞ」


「川かわ澄すみセンパイだけなんて不ふ公こう平へいです。平等にエリのも見てもらいます」


「わ、ちょっと止やめろ！　見たって言ってもチラっとだけなんだ！　今となっては記き憶おくがあやふやなぐらい」


　必死に抵てい抗こうするも、吸きゆう血けつ鬼きの力にかなうはずがない。


「や～～～め～～～て～～～！！！」


　茂みに連れ込まれる直樹を見ながら、少しだけ心配そうに季き代よ実みが呟つぶやいた。


「直樹君、また貧ひん血けつにならなければいいけど」
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「ふう、まさか放課後ごまでかかるとは思いませんでしたわ」


　生徒会室しつへと戻ってきた紅べに華かは、会長席せきに座ると軽く息を吐き出した。


　窓の外もすっかり薄うす暗ぐらくなっている。部ぶ活動をしていた生徒達もほとんどが帰っている時間だ。


　昼休みだけでは足らず、放課後まで職しよく員いん室へと向かいもめていたのだ。


「まったく、このわたくしの出した申しん請せいにケチをつけるなんて。無ぶ礼れいにも程ほどがありますわ」


　紅華はまだ納なつ得とくのいかない様よう子すでぶちぶちと文もん句くを口にする。


　見かけは高校生の紅華だけど、言うまでもなく実年ねん齢れいははるかに上。


　村の初期メンバーでもあり、かれこれ数十年間、この高校を牛ぎゆう耳じってきているのだ。


　だからこそ、自分の思いどおりにことが運ばないと不満で仕方がないらしい。


「でも、良かったですね。無事に生徒会費ひの申請が通って」


　後からやって来た綾あや菜なが、にこやかに微笑ほほえむ。


「まあ、確かにそうですけど」


　綾菜のおっとりオーラのおかげで、少しは気分が和らいだようだ。


「綾菜さんも、遅くまでご苦労様さま。感謝しますわ」


「別にいいんです。生徒会の雑ざつ務むがわたしの仕事ですから」


　褒ほめられるのに慣れていないのか、少々緊きん張ちようした様子で綾菜がかぶりを振る。


「それでは帰りましょう。家まで車で送りますわ」


　神楽かぐら家お抱かかえの運転手が、毎まい日にち紅華の送り迎えをしているのだ。きっともう校門前には神楽家の高級車が止まっていることだろう。


「会長、大だい丈じよう夫ぶですよ。わたし、一人で帰れますから」


「何を言ってますの。もう辺りは暗いんですのよ。女の子が一人で歩くには危険すぎますわ」


　実に吸きゆう血けつ鬼きらしからぬ言葉だ。


「それに、小さな村ですもの。大した遠とお回まわりにはなりませんわよ」


「ありがとうございます。それでは、お言葉に甘えさせてもらいます」


　持っていた筆ふで箱ばこやバインダーなんかを、鞄かばんの中へと入れ帰り支じ度たくを始める綾あや菜な。


　その途と中ちゆうで、綾菜はあっと声を上げる。何かを思い出した時なんかに出る声だ。


「会長。うっかり忘れてたんですけど、昼休みに高たか村むらさん達が来たんです。高村さんと、川かわ澄すみさん。利と根ね崎ざきさんに鳩はと羽ばさんも一いつ緒しよでした」


「どうしたの？　まさかまた高村クンがヘマをして人間だってことがバレそうになったとか？」


　紅べに華かの言葉に、綾菜が首を横に振る。


「いいえ、違います。会長に聞きたいことがあったそうです。十じゆう文もん字じワクチンについて」


「！！！」


　綾菜の口から飛び出したその言葉に、紅華が表情を硬くする。


「綾菜さん、それってどういう事ですの？　どうして高村クン達が、その名前を知ってますの!?」


　硬い表情のまま、紅華が続ける。


「十文字ワクチンは、当時からいる村の住人にとっては思い出したくない過去なのですわ。村人同士が争ったという醜みにくい歴史があるんですもの。だから、よほどのことがない限りその名前を口にすることはありません。わたくしだって、綾菜さん以外には話してませんのよ」


「え、そうだったんですか？　わたし、聞かれたから普通に会長から聞いた話をしてしまったんですけど、いけなかったかも……」


　不安そうに呟つぶやく。


「それに、高村クン達は十文字ワクチンのことを知って何をするつもりなの？」


「あ、それはわたしも不ふ思し議ぎに思って尋たずねてみたんです。だけど、その時に会長の呼び出しがかかってしまって」


　綾菜がこめかみの辺りを押さえて一いつ生しよう懸けん命めいに思い出す。


「そう言えば、あの時、高村さんが何か言いかけてました。えっと、倉庫でどーのこーのって」


「倉庫……」


　紅華は少し考えてから、何かを思い出し口を開く。


「確か、季き代よ実みさんから演えん劇げき部の部室が一いつ杯ぱいになって困ってるって相談がありましたわよね」


「そうでしたね。それで、もう使ってない倉庫を演劇部に貸すことにしたんですよね。ちゃんと自分達で片付けることを条件に。あ、何か高村さんが駆かりだされてたそうですよ」


「………」


　紅べに華かが、神しん経けい質しつそうに親おや指ゆびの爪つめを嚙かんだ。


「綾あや菜なさんは知らないと思いますけど、あの場所は元は倉庫ではありませんでしたの」


「何だったんですか？」


　綾菜の問いに、紅華は静かに答える。


「あそこは、化か学がく研究室でしたわ。十じゆう文もん字じ先生のね」


　綾菜が驚おどろいた顔をする。


「効果のある十文字ワクチンが残されているかもしれないと、村人達は徹てつ底てい的にあの部屋を探しましたわ。結局見みつからず、十文字先生が捨ててしまったということになった。だけど、もしかしたら、あの部屋のどこかに隠かくされていたのかも……」


「倉庫の片付けをしていた高たか村むらさん達が、偶ぐう然ぜんにもそれを見つけてしまったってことですか？」


「確かく証しようはありません。だけどもしそうだったとしたら、取り返しのつかないことになりますわ」


　紅華が勢いよく立ち上がる。


「綾菜さん！　大至し急きゆう高村クンの家に向かいますわよ！」
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「ただいま～」


　自宅へと到着した直なお樹きは、玄げん関かんの上がりかまちに崩くずれるように座った。


　あまりにたくさん鼻はな血ぢを出したもんだから、すっかり貧ひん血けつ気味になってしまったのだ。


「まったく、智とも衣いもエリ子ちゃんも、あんなことで張り合わなくたっていいのに」


　あんなことが頭に思い出される。途と端たん、直樹の顔が真まっ赤かになった。


「いかんいかん、これ以上血ちを流したら、冗じよう談だん抜ぬきで死んでしまう」


　強く首を振って、気分を切り替えると、直樹は家へと上がり居い間まへと向かう。


「父とうさん、飯めしにしてくれよ。レバーでもほうれん草でも、血が増えそうな物なら何でも食べるから」


　居間は真まっ暗くらだった。居い眠ねむりでもしてるのかと思い電気をつけるも、父親の姿すがたはない。


　代わりに、広告の裏にサインペンで書いた置おき手紙が残されている。


『吉よし川かわさんに誘さそわれたから将しよう棋ぎに行ってくる。先に飯食って風ふ呂ろ入ってなさい。父より』


　将棋は直なお太た郎ろうの趣しゆ味みの一つだ。たまに集会所で開かれる将棋の集つどいには、かかさず参加している。


　今いま頃ごろは、思う存分将しよう棋ぎを楽しんでいることだろう。周りが全員吸きゆう血けつ鬼きだなんて気付かずに。


「父とうさん大だい丈じよう夫ぶかな？　そろそろニンニクの毒も抜けただろうって嚙かまれたりしてないよなあ」


　少し心配になる直なお樹きだけれども、今は自分だってピンチだ。何か食べないことにはめまいを起こして倒れてしまいそうだ。


　台所に向かうと冷れい蔵ぞう庫こを開ける。スキヤキの残りを皿に盛った物があったから、それを引っ張り出した。炊すい飯はん器きに残っていたご飯をその上に山やま盛もりに盛り付ける。簡かん易いスキヤキ丼どんの完成だ。


　と……。


　キャンキャンキャンキャンキャン！


　激しく吠ほえるマロの鳴き声が聞こえてくる。


「あ、父とうさんマロに飯めしやらずに行ったんだな？」


　牛乳を取り出そうとするも、その手を止めた。


「そーだ、マロはもう吸血犬けんじゃなかったんだ」


　だったらこれで十分だろうと、自分が食べようとしていた簡易スキヤキ丼を持って庭へと向かった。


「ほら、しっかり食べろよ」


　マロ用のプラスチック容よう器きに、スキヤキ丼を三分の一程ほど分けてあげる。てっきりすぐに食べ始めると思ったけれど、マロはスキヤキ丼には見向きもしない。キャンキャンと吠えながら身をよじっている。


「おい、マロ!?　どうしたんだ？　具合でも悪いのか？」


　心配してマロの背中を直樹が撫なでた直後だった。マロの体に異い変へんが起こった。


　背中に切れ込みが走り、そこから真まっ黒くろなコウモリの翼つばさが飛び出した。耳みみ元もとまで裂さけた口には、鋭く尖とがった牙きばがぞろりと生はえそろっている。足からは、カギ爪づめのように鋭い爪が飛び出した。


　吸血犬だった時だって、こんなにも恐ろしい変身はしなかった。こんな、怪かい物ぶつになってしまうなんて。


　グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！


　脳みそをきしませるような声を響ひびかせてから、真まっ赤かに染そまった目を直樹へと向ける。大きくコウモリの翼を羽ばたかせると、鎖くさりを引きちぎり直樹へと襲おそい掛かった。


「うわあああ！」


　皿を放り出すと、直樹は逃亡を開始した。全速力で走る直樹を、怪物化したマロが上空から追つい跡せきする。


「一体、どーなってんだよ！」


　とにかく逃げきろうと足を早めるが、もともと鼻はな血ぢの出しすぎでフラフラになっていた体だ。思うようにスピードは上がらない。しかも街がい灯とうなんかない田舎いなか道だ。


　直なお樹きはあっさりと、木の根っこにつまずき盛せい大だいに転ぶ。


「あだだだだだ！」


　見上げる夜空には、月をバックに真まっ赤かな瞳ひとみを光らせるマロの姿すがたが。


　マロの意識が少しでも残っていればと、直樹は近くに転がっていた木の枝を手に取る。


「ほ～～ら、マロ。行くぞ！」


　枝を左右に振ってから、力いっぱい投げる。


　だけど、マロはそちらには目もくれなかった。真っ赤な瞳は、直樹という獲え物ものだけしか見えていないようだ。


「マロが……『取って来い！』に乗っかってこないなんて……」


　直樹は愕がく然ぜんとする。吸きゆう血けつ犬けんの時だって、『取って来い！』にだけは反応していたのにそれがないのだ。


　もう、この怪かい物ぶつにマロの心は残っていない。その悲しい現実を、受け入れるしかなかった。


　グオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！


　上空のマロが吠ほえると、直樹に向かって一気に急降こう下かした。牙つめと爪きばを剝むき出し、直樹に襲おそい掛かる。


「ひいいいい！」


　直樹が悲鳴を上げた次の瞬しゆん間かんだった。茂みを突っ切って走ってきた黒くろ塗ぬりの高級車が、マロを跳ね飛ばす。


　車から降りてきたのは、紅べに華かと綾あや菜なの二人だった。


「どうやら、恐れていたことが起きてしまったようですわね」


　紅華が、険けわしい表情で呟つぶやく。


「会長！　沢さわ田だ先せん輩ぱい！」


　突然の出で来き事ごとに、口をパクパクさせる直樹に、紅華が早はや口くちに尋たずねる。


「高たか村むらクン、あの犬に、どれぐらい十じゆう文もん字じワクチンを飲ませましたの？」


「えっと……」


　訳わけが分からないまま、直樹は答えた。


「飲ませたってほどの量じゃないはずです。顔にかかったのを嘗なめた程度で」


「分かりましたわ。でしたら、どうにかなりますわね」


　紅華は、車のトランクを開けると分ぶ厚あつい毛布を引っ張り出した。


「綾菜さん、そっちの端はしを持ってください！　あの犬をくるみますわ！」


「はい、分かりました」


　言われたとおりに、綾菜が毛布の端を摑つかんだ。


　グオオオオオオオオオ！


　獲え物ものを横取りされると思ったのか、マロは怒りの遠とお吠ぼえを上げ飛び掛かってくる。


「行きますわよ！」


「はいっ！　会長！」


　紅べに華かと綾あや菜なの瞳ひとみが真まっ赤かに染そまった。


　吸きゆう血けつ鬼きの力は普通の人間をはるかに凌りよう駕がする。それが夜ともなればなおさらだ。高くジャンプした二人は、突進してくるマロを毛布で受け止めると空中で何なん重じゆうにも巻きつけ縛しばり上げる。


　そのまま車のトランクに押し込むと、紅華は運転手に叫んだ。


「時とき田たさん！　このまま山やま奥おくまで走り続けて！」


　無む口くちな運転手は静かに頷うなずくと車を発進させる。遠ざかる車を見ながら、紅華はふうと息を吐き出した。


「嘗なめたぐらいでしたら、明日あしたの朝には元に戻るはずですわ」


「会長、マロは一体どうしちゃったんですか!?　十じゆう文もん字じワクチンが関係あるんですか!?」


「大ありですわよ！」


　紅華が直なお樹きを睨にらみつける。


「十文字ワクチンのせいで、高たか村むらクンの犬はあんな怪かい物ぶつになってしまいましたのよ！」


「そんな、どうして？　吸血鬼を元に戻すワクチンじゃないんですか？」


　綾菜も、不ふ思し議ぎそうに紅華を見つめる。


「これは、ほんの一握にぎりの住人しか知らないことです。言わば村のトップシークレットですわ。絶対に誰だれにも言わないこと。いいですわね！」


　念ねん押おししてから、紅華は説明した。


「十文字ワクチンを口にすれば、確かに人間に戻ることができますわ。だけどそれは長くて数日のこと。すぐに吸血鬼が目覚めてしまいますの。それも、先ほど見たような最悪な形で」


「でも、薬を作った十文字って人は人間になって村を出たんじゃ？　同じくワクチンで人間にした友達と一いつ緒しよに」


「それは、噓うそですわ」


　彼女には珍めずらしく、悲しそうな表情で紅華は言った。


「十文字先せん生せいは、確かに数日は人間になっていましたわ。だけどその後、恐ろしい怪物に変身してしまいましたの。そして、一緒にいた友ゆう人じん数名を惨ざん殺さつした」


　あまりの事に、直樹と綾菜は息を呑んだ。


「わたくしのお父とう様を中心とした数人の住人が、変身した十文字先生と戦い倒しましたわ。そして、村の山奥にある沼に沈めましたの。その後、十文字先生は友人と一緒に村を出てしまったという噓を村に広めたのですわ」


「どうして、本当のことを言わなかったんですか？」


　綾菜の質問に、紅華は苦にがい笑いを浮かべた。


「十じゆう文もん字じワクチンは、確かに村に大おお騒そう動どうを引き起こしましたわ。だけど、それは希望も与えてくれましたの。人間に戻る方法あるんだというね。だからこそ、本当のことは言えませんでしたの」


　紅べに華かが、少しだけ遠い目をする。


「十文字先生は、わたくし達の吸きゆう血けつ鬼き化を一種の病気と考えてましたわ。だから、それを直すワクチンが存在するはずだと。だけど、それは根本的に違ってましたわ。病気とは違う、もっと理解不ふ能のうなもの。呪のろい……に近いのかもしれませんわね」


　紅華は直なお樹きへと顔を向ける。


「とにかく、十文字ワクチンはとても恐ろしい代しろ物ものなの。一いつ滴てき残らず捨てなければなりませんわ。さあ、高たか村むらクン、早く渡して！」


　その時になって、紅華は真まっ青さおな直樹の顔かお色いろに気がついた。


「どうしたんですの？　顔色が悪いですわよ」


「……大変だ」


　かすれた声で、直樹は叫んだ。


「十文字ワクチンの瓶びん、渡しちゃったんだ！　平ひら山やま先生に！！！」








　真まっ暗くらな治ち水すい村むらの道を、直樹は自転車でぶっ飛ばす。


「まったく、何てことですの!?」


　すぐ隣となりを、息切れ一つすることなく並へい走そうする紅華が、何度目めになるか分からない文もん句くを口にした。


「平山先生が人間の男の人と付き合っていたのを隠かくしていたばかりか、十文字ワクチンを渡して人間になることを勧めるなんて」


　隠していたのは別に直樹だけの責任じゃない。十文字ワクチンを里り佳かに渡したのだって、エリ子こや智とも衣いが先せん導どうしたことだ。


　だけど、直樹は言い訳わけ一つしなかった。


　別に、男の子らしくすべての責任を取ろうとしたわけじゃない。紅華についていくのに必死で、喋しやべってる余よ裕ゆうもなかったのだ。


「！！！　平山先生の教員住じゆう宅たくが見えてきましたわ！」


　夜よ目めのきく紅華が、鋭く言葉を発する。直樹には、遠くにポツンと灯あかりがついているのしか見えない。


「急ぎますわよ！」


　紅華がグンとスピードを上げた。ロケット弾だんのような勢いで教員住宅へ突とつ進しんしていく。


「平山先生！　神楽かぐら紅華です！　開けてください！　先生！」


　ドアをどんどんと叩たたくが、返事はない。玄げん関かんの電気はついていたが、部屋の中は真まっ暗くらだった。


　紅べに華かはノブに手をかけると、あっさりと引き千ち切ぎった。そのまま真っ暗な部屋の中へと飛び込んでいく。


　ひーひーぜーぜー言いながら直なお樹きが到着したのとほぼ同時に、紅華は部屋の中から出てきた。


「平ひら山やま先生、留る守すでしたわ」


「留守……もしかして、斉さい藤とうさんに会うために町に行ったんじゃ？　だとすると、もう薬を」


　青ざめる直樹に、紅華が首を横に振る。


「もしここで薬を飲んだとしたら、空のガラス瓶びんがあってもいいはずよ。だけど見当たりませんでしたわ。これは、希望的観かん測そくではあるけれど、まだ十じゆう文もん字じワクチンを口にしていない可能性もあります。今はそれを信じて、平山先生を探すしかありませんわ」


　紅華が、目を細める。


「こんなこともあろうかと、綾あや菜なさんに頼んでおいて良かったですわね。みんなを集めるように」


　と、その時だ。


「紅華！」


　智とも衣いが林の中から飛び出してくる。どうやら近道してきたらしい。


「綾菜から大至し急きゆう集まれって電話があって来たぜ。一いつ体たい何の用なんだ？」


　続いて、エリ子こと綾菜も姿すがたを現す。


「おい、紅華。オレ達に何の用なんだよ」


　不ふ機き嫌げんそうに智衣が言う。それでもいろいろと後ろめたいところもあるから視線は泳ぎっぱなしだ。


「もちろん平山先生のことに決まってますわ。よくも秘ひ密みつにしてくれましたわね」


「ちっ、知られちまったのかよ。直樹、お前が喋しやべったのか？」


　智衣が直樹を睨にらみつけた。


「たっぷり文もん句くを言いたいところですけど、それについては不ふ問もんといたします。これからみんなで町へと急ぎ、平山先生を探しますわ！　先生が、ワクチンを口にする前に、絶対に見つけ出さなければ」


「会長、一人だけ人間になって村を出るなんて、良くないことだってのは分かります。だけど、平山先生のことは放っといてあげましょうよ！　人間になれば、平山先生はあの男の人と結ばれて幸せになれるんです！」


　エリ子が一いつ所しよ懸けん命めいに訴える。


「そうだそうだ、紅華。人の恋こい路じを邪じや魔まする奴やつは馬に蹴けられるぞ！」


「十文字ワクチンは、皆さんの思っているような夢の特とつ効こう薬ではありませんの！」


　紅べに華かは、大音量でピシャリと叩たたきつけた。ただならぬその様よう子すに、智とも衣いとエリ子こも口を閉じる。


「ゆっくり説明している暇ひまはありませんわ。町へ向かいながら説明いたします。さあ、急いで！」


　紅華がすごい勢いで走り出した。


「ああ、こら待て！　紅華！」


「待ってください！　会長！」


　智衣とエリ子がその後を追いかける。綾あや菜なも、あせあせとそれに続いた。


「やっと一ひと息いきつけたと思ったのに、今度は町までかよ。体力持もたないぞ」


　自転車を方向転てん換かんし、ペダルに足をかけたところで直なお樹きの前に人ひと影かげが現れる。


「こんばんは。直樹君」


　季き代よ実みだった。夜の吸きゆう血けつ鬼きらしい出現っぷりに、直樹は思わず心しん臓ぞうをビクつかせてしまう。


「急に綾菜さんから電話があって来たのだけど、何かあったの？」


「ああ、それが緊きん急きゆう事態なんだよ。他のみんなは平ひら山やま先生を探すために町へ行った。だから僕らも急ごう！」


　自転車を漕こぎ出そうとする直樹だけど、その体が季代実にひょいと持ち上げられてしまう。


「急ぎなんでしょ？　私が連れていった方が早いわ」


　また抱っこされるのは、男としては少々情なさけない。だけど、今はプライド云うん々ぬんを言っている場合じゃない。


「よろしく頼む！」


　男のプライドを飲み込み、直樹は全面的に体重を季代実に預けたのだった。
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　飯いい畑はた市しの夜の中央公園。まばらに設置された街がい灯とうの一つに、里り佳かは照らされていた。


　他に人の姿すがたはない。静けさだけが里佳を包み込んでいる。


　どれぐらいそうしていただろうか？　慌あわてた様よう子すでかけてくる男がいた。斉さい藤とうだ。


「すみません！　遅れてしまいました」


　仕事を抜けてきたのか、スーツのままの格かつ好こうだ。


「いいえ、こちらこそすみません。急に呼び出したりしてしまって」


　里佳が申し訳わけなさそうに頭を下げる。


「いきなり電話がかかってきたから驚おどろきました。しかももう町まで来ているって言うじゃないですか。急いで会社を飛び出してきたんですよ。あ、気にしないでください。退たい社しや時間はとっくに過ぎて残業してただけですから」


　辺りを見渡した斉さい藤とうは、それにしてもと呟つぶやいた。


「待ち合わせるなら、いつもみたいに駅前で良かったのに。こんな人ひと気けのない公園、里り佳かさん一人じゃ危なすぎますよ」


「危ない……そうですね。確かに女性が一人でいる場所じゃないですね」


　里佳は、少し寂さびしそうに小こ声ごえで付け加える。


「もし、私が普通の女性だったらの話ですけど」


「えっ？」


「何でもありません。それより、いろいろとすみませんでした」


　里佳はまた頭を下げる。


「何度も家に電話をかけていただいたのに、出ようともしないで。それに、生徒達たちが斉藤さんの所にも押しかけたりして……」


「ああ、そのことなら気にしないでください。先生思いのいい生徒さん達じゃないですか」


　それから、斉藤はコホンと咳せき払ばらいする。そして、真ま面じ目めな顔つきで尋たずねた。


「生徒さんから、聞きました。村の人と結婚という話は、噓うそなんですか？」


　ゆっくりと、里佳は頷うなずいた。


「やっぱり、そうでしたか」


　落らく胆たんしたように、斉藤は息を吐き出した。


「はは、正直こたえました。でも、噓をつかなくても良かったんですよ。僕のことが嫌いだから別れたいって、ハッキリ言ってくれれば」


「違うんです。斉藤さんのことが嫌いで別れようとしたんじゃないんです。このまま関係を続ける訳わけにはいかなかったからなんです。だけど……」


　里佳が、軽く深しん呼吸する。


「少しだけ、状況が変わったんです」


「それは、いい方に変わったんですか？」


「はい、そう信じています」


　斉藤をしっかりと見つめる。


「私は普通じゃありませんでしたよね。昼間は絶対に会わないし、一いつ緒しよに食事に行ったって口にするのは牛乳ばかり。レストランでニンニクの匂においがしただけで、逃げ出したりもしてましたよね。だけど、もし私が普通になれたら、もう一度、お付き合いしていただいてもいいですか？」


　里佳の精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。


　驚おどろいたように目を大きくしてから、斉藤は深く頷く。


「も、もちろんです。だけど里佳さん、僕は……」


「ありがとうございます」


　斉さい藤とうの言葉を遮さえぎって、里り佳かは言った。


「おかげで、決心がつきました。本当にありがとうございます」


　深く頭を下げる。


「斉藤さん、少しだけここで待っていてください」


　そう告げると、里佳は早足にその場を後にした。








　遊ゆう歩ほ道どうを歩き、里佳は公園の奥へとやって来た。


　切れかけ、点てん滅めつしている街がい灯とうの下、肩にかけたバッグの中に手を入れる。


　取り出したのは、ガラス瓶びん。そう、十じゆう文もん字じワクチンだ。


　受け取ったものの、ずっと迷っていた。一人だけ人間になることへの罪ざい悪あく感。村の他の人達に対する申し訳わけないという気持ち。そして、数十年も暮らし続けた村を離れることの寂さびしさ。そういった気持ちが、里佳に薬を飲むことを拒こばませたのだ。


　だけど、斉藤と会い話をし、里佳の心は決まった。


（私は、この薬を飲んで人間になる。村のみんな、ごめんなさい！）


　心の中でそう謝ると、里佳は瓶の蓋ふたを開けようと手をかける。


　と、


「見つけたぜ！！！」


　そんな声と共に、まるで闇やみの中から湧わいたかのように智とも衣いが姿すがたを現す。


　エリ子こ、紅べに華か、綾あや菜なも一いつ緒しよだった。


「あなた達、どうして？」


「平ひら沢さわちゃん！　その薬をこっちに寄よ越こすんだ！」


「その薬を飲んだら、大変なことになっちゃうよ！」


　慌あわてるだけでちっとも肝かん心じんなことを説明しない二人に代わり、紅華が歩み出る。


「平沢先生、よく聞いて。十文字ワクチンは、実は欠けつ陥かん品だったのですわ。その薬を飲んでしまったら、恐ろしい怪かい物ぶつになってしまいますのよ」


「怪物に？」


「そーなんだ、平沢ちゃん。よく知らずに渡したオレ達が悪かったよ。だから、早く薬を返してくれ！」


　だけど、里佳はガラス瓶を握り締め強く首を振る。


「噓うそよ。そんなの噓に決まってるわ。だって、高たか村むら君はちゃんと人間に戻ってるじゃないの」


「いや、あれは……」


　智衣が困ったように口をもごもごと動かした。


「ちょっと、どういうことですの！」


　目を吊つり上げる紅べに華かに、エリ子こが説明した。


「薬が本物だってことを納なつ得とくさせようと、利と根ね崎ざきセンパイがそんな噓うそをついたんです」


「……智とも衣いさん、あなたって方は……」


「仕方ないだろ！　頭に思い浮かんじまったんだから！　そんな呆あきれた顔をするなよな！」


「ここで呆れなかったら、いつどこで呆れるんですの！」


　しょーもない言い争いを始める二人の間に、綾あや菜なが割って入る。


「落ち着いてください！　早くしないと平ひら山やま先生が薬を飲んでしまいます！」


　綾菜の言うとおりだった。里り佳かはガラス瓶びんの蓋ふたを開けようと再び手をかけている。


「仕方ありません！　こうなったら実力行使ですわ！」


　紅華が瞳ひとみを真まっ赤かに染そめ叫ぶ。


「皆さん！　平山先生から、十じゆう文もん字じワクチンを奪うばい取りますわよ！」


「分かったぜ！」


「分かりました！」


「はい！」


　智衣、エリ子、綾菜も瞳を赤に染めた。鋭い爪つめと牙きばを出し、吸きゆう血けつ鬼きパワー全開で里佳に飛び掛かる。


「もう決めたの。私はこの薬を飲んで人間に戻るって」


　里佳が静かに目を閉じた。


「その邪じや魔まは、させないわ！」


　開かれた里佳の瞳は、誰だれよりも赤く光り輝いていた。見えない力が、紅華達たちを吹き飛ばす。


　四人は、街がい灯とうや樹木、地面へと叩たたきつけられた。


「な、何だよ今のは!?」


「分かりません、気が付いたら吹き飛ばされてました」


　紅華が、驚おどろきを隠かくせない様よう子すで呟つぶやく。


「平山先生が、吸血鬼としてこんな力を持っていたなんて……。これでは近づくこともできませんわ」


「ごめんなさい、みんな」


　悲しい顔でそう呟いてから、里佳はガラス瓶の蓋を開けた。そして、一気に飲み干ほそうとする。


　その瞬しゆん間かんだった。


「ちょっと待ったあああああ！！！」


　辺りに、その声は響ひびいた。直なお樹きの登場だった。


　もっとも、季き代よ実みに抱きかかえられてという男のプライド的には問題大ありな登場だったけど。


「頼む、直なお樹き！　平ひら山やまちゃんを説せつ得とくしてくれ」


　まだダメージが残っているのだろう。苦しそうな声で智とも衣いが言った。


「お願いします！　高たか村むらセンパイ！」


　責任は重大だった。


　直樹は、ゆっくりと里り佳かに顔を向ける。


「平ひら山やま先生、その薬を飲んじゃ駄だ目めだ。それを飲んでも、平山先生は人間には戻れない。恐ろしい怪かい物ぶつになってしまう。だから……」


「この薬で人間に戻れたあなたが何を言うの？」


（そうだった！　噓うそついてたんだっけ？）


　どう説明しようかまごついてる直樹の後ろから、季き代よ実みが声を張り上げた。


「平山先生、直樹君は、その薬を飲んで人間に戻ったんじゃないんです。根本的に、人間に戻ったって表現もおかしいんです」


　季代実が、真しん相そうを口にした。


「直樹君は、ずっと人間だったんです」


「……何ですって……」


　里佳は目を丸くする。


「どういうこと？　吸きゆう血けつ祭まつりの日、川かわ澄すみさん、あなたが嚙かみ付いたんじゃ？」


「違うんです。私達は、直樹君にテストをしたんです。合格したら、人間のままでいさせようって」


「本当のことですわ！」


　紅べに華かが力強く言い放つ。


「いつもと違うことがしたくて、わたくし達が仕組んだんですのよ」


「そして、高村センパイはテストに合格したんです」


「だから、直樹はずっと人間のままなんだ。直樹がその気になるまでは、オレ達も嚙まないって約束をしてるしな」


　最後に、綾あや菜なが懇こん願がんするように言った。


「お願いです。信じてください」


　とんでもない告白だった。あの村で、半年間かんずっと村人達を騙だまし続けてきたなんて、とても信じられない。


　だけど、直樹が今いま現在人間だってことは里佳も確かく認にんしている。


「もし、もしそれが本当だとしたら、どうしても分からないことがあるわ」


　里佳が、直樹を見つめる。


「高村君、どうしてあなたは村にいるの？　恐ろしい吸血鬼きの村から、人間でいられるうちに逃げ出そうとどうして思わないの？」


　どうして逃げ出さないのか？　もちろん理由はある。


　吸きゆう血けつ犬けんになってしまったマロの問題。厳きびしすぎるほど厳しい家計の問題。


　だけど、里り佳かが知りたいことはもっと別のような気が直なお樹きはした。


　何やかんやあるものの、どうして吸血鬼きの村でそれなりに楽しくやっていられるのか？


　それを可能とする、直樹の心を知りたがっているのだ。


　ゆっくりと息を吐き出してから、直樹は語り始めた。


「最初は、怖こわくてたまらなかった。いや、今でも怖くないと言ったら噓うそになる。だけど……」


　季き代よ実み達を、チラリと見る。


「川かわ澄すみに、智とも衣いに、エリ子こちゃん。会長や沢さわ田だ先せん輩ぱいは、ずっと約束を守って僕を嚙かまずにいてくれる。それどころか、人間だってことがバレそうになる度たびに全力で助けてくれるんだ。ただ僕の血を横よこ取どりされたくないってだけじゃなく、僕が村の人達に追い掛け回されて怖い思いや痛い思いをしないようにって心配してくれたんだ」


　迷いなく、直樹は言った。


「確かにみんな吸血鬼だけど、それは仲良くなれない理由にはならない。今の僕はそう思ってる。だから、僕はこの村にいられるんだ」


　直樹の精せい一いつ杯ぱいの言葉を、里佳は嚙み締めるように受け止める。


　大きく息を吐き出してから、里佳は直樹を見つめた。それまでとは違う、落ち着いた口く調ちようで尋たずねる。


「高たか村むら君、それじゃ最後にもう一つだけ聞かせて。もし、高村君が、村の誰だれかを好きになって、その女の子とずっと一いつ緒しよにいたいと思った時は、吸血鬼になる道を、選ぶことができるの？」


「僕はまだガキンチョで、そこまで誰かを好きになったことはないけど、もしそうなったなら」


　直樹は、ニッカリと笑って見せた。


「その子に嚙まれようかな。もちろん、痛くしないようにって頼むだろうけど」


　茶ちや化かしてはいるけれど、冗じよう談だんではなかった。それは里佳にも伝わる。


「フフフ」


　里佳が笑った。心の底から楽しそうに。


「迷めい惑わくをかけて、ごめんなさい。これは、返すわ」


　ゆっくりとガラス瓶びんを直樹へと差し出す。


「ありがとう、先生」


　ガラス瓶を、直樹は受け取った。


「さ、私、戻らないと。彼に、本当のことを打ち明けてみるわ」


「その必要はありません」


　声と共に斉さい藤とうが姿すがたを現す。


「気になって様よう子すを見にきて、聞いてしまったんです」


　里り佳かや、他の面めん々めんの顔を見ながら、斉さい藤とうは息を吐き出した。


「治ち水すい村むらが吸きゆう血けつ鬼きの村だったなんて、驚おどろきました」


　それから、斉藤は里佳へと顔を向ける。


「里佳さん、さっき言いかけたことの続きを言います。僕は、里佳さんに、今のままでもかまわないって言おうとしたんです。吸血鬼でも宇宙人じんでも、里佳さんであることに変わりはないんだから」


　里佳の手を握り締め、熱い瞳ひとみで言った。


「それで一いつ緒しよにいられるなら、いつでも嚙かんでください」


「幸こう一いちさん！」


　二人が固く抱き合うのを見てられなくて、直なお樹きは顔を赤らめながらそっぽを向く。


「あ、会長。これ」


　紅べに華かの元へ向かい、ガラス瓶びんを渡す。


「ありがとう、高たか村むらクン」


　紅華はガラス瓶を受け取った。蓋ふたを開けると、そのまま逆さにする。


　瓶に残っていた最後の十じゆう文もん字じワクチンが、地面に吸い込まれていった。


「さ、みなさん。帰りますわよ。平ひら山やま先生達の邪じや魔まをしたら悪いですわ」


「そ、そうだよな」


「う、うん。お邪魔虫むしは退たい散さんしないとね」


　内ない心しんまだ見物していたかったのか、少々残念そうな顔つきで智とも衣いとエリ子こが言う。


　斉藤と里佳に別れを告げると、一同は歩き出す。


「高村さんのお話、わたし、感動してしまいました。今までそんなこと言ってくれる人、いませんでしたもの」


　感動冷さめやらぬといった様よう子すで、綾あや菜なが言う。


「当たり前ですわ。今まで村に人間が暮らすなんてことなかったんですから」


　水を差す紅華も、悪い気はしていなかったのだろう。口元にはうっすらと笑えみが浮かんでいる。


「さすが、直樹だな。大した奴やつだよお前」


　智衣が直樹の肩に腕うでを回す。


「高村センパイの話を聞いて、エリドキドキしちゃいました」


　エリ子も、はにかむように顔をほころばせる。


　直樹はと言うと、嬉うれしいような照れ臭くさいような気持ちだった。


　だけど、すぐに窮きゆう地ちは訪れる。


「よし、直樹。帰りはオレが抱っこしてってやるからな」


　直樹を抱きかかえようとする智衣を、エリ子が突き飛ばす。


「高村センパイはエリが抱っこします！　利と根ね崎ざきセンパイは一人で走ってください！」


　それだけじゃ終わらなかった。


「わたくしも、立りつ候こう補ほいたしますわ」


　直なお樹きを奪うばう気まんまんで紅べに華かが割り込む。


「一応、平ひら山やま先生を説せつ得とくできたのは高たか村むらクンのお手て柄がらですし、ちょっとしたご褒ほう美びを」


「あ、だったらわたしもいいですか？　何かお礼がしたいんです」


　誰だれが直樹を抱っこするかで、大いにモメ始める。


　もちろん直樹がこんな光景を眼めの前にしてとる行動なんて決まってる。


　逃亡だ。


　こそこそとその場を去ろうとする直樹。だけど眼の前に季き代よ実みが立ちはだかる。


「まさか、お前まで僕を抱っこしてくなんて言うんじゃないだろうな？」


「そうしてもいいけど、男のプライドが傷つけられるんだったわね」


　季代実は軽く微笑ほほえんだ。


「まだ、バスはあるわ。乗り物酔よいは覚悟してもらわなくちゃならないけど」


「男のプライドを守るためなら、乗り物酔いぐらい我慢するさ」


　まだ言い争いをしている面めん々めんを残し、二人してその場を後にする。


「私なら、痛くしない自信あるわよ」


　不意に、季代実がそんなことを口にする。


　もちろんいつもの冗じよう談だんに決まっているだろうけど、直樹は大慌あわてだ。


「バ、バカ！　そんな笑えない冗談は止やめろよな！」


　つい大声を張り上げてしまい、それが紅華達たちの耳へと届いた。


「あ、高村クン、どこに行きますの？」


　直樹は振り向くこともせず、ダッシュで走り出した。


「こら、待て！　直樹！　抱っこしてやっから！」


「高村センパイ！　待ってください！」


「高村さ～ん！」


　一同が追いかけていく。


「やれやれ」


　残された季代実は、大きく首を振ってから、小さく口の中で呟つぶやいた。


「冗談じゃ、なかったんだけどな」


　って。
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　治ち水すい村むらの教会前広場にはたくさんの人達が集まっていた。


　珍めずらしく他よ所そ行きの服を着てやって来た直なお樹きは、その人の多さに驚おどろく。


「こんなに集まってるのか……」


　感心している直樹の元へ、季き代よ実みが駆かけ寄ってきた。いつもとは違う、薄うす緑色のワンピース姿すがただ。胸には小さなブローチなんかもつけている。


「ちょっと直樹君、どこで道みち草くさ食ってたのよ！　もう始まっちゃうわ！」


「しょーがないだろ。こっちは生なま身みなんだから、山道は疲れるんだよ」


　情なさけない言い訳わけをする直樹の手を、季代実が摑つかむ。


「さあ、早く！」


　人ごみを搔かき分けて、教会の中へと向かう。


　外側もさることながら、教会内ないも人でびっちりだった。


　連れていかれた一番前まえの長椅い子すに、直樹は季代実と一いつ緒しよに座る。同じ椅子には、紅べに華かをはじめとし綾あや菜なに智とも衣いにエリ子こがすでに座っていた。


　それぞれ、精せい一いつ杯ぱいのお洒落しやれをしている。智衣までもが、慣れないパーティードレスに身を包んでいた。


「オレは制服でいいって言ったけど、おふくろがせっかくだから着ろって言ってさ」


　照れ臭くさそうに、智衣が鼻の頭を搔かいた。


「おしゃべりはそこまでですわ。始まりますわよ」


　紅華が唇くちびるの前で人ひと差さし指ゆびを立てて見せる。ほぼ同時にオルガンの音が鳴り響ひびき、一組のカップルがヴァージンロードを歩いて来た。


　里り佳かと、斉さい藤とうの二人だった。


（それにしても、まさかこんなにも早くことが進むとは思ってなかったぞ）


　心の中で直樹は呟つぶやいた。


　この一週間のことを考えると、まるで怒ど涛とうのような展開だった。


　あの夜から一いち夜や明あけた翌よく日じつ、紅華は里佳を連れて役やく場ばへと向かい斉藤のことを洗いざらい話した。


　村の住人として迎えられるよう、申しん請せいを出したのだった。


　もちろん、皆に内ない緒しよで人間の男と仲良くなった里佳には、役場の人達も渋しぶい顔をした。それでも、すでにその人間が吸きゆう血けつ鬼きのことを知ってしまっているのだから承しよう認にんを出さないわけにはいかない。


　紅華の働きもあり、里佳も特に罰ばつを受けることなく、この日を迎えたのだった。


　この村は神しん父ぷ不在のため、村長が代わりに結婚式を取り仕切っていた。二人に誓ちかいの言葉を唱となえさせると、神しん妙みような顔つきで言った。


「それでは、誓いのキスを」


　里佳と斉藤が見み詰つめあう。しばしの沈ちん黙もくの後、斉藤はコクリと頷うなずくと自分の首くび筋すじを差し出した。


　里り佳かがゆっくりと顔を近づける。そして鋭く尖とがった牙きばを突きたてた。


　一同が固唾かたずを飲んで見守る中、牙が抜かれる。


　こちらへ顔を向けた斉さい藤とうの瞳ひとみが、真まっ赤かに染そまるのを見て、席についていた村人達が一いつ斉せいに立ち上がり盛せい大だいな拍はく手しゆをする。


　教会の入り口の外にむらがった村人達たちからも、歓かん声せいが湧わき起こった。


「ロマンチックですね～」


「ああ、エリ、うっとりしちゃいます」


　綾あや菜なとエリ子こが感激の声を上げる。


（感動的なシーンではあるんだろうけど……）


　直なお樹きは、壇だん上じようの里佳へと目を向ける。微笑ほほえむ彼女の口くち元もとは、斉藤の血で真っ赤に染まっていた。


（やっぱりホラー映画なんだよな）


　口元を血でべっとりと染める里佳の姿すがたに、直樹は背せ筋すじをブルルっと震わせたのだった。








　教会前まえ広場にて、ささやかな披ひ露ろう宴えんが行われる。村人達は牛乳を片手に盛大に盛り上がっていた。


　先ほどよりも人数は増えた様よう子すで、村人達がひしめき合っている。まるでお祭り騒ぎだ。


　長い年月を変わることなく生き続ける村人達だから、変化ってのに飢うえている。


　この結婚式は、村がお祭り騒ぎになるには十分すぎるほどの『変化』なのだろう。


　少し離れたところから、ぼんやりと直樹が眺ながめている時だった。


「高たか村むら君」


　ウエディングドレス姿の里佳に声をかけられる。


「あ、先生。おめでとうございます」


　直樹はペコリと頭を下げた。


「こちらこそ、本当にありがとう。こうなれたのも、高村君やみんなのおかげよ。彼も本当に感謝してるわ」


　それから、里佳は直樹の耳元に顔を近づけると、本当に小さな声で囁ささやいた。


「高村君の秘ひ密みつは誰だれにも言わないから、心配しないでね」


　秘密、それは直樹がまだ人間のままだって事実に他ならない。


「でも、いずれそう遠くない内に秘密もなくなるかもしれないわね。だって、高村君の周りにはあんなにも魅み力りよく的な女の子達が集まってるんだから」


　クスクスと笑いながら、里佳はその場を去っていく。


（魅み力りよく的な女の子……か。いずれ僕も、あの中の誰だれかを好きになって、この村の住人になる決意をするんだろうか？）


　高たか飛び車しやだけど、紛まぎれもなく美人で行動力も抜ばつ群ぐんな紅べに華かか。


　ほんわかオーラ全開で、しかも胸の大きな綾あや菜なか。


　少々乱らん暴ぼうだけれども、気さくに一いつ緒しよにバカができる智とも衣いか。


　元気一いつ杯ぱいでセンパイセンパイと慕したってくれるエリ子こか。


　少々表情は乏しいけれども、何だかんだで直なお樹きの世せ話わを焼いてくれる季き代よ実みか。


「それも悪くないのかもしれないな」


　ぼんやりと直樹が呟つぶやいた直後だった。今しがた思い浮かべていた五人が直樹の眼めの前へとやって来る。


「高たか村むらセンパイ、せっかくなんですから楽しまなくちゃ損そんですよ」


「そうだぜ、直樹。めでたい席なんだから真ま面じ目めな顔して突っ立ってたりすんなって」


「高村クン、飲み物を持ってきてさしあげましたわ」


　紅華が蓋ふたの開いた牛乳瓶びんを直樹に差し出した。


「緊きん張ちようして喉のどが渇かわいたでしょう？　どうぞ、お飲みになって」


「は、はあ、ありがとうございます」


　何だかちょっとした不自然さを感じたものの、直樹は牛乳瓶を受け取ると一気にあおった。


　ごくりごくりと二口程ほど飲んだところで、直樹は口の中の物を吐き出す。


「な、何だよこれ」


　ツンとしたアルコールの香りが鼻をくすぐる。


「これ、お酒!?」


　村の牛乳から作った酒だ。吸きゆう血けつ鬼きだけでなく、人間だって普通に酔よっ払える。


　二ふた口くち程しか飲んでいないのに、すでに頭はボーっとなっていた。


「どうです？　高村クン。いい気分になりません？　思わず誰かに嚙かまれたくなるような」


　何かを期待するような、粘っこい口く調ちようで紅華が尋たずねる。


「どうなんだ？　直樹！」


「高村センパイ！」


　問い詰つめられた直樹は、力いっぱい首を横に振った。


「なるわけないよ！」


「ったく、誰だよ。結婚式で感動してるから、酒でも飲ませればその気になるかもしれないって言ったのは」


　ぶちぶちと智衣が文もん句くを言う。


「高村さん、申し訳わけございません。だけど、もしかしたらって思って……」


　綾菜も、ひそかに期待していたようだ。


（川かわ澄すみ、お前もなのか？）


　って気持ちを込めて、季き代よ実みを見る。


「まあ、こんなことで直なお樹き君がその気になるなんて思わなかったけど……」


　季代実は、少しだけ微笑ほほえんだ。


「ちょっと、オモシロそうだったから」


（こいつらは～～～。人がせっかく将来的にはそうなってもいいかな～～～なんて思ってたとこなのに！！！）


　何だか裏切られたような気分だ。


「ぜ、前ぜん言げん撤てつ回かいだ！　絶対にそんな決意はしない！　しないったらしないからな！」


　曇り空の下、直樹の叫びが響ひびいたのだった。




[image: ]




　　　あとがき







　何だかいつもよりシリアスな話になってしまいました。


　エリ子この秘ひめられた過去が分かったり、村の秘められた過去が暴あばかれたりと、シリアス路ろ線せんまっしぐらです。


　それでも、治ち水すい（血ち吸すい）村という特殊な村と、そこに暮らす住人が背負っているものが少し描けたから良かったかなと思います。


　とくに、最近ちょっと鼻はな血ぢ製造マシーンと化していた直なお樹きも、格かつ好こういいとこ見せられたから、個人的には嬉うれしく思います。


　まあ、シリアス路線はお腹なか一いつ杯ぱいになったので、次じ巻かんはうって変わったお馬ば鹿かな話にしようと思っています。





　ところで、この作品で妙みように気に入っているキャラクターの熊くま谷がや。


　ゴミの分ぶん別べつ表ひようにビン、カンと書かれてるのを見て、


『ビ・ン・カ・ン（ハート）　一体どこの部分が？　きっと人には言えないような……』


　なんて言ってドキドキしているという描びよう写しやがありましたが、これは人ひと事ごとではありません。


　つい先日、駅近くのゴミ集しゆう積せき場で気付いてしまったのです！　この言葉に！


　それから毎朝と毎晩、自転車で通りかかる度たびに妙にドキドキしてしまいます。


　ちなみに、雨が降った時に利用している路線バス。


　途と中ちゆうの車内アナウンスで、『塾じゆくと家庭教師の、○○○スクール』なんて宣伝が流れるのですが、ある日を境さかいに『熟じゆく女じよ家庭教師の○○○スクール』と聞こえるようになってしまいました。


（熟女家庭教師だって!?　一体何なにを教えてくれるんだろう？　もしかしたら人には言えない大おと人ななお勉強を………）


　なんて妄もう想そうをしてしまい、雨の日にバスに乗る度にドキドキしてしまっています。


　まるで男子中学生の思し考こう回かい路ろです。


　もうちょっと大人にならなければ。







阿あ智ち太た郎ろう










　　　追つい伸しん







　同じくバスにて、『運うん賃ちんは運賃箱ばこへお入れください』というアナウンスが、『う○ちはう○ち箱にお入れください』としか聞こえません。


（えっ、あんな小さな箱に!?　ど、どうやって？）


　なんて考えてしまい、別の意味でドキドキしてしまいます。


　これは、中学生というより小学生だな。




阿あ智ち太た郎ろう


１９７８年生まれ。


出身地は長野県下伊那郡阿智村。


現在は会社でゲームシナリオなんぞを書いている。


レゴとゾイドと古代魚が好き。


[image: ]





あらきかなお


大阪在住


２月24日生まれ


イチゴとたんかんと沖縄が好き




電撃文庫


血ち吸すい村むらへようこそ[image: ]





阿あ智ち太た郎ろう





二〇十二年九月二十日　配信
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